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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１







　爽さわやかな風が頰ほおを撫なでる。


　六月終わりのロンドンは、過ごしやすい季節だ。時折雨に見み舞まわれるものの、梅雨つゆでじめじめしている日本とは雲うん泥でいの差がある。


「えっと……」


　路地の途と中ちゆうで立ち止まり、桐きり原はら悠ゆうは周囲を見み渡わたした。


　午後三時過ぎ、アフタヌーンティーを目当てに訪ねようとしたカフェの看板が、どこにも見当たらない。


　建築様式が異なる建物も、知識のない悠には同じような古いビルに見える。あまりうろついていると、本格的な迷子になりそうだった。


　ビルの隙すき間まから、さきほど買いものした百貨店が覗のぞいている。いざとなれば、百貨店まで戻もどればいい。


　路地の隅すみによけて、ガイドブックを開く。通行人を捕つかまえて道を訊たずねるのは、気が引けた。


　二十四歳にもなって情けないが、悠はやや方向音おん痴ちの嫌きらいがある。おかげで兄には、今回の一人でのイギリス出張をひどく心配されてしまった。


　でも、ここまでは順調だったのだ。


　ロンドンに到とう着ちやくした昨日は、空港に迎むかえに来てくれた駐ちゆう在ざい事務所の同どう僚りようたちと食事をしただけで終わったけれど、今日は早起きして、サウス・ケンジントンに借りてもらったフラットを出た。


　地下鉄のナイツブリッジ駅で降り、ハイド・パークを散歩。そのあとは、デパートをいくつか視察して昼食を取り、紅茶を買った。


　高級デパートのマーク・ニコルズと老舗しにせホテルのセントクレアのみで取り扱あつかっている紅茶ブランド、グリフォンズ。


　このブランドの日本での独どく占せん販はん売ばい権を得ることが、今回の出張の目的だ。


　きっかけは、駐在事務所から送られてきたグリフォンズのアッサムだった。こくがあって、甘いそれは、すっかり悠を魅み了りようした。代理店契けい約やくの商談をするため、こうしてイギリスまでやってくるほどに。


　アッサム以外のダージリン、ウヴァも力強い風味があり、飲みやすい。ことにダージリンは絶品だった。


　手にぶら下げているマーク・ニコルズのショッピングバッグには、さきほど買ったピーチやアップルなどのフレーバーティーが入っている。フラットに帰ってから試ためすのが楽しみだ。


　これまでに仕入れた情報によると、デパートとホテルを所有しているのは同じオーナーで、彼の方針で二社でしかグリフォンズを販売しないのだという。


　由ゆい緒しよある名門貴族にして、やり手の投資家という彼は、四年前にデパートとホテルを買収するなり、両社の経営改革に乗り出した。


　オリジナルブランドの強化もその一いつ環かんで、ことに洗練されたパッケージデザインのグリフォンズが人気を博している。伯はく爵しやくという高貴な身分にありながら、彼には投資だけでなく、経営の才覚もあるようだ。


　それにしても、買収だの経営改革だの、どこもたいへんだなと思わず苦く笑しようが洩もれる。


　悠が勤務する桐原物産も、以前は経営危機が囁ささやかれた。二年前に外資系投資会社サンライズ・キャピタルの融ゆう資しを受け、現在は同社主導のもと順調に再建中だ。


　マーク・ニコルズとは逆に、桐原物産の場合は製造部門を売ばい却きやくしてオリジナルブランドを大おお幅はばに縮小し、かわりにベルギーのショコラティエ、ピエール・デュフィなどのブランドを新たに導入した。カフェを併へい設せつした銀座のショップは、開店から二年経たついまも、連日列ができるほどの人気だ。


　おかげでチョコレート部門は持ち直したが、問題は紅茶部門だった。


　紅茶の主要ブランドは、やはりイギリスの高級食品専門店の紅茶だったのだが、二年前に代理店契約が打ち切りになって以来、紅茶部門の売上が低迷している。


　それもあって、悠が今春異動になった新規事業部の急務は、新たな紅茶ブランドの開かい拓たくだった。


　各国の現地事務所から日本未発売の紅茶を送ってもらい、試飲した中で、悠がもっとも惹ひかれたのがグリフォンズだ。


　桐原物産の復活のためにも、なんとしてもグリフォンズを獲かく得とくしたい。


　経営不ふ振しんに陥っていた桐原物産が二年でここまで立ち直ったのは、投資してくれたサンライズ・キャピタルの力もさることながら、経営改革担当役員である兄の尽じん力りよくが大きい。


　六歳上の兄、桐原忍しのぶは悠の自じ慢まんの兄だ。


　頭脳明めい晰せきで、スポーツ万ばん能のうで、なんでも知っていて、やさしくて。そんな兄は、子供のころから悠の憧あこがれだった。


　完かん璧ぺきな兄の唯ゆい一いつの欠点といえば、弟の自分に対して過保護すぎる点くらいだろう。今回の出張にも、スケジュールの都合さえつけば同行しかねない勢いだった。


　悠自身、温室育ちだという自覚がある。桐原物産の創業者一族に生まれ、なに不自由なく育った。


　とはいえ、子供には子供なりの鬱うつ屈くつがあるものだ。悠の場合それは、どうして大好きな兄のように勉強や、スポーツができないのかということだった。


『僕と悠は兄弟だけれど、同じ人間じゃないんだから、比ひ較かくするのは無意味だよ。悠には悠のいいところがある。僕には、とうてい敵かなわないような。だから、もっと自信を持ちなさい』


　厳格な父に兄と比較されて落ち込むたび、励はげましてくれたのも兄だった。悠本来の気質がねじくれることなく、伸のび伸びと素す直なおに育ったのは兄のおかげだ。


　子供のころから、悠の世界の中心には兄がいた。どんなときでも、なにがあっても受け入れてくれるから、際限なく甘えてしまいそうになる。


　だからこそ、いつまでも兄に甘えていてはいけない。


　桐原物産に入社したのも、兄の助けがしたかったからだ。グリフォンズと契約を結ぶことができれば、兄の役に立てるし、会社にも貢こう献けんできる。


　悠には、グリフォンズの紅茶が日本で受け入れられるという確信があった。問題は、契約を結べるかどうかだ。


　これまでに、日本の大手商社や百貨店がいくつも取り引きを持ちかけて断られているという。いずれも、規模でも経営状じよう況きようでも桐原物産に勝まさる優良企き業ぎようだ。


　でも、だからといって、桐原物産も断られるとは限らない。


　社内では懐かい疑ぎ的な意見もあったが、悠は根気よく上司や役員を説得して、交こう渉しようの許可を得た。


　明日の百貨店側の面談には、悠も同席することになっている。父の古くからの知ち己きを通して、やっと手に入れた機会だ。


　ぜひとも、グリフォンズの紅茶を日本の人にも広めたいという意気込みを伝えたい。ここまできたら、当たって砕くだけるまでだ。


　──そのまえに、まずはどこにいるか把は握あくしないと。


　あたりの番地を確かめ、地図と睨にらめっこし、悠はようやく場所の見当をつけた。どうやら、一本道を間ま違ちがえていたようだ。


　いったん大通りに戻ろうと、再び歩き出す。手て許もとのガイドブックに視線を落としつつ角を曲がったとき、横合いにどんと鈍にぶい衝しよう撃げきがあった。


「わ…っ」


　ガイドブックが手から吹ふっ飛び、ばさりと音を立てて落ちる。続いて、なにか固いものが路面にぶつかる、かつんという小さな音がした。


　痛みのあまり、涙なみだが滲にじむ。ぶつかった悠がこれだけ痛いのだから、ぶつかられたほうも、痛かったはずだ。謝ろうにも、痛みのあまり言葉が出てこない。


　すかさず長い腕うでが伸びてきて、よろけた悠の肩かたを支えてくれた。


「失礼。大だい丈じよう夫ぶですか？」


　だが、頭上に落ちてきた男の声には、苦痛も、怒いかりもなかった。天鵞絨ビロードのようになめらかな低音は、独特の色いろ香かを孕はらんでいる。


「……ぁ……」


　じんじんと痛む鼻はな面づらを押さえたまま視線を上げ、悠は思わず息を呑のんだ。


　信じられないほどうつくしい男が、目の前にいた。


　ギリシャ彫ちよう刻こくのように彫ほりの深い顔立ち、午後の陽ひ射ざしを弾はじく豪ごう奢しやな金の髪かみ。同じ色の睫まつ毛げで縁ふち取どられた瞳ひとみは、紺こん碧ぺきの海の色だ。


　年ねん齢れいは三十代くらいだろう。しなやかな体たい軀くを仕立てのよい三つ揃ぞろいに包んだ男には、見る者を圧あつ倒とうするような力と気品があった。


　呆ぼう然ぜんとしている悠を、男が気き遣づかわしげに見つめてくる。手を伸ばせば届く距きよ離りで、二人の視線が絡からまった。


　周囲の雑ざつ踏とうが遠のき、時間が止まる。


　蒼あおい瞳に吸い込まれそうな錯さつ覚かくが、悠を襲った。


「これは、君の？」


　どこか傲ごう慢まんな響ひびきを持った口調で訊たずね、男が路上に落ちたガイドブックを拾ってくれる。しなやかな身のこなしは洗練されており、嫌いやみがない。


「あ、はい…。ありがとうございます」


　息を止めて男の容よう貌ぼうに見入っていたことに気づき、悠は頰ほおを染めた。無ぶ遠えん慮りよな真似まねをしたことが、恥はずかしい。


　続いて男は、自分の足あし許もとに落ちていた腕うで時ど計けいを拾った。クラシカルなデザインのフェイスに、クロコダイルのストラップ。いかにも年代ものの腕時計は、中の秒針が外れていた。


　さっき、ぶつかったせいだ。衝撃でストラップの留め具が外れ、路面に落ちたのだろう。


　腕時計を検分していた男の眉まゆがつと寄せられるのを目にし、悠の全身からさあっと血の気が引いた。


「も…っ、申し訳ありません」


　己おのれの失態に動どう揺ようし、慣れない英語がよけい出てこなくなる。


「どうか、腕時計の修理代を出させてください」


　だが、男は薄うすく笑えんで首を横に振ふった。官能的なラインを描えがく唇くちびるが綻ほころび、どきりとするような艶つやを添そえる。


「君が気にする必要はない。なにぶん古いものだし、ストラップが傷んでいた。それを放っておいた私のミスだ」


　古いからこそ、思い出のある品なのではないか。男の手にある腕時計は綺き麗れいに磨みがかれており、大切に使われていたことが察せられた。


「でも、大切になさっていたのでは……？」


「腕時計なら、ほかに何本かある。それに、しょせんものはものでしかない。いつかは壊れるものだよ」


　格言めいた言葉で悠を煙けむに巻き、彼は腕時計をポケットに滑すべり込ませた。これで、この話は終わりだと言わんばかりだ。


「君は旅行者かい？」


「はい。昨日、日本から来ました」


　仕事で、と言おうとして、悠はためらった。今日は街歩きをする予定だったから、シャツにパンツというラフな服装だ。ただでさえ幼く見られがちなのに、この格好ではよくて大学生にしか見えないだろう。社会人だと告げて彼に驚おどろかれるのは、なんとなく気き恥はずかしかった。


　細い輪りん郭かくに、くるりとした大きな瞳。母親似の顔立ちは甘いばかりで、悠のひそかなコンプレックスでもある。


　同じ母親似でも、兄の忍は怜れい悧りな印象が強い。落ち着いた物もの腰ごしと表情のせいだろう。少しでも兄のようになりたいというのが、物心ついて以来の悠の願いだ。


「通行人に気づかないほどガイドブックと睨めっこしていたのは、どこか探していたからかな」


「そうなんです。この、『クリーム・ティー・ルーム』というお店なんですけれど」


　ガイドブックを指し示すと、男は「ああ」と納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「それなら、もう一本向こうの通りだ。古本屋の角を曲がると、狭せまい路地に出る。レンガ造りの小さな店だが、一階があざやかなグリーンだから、すぐわかるだろう」


「ありがとうございます。あなたも、よく行かれるんですか？」


「気晴らしにね。味は私が保証しよう」


　悪戯いたずらっぽく男が唇を吊つり上げる。整い過ぎて近寄りがたかった印象が、いっきに親しみやすいものに変わった。


「今後は通行人にぶつからないよう、もう少し注意したほうがいい」


「は…はい。すみませんでした」


「よい旅を」


　気まずさに頰を染める悠に艶然と微ほほ笑えみかけ、男が踵きびすを返す。見み蕩とれずにはいられないほど、あざやかな微笑だった。


　遠ざかっていく広い背中をぼんやりと見つめる。


　見計らったようなタイミングで路ろ肩かたに長いリムジンが寄せられ、彼が乗り込む。身なりや物腰からして、やはりかなりの地位にある人物なのだろう。


　白昼夢でも見たような気がする。あんな浮うき世よ離ばなれした美形と街中で出くわしたことが、信じられなかった。


　だが、夢ではなかった証しよう拠こに、男にぶつかった鼻先はまだひりついている。


　腕時計を壊してしまったのに、彼は一言も悠を責めなかった。それどころか、道まで教えてくれた。


　やはり、修理代を弁べん償しようさせてもらうんだった。いまさらながら申し訳なく思ったが、あとの祭りだ。


　だって、なにも知らない。彼の名前も、素す性じようも、どこに住んでいるのか、なにをしているのかも。


　一度きりの、偶ぐう然ぜんの邂かい逅こう。


　彼を乗せた車はとうに走り去り、影かげも形もない。


　これから行くカフェには、男もたまに立ち寄ると言っていた。滞たい在ざい中に通えば、もしかしたら会えるかもしれない。せめて、もう一度くらいは。


　そのときこそ、腕時計の修理代を弁償させてもらおう。


　少しだけ気持ちが軽くなり、悠は教えてもらった道をようやく歩き出した。











「マーク・ニコルズとセントクレアのみで飲める紅茶。それが、グリフォンズです。厳選した品を、大切なお客さまにお届けすることが、我々にとって絶対の原則なのです」


　悠たち二人に会ってくれたのは、マーク・ニコルズの役員だった。仲ちゆう介かい者の顔を立てて面談に応じたものの、端はなから断るつもりなのが言動の端はし々ばしから窺うかがえる。


「量産をよしとせず、選び抜ぬかれた茶葉から高品質の紅茶を作ろうという御おん社しやのお考えに、私どもも共感しております。だからこそ、ぜひとも日本の紅茶ファンに御社の紅茶を紹しよう介かいさせていただきたいのです」


　桐原物産ロンドン駐在事務所所長の田た淵ぶちが、切々と訴うつたえる。しかし、役員の返事は芳かんばしくなかった。


「二社でのみの限定発売は、品質とブランドイメージを守るためのオーナーの方針なのです。それ以外の、いかなる店、いかなる国で販はん売ばいしたいというお申し出にもお応こたえできません」


　門もん前ぜん払ばらいされなかったのはよかったが、なにを言っても、オーナーの方針という一点張りで拒きよ絶ぜつされる。


　簡単に了りよう承しようしてもらえるとは思わなかったが、想像以上に役員の態度は頑かたくなだった。数々の商談をまとめてきた田淵も、どうしたものかと考えあぐねているようだ。


　このままでは、これまで商談を持ちかけたほかの商社や百貨店のように断られてしまう。焦しよう燥そうに駆かられた悠は、意を決して口を開いた。


「では、オーナーに会わせていただけませんか」


　手入れの行き届いた口ひげを蓄たくわえた役員の口くち許もとが、ぴくりと引き攣つる。不ぶ躾しつけな若造が、いったいなにを言い出したのだという貌かおだ。


「グリフォンズのブランドを確立されたのは、オーナーのお力が大きいと聞いております。直接お会いして、私たちがいかにグリフォンズの紅茶に魅みせられたか、お話ししたいのです」


「オーナーは、商談相手にはお会いになりません」


　もの知らずな若者を哀あわれむように、役員が首を横に振る。ハイスクールの学生と変わらない若造と侮あなどられていることは悠もわかっていたが、簡単に引き下がるつもりはなかった。


「僕が日本から来たのは、こちらの田淵から送ってもらったグリフォンズのダージリンを飲んで、感銘を受けたからです。昨年のオータムナルだったのですが、深い香かおりとまろやかな味は絶品でした」


「ありがとうございます。昨年のオータムナルは、とくにできがよかったようですよ」


　自社製品を褒ほめられて悪い気はしないのだろう。峻しゆん厳げんな面おも持もちを崩くずさなかった役員の目め許もとが、わずかに和やわらぐ。その隙すきを逃のがさず、悠は畳たたみ掛かけた。


「アッサムもウヴァも、これまでにない力強い香りと味がして驚きました。昨日、マーク・ニコルズでフレーバーティーを買ったのですが、上品な香りとフルーティーな味がして、とてもおいしかったです」


「フレーバーティーは、グリフォンズの商品の中でもオーナーがとくに力を入れている品でしてね。オーナー自ら、ティーブレンダーに作らせたものです」


　役員の口調に、オーナーに対する尊敬と自社の製品に対する矜きよう持じが滲にじむ。だからこそ、オーナーの方針に忠実であろうとしているのだろう。


「オーナーはインドやスリランカの茶園に出向かれ、茶葉のできを確かめられるとか。僕も、セイロン島にある茶園を見学したことがあるのですが、あのあたりの景け色しきは素す晴ばらしいですね。ちょうど雨上がりの朝だったのですが、渓けい谷こくにびっしりと植えられた茶樹が朝あさ陽ひにきらきらと光っている光景が、いまだに忘れられません」


　おや、と役員の目が耿ひかった。


「タイミングがよかったようですな。景色は見事ですが、朝陽が昇ってきたかと思ったら、十時くらいには真っ白い霧きりに覆おおわれてしまいますから。私も年に何回か茶園に行くのですが、仕事半分、趣しゆ味み半分ですよ」


　さきほどまでのつっけんどんな態度が噓うそのように、役員が滔とう々とうと自社の茶園の話をはじめる。悠のことを、意外に話がわかると思ったようだ。


　田淵ともども熱心に役員の話に聞き入り、相あい槌づちを打ちながら、悠は本題を切り出すタイミングを計った。


「バーリーさんのお話を聞いて、ますますオーナーとお会いしたくなりました。いかがでしょう。なんとかして、オーナーにお取り次ぎいただけませんか。直接お会いして、僕がいかにグリフォンズの紅茶に魅せられたか、お話だけでもさせていただきたいのです。日本からやってきた僕の思いに免じて、どうか」


　どうしても、オーナーと話がしたい。祈いのるような気持ちでじっと見つめると、役員がふっと苦く笑しようした。


「……仕方ありませんね。訊きいてみましょう」


「本当ですか!?」


　悠が大きな瞳ひとみを喜びに輝かがやかせると、役員は「ただし」と釘くぎを刺さした。


「連絡を取るだけですよ。忙いそがしい方ですし、自分のポリシーに忠実な方なので、どうなるかは保証できません」


　あまり期待しないようにと言い残し、役員はいったん応接室を出ていった。


　喜き怒ど哀あい楽らくを映してくるくると変化する悠の大きな瞳は、子供じみて見えるという欠点があるけれど、熱意をアピールするときには役に立つ。ことに年長者には、けなげに映るようだ。


「よかったですね」


「本当に……桐原くんの粘ねばり勝ちですね」


　悠が小声で囁ささやくと、田淵がほっとしたように微ほほ笑えんだ。悠が食い下がったので、いったいどうなることかと気を揉もんでいたのだろう。


　創業者一族の出身で、現会長の次男。田淵の態度には、悠に対する遠えん慮りよがほの見える。


　悠自身は自分の立場をさほど特とく殊しゆとは思っていないのだが、ほかの社員からすると、桐原物産の御おん曹ぞう司しが一社員として働いているのは、やりにくい面があるらしい。本社では、腫はれ物のように扱あつかわれることもしばしばだった。


　兄が、社員から敬遠されがちな経営改革担当役員のせいもあるだろう。小声で囁かれる改革への批判、不満は悠の耳にも入ってきたが、気にせずに明るく振ふる舞まい、同どう僚りようたちに溶とけ込むように努力してきた。


　おかげで、同期の友人もできたし、上司ともうまくやっている。交こう渉しようを任せられるのは、入社三年目の若手社員としては異例だが、特別扱いだと思われないためにも、成功させたかった。


「オーナーに連絡が取れました」


　応接室に戻もどってきた役員は、しかつめらしい貌で告げた。


「今日の午後四時なら、時間が取れるそうです。いかがですか？」


「はい、ぜひお伺うかがいします」


　考えるよりさきに、悠は答えていた。




２







　オーナーのオフィスは、瀟しよう洒しやな三階建ての一角にあった。窓から、マーク・ニコルズが見える。


　午後四時五分前、オーナーの資産管理会社のオフィスを訪ねた悠たちは応接室に案内された。


　重じゆう厚こうなテーブルとソファ、クリスタルのシャンデリアはアンティークだ。シルクのクロスを張った壁かべには、やはり年代ものの金きん縁ぶちの鏡と絵画がかかっている。


「すごいですね……」


　オフィスというより、個人の邸てい宅たくのようだ。悠が思わず感かん嘆たんの呟つぶやきを洩もらすと、隣となりにいた田淵がええ、と頷うなずく。


「伯はく爵しやくは、資産家として有名ですからね」


　グレンヴィル伯爵アレクシス・ラドフォード。


　投資家にしてマーク・ニコルズとセントクレアのオーナーである彼は、ロンドンにタウンハウスを所有し、郊こう外がいにカントリーハウスと呼ばれる壮そう大だいな邸宅を構える大貴族だ。


　十五世紀の初代からすると、現在のグレンヴィル伯爵はちょうど十代目に当たるという。伯爵というからかなりの年ねん齢れいの人物を想像していたのだが、まだ三十二歳というから驚きだ。


　伯爵のオフィスを訪ねた悠は、いかに自分が向こう見ずな申し出をしたのかを思い知り、少しばかり反省した。伯爵はよく会ってくれる気になったものだ。


　ここにくるまでのあいだに、オーナーがいかに高貴な生まれで、成功した人物かを田淵から説明されて、かえって緊きん張ちようが高まってしまった。


「緊張してきました」


「大だい丈じよう夫ぶです、さっきの調子でいきましょう」


　田淵が励はげましてくれるものの、やはり緊張しているらしく、落ち着かない様子で眼鏡めがねのブリッジを押おし上げていた。


　少しでも緊張を解こうと、紅茶に口をつける。薔薇ばらが描えがかれたウェッジウッドのティーカップには、金色の輪をまとったダージリンがうつくしい水色を湛たたえていた。


　渋しぶみも癖くせもない、極ごく上じようの味が喉のどを滑すべり落ちていく。


　この紅茶を日本に紹しよう介かいするために、ここまで来たのだ。決意を新たにしていると、ドアがノックされて、伯爵の秘書の男性が姿を現した。


「お待たせいたしました。社長室へご案内いたします」


　いよいよだ。田淵と目顔を交かわし、悠ゆうはソファから立った。緊張が限界まで高まり、心臓がばくばくと音を立てている。


　先に立って案内した秘書は、廊ろう下かの突つき当たりにあるドアを軽くノックし、「お入りください」と悠たちを促うながした。


　田淵に続いて、社長室に足を踏ふみ入れる。まず目についたのは、全面が書しよ棚だなになった一方の壁だった。傍かたわらに優美な曲線を描くアンティークのデスクがあるが、椅い子すには誰だれもいない。


　目当ての人物はこちらに背中を向け、天てん井じようから床ゆかまである窓の前に佇たたずんでいた。


　バランスの取れた長身と、広い背中。端たん然ぜんとした立ち姿に、悠の視線が釘づけになった。ダークブロンドの色合いと、堂々とした体たい軀くには見覚えがあるような気がする。


「お忙しいところ、お時間を割さいていただき、ありがとうございます。桐原物産ロンドン事務所の田淵と申します」


　田淵の声に振ふり返った男の貌かおを見て、悠はあっと声を上げそうになった。窓から射さし込む陽ひ射ざしを浴びて、深みのある金きん髪ぱつが光輪のように煌かがやく。


　昨日、出会いがしらにぶつかった男。


　部屋には彼以外誰もおらず、彼がグレンヴィル伯爵であることは明白だった。


　予想もしなかった再会に、瞬まばたきもできない。


　見る者を畏い怖ふさせる不可思議な力と、気品があるのも道理だった。彼は、脈々と受け継つがれてきた高貴な血筋を誇ほこる、正しよう真しん正しよう銘めいの貴族なのだ。


　伯爵──アレクシス・ラドフォードもまた悠に気づき、切れ長の瞳に驚きよう愕がくを浮うかべた。


「奇き遇ぐうだな。また会うなんて」


「き…昨日は、失礼しました」


　アレクシスが薄うすく唇くちびるを綻ほころばせただけで、冷ややかなまでに整った美び貌ぼうが危あやうい艶つやを帯びる。深い色合いの瞳に見つめられてどぎまぎしてしまい、悠は早口で挨あい拶さつを述べた。


「桐原物産社員の桐原悠と申します。今日は、会っていただけて光栄です」


「うちの頭の固い役員が、グリフォンズに魅みせられて日本からやってきた青年がいるので、会ってはどうかと言うのでね。桐原物産は、君の会社なのかい？」


「祖父が作った会社です。僕は一社員に過ぎません」


　やはり、大学生くらいに思っていたのだろう。アレクシスがさも意外そうに目を瞠みはる。


「ティーンエージャーかと思ったよ」


「よく言われますが、残念ながら二十四歳です」


「あれから、カフェには無事に辿たどり着けたかな？」


「はい。おかげで、おいしいアフタヌーンティーにありつくことができました」


「それはよかった」


　悠の返答に、アレクシスが笑えみを深くする。悠との再会を、不ふ愉ゆ快かいには思っていないようだ。それに力を得て、悠は恐おそる恐る腕時計の件を切り出した。


「あの腕時計は、どうなりましたか？」


「修理に出している。一週間ほどで戻ってくるだろう」


　事情のわからない田淵が、二人の会話に怪け訝げんそうな貌になる。昨日アレクシスとぶつかり、彼の腕時計を壊してしまったことを説明すると、田淵の顔が見る間に青ざめた。


「誠まことに申し訳ありません。失礼ながら、修理代につきましては、ぜひ弊へい社しやで……」


「腕時計の件は、もうお気になさらずに。私も不注意だったので。それより、用件をお聞きしましょう」


　アレクシスが典てん雅がなしぐさで、悠たちにソファを勧すすめる。彼の挙きよ措そには隠かくしようのない品位が滲にじんでおり、声こわ音ねには支配する立場にある者特有の傲ごう慢まんな響ひびきがあった。かといって人を不愉快にさせないのは、それらが生まれ持ったものゆえだからだろう。


　腕時計が壊れたのは、悠の不注意が原因だ。アレクシスにはなんの落ち度もない。だが、これ以上弁べん償しようをと食い下がるのもかえって失礼な気がし、悠は勧められたソファに腰こしを下ろした。


「弊社は食品専門商社でして、世界中から選び抜ぬいた食品を日本の消費者に紹介することを業務としております」


　田淵が硬かたい面おも持もちで、話をはじめた。


「弊社が扱あつかう商品は、ミネラルウォーターやチーズ、バターと多た岐きに亘わたりますが、とくにチョコレートや紅茶などの嗜し好こう品に力を入れておりまして……」


「以前、メイソンズと代理店契けい約やくを結ばれていたとか」


　アレクシスが田淵の話を遮り、食品分野ではライバルに当たる他店の名前を口にする。いつの間に調べたのだろう。悠は背筋に緊張が走るのを感じた。


「は、はい。二年前に契約が終しゆう了りようするまで、弊社が十年間、日本における正規代理店を務めておりました」


「それで、メイソンズのかわりに、弊社と代理店契約をというお申し出をいただいたわけですか」


　アレクシスに機先を制され、田淵が言葉に詰つまる。


「メイソンズのかわりではありません。グリフォンズには、メイソンズの紅茶とは異なる魅み力りよくがあります」


　悠が反論すると、アレクシスの瞳ひとみがおもしろそうに細められた。


「昨日、グリフォンズを買ってくれた君が言うと説得力があるな」


「どうしてご存知なんですか？」


「君が持っていたマーク・ニコルズの紙かみ袋ぶくろから、グリフォンズのパッケージが覗のぞいていたんだ」


　目を丸くする悠に、アレクシスが笑いながら種明かしをしてくれた。


　アレクシスが見せた親しみやすい表情に、交渉の余地があると踏んだのだろう。田淵が気を取り直して、直ちよく截さいに切り込む。


「日本でも紅茶の人気は定着しておりまして、弊社は常に魅力的な商品を探しております。ぜひとも、グリフォンズを日本の消費者に紹介させてください」


「──さきほどお会いしたジョージ・バーリーが、お話ししたかと思うのですが」


　悠たちに応対した役員の名前を挙げ、アレクシスは羨うらやましくなるようなすらりとした長い脚あしを組んだ。


「グリフォンズのポリシーは、品質の重視です。常に一定の品質を守るためにも、量産はしません」


　完かん璧ぺきな造形をしているだけに、笑みが消えたアレクシスの貌は恐おそろしく冷淡だった。酷こく薄はくでさえある。


　見るからに自尊心の高い、意志の強そうなこの男を翻ほん意いさせるのは、容易ではないだろう。


　だからといって、諦あきらめるつもりはなかった。諦めなかったからこそ、こうしてオーナー本人に会えたのだ。


「グレンヴィル伯はく爵しやく」


　改まった口調で呼びかけると、吸い込まれそうな碧へき眼がんが悠を捉とらえた。


「昨日伯爵は、ものはものでしかないとおっしゃいました。でも、伯爵はあの腕時計を大切にされていたのではありませんか」


「亡なき父の形見だからね。ぞんざいには扱ってこなかったつもりだ」


　悠の言葉を言外に肯こう定ていし、アレクシスが軽く肩かたを竦すくめた。


　大切な形見の腕時計を壊してしまったことを知り、罪悪感に胸を搔かき毟むしりたくなる。だがいまは、訪問の目的を果たさなければならない。


「お父さまの思い出があるからこそ、あの腕時計は伯爵にとってただの腕時計ではなかったはずです。そして、腕時計とともに過ごした時間も、大切な思い出となっているのではありませんか」


　アレクシスはなにも言わず、ただじっと悠を見つめている。少なくとも、話を聞いてくれるつもりがあるようだ。


「それと同じように、僕にとって、紅茶はたんなる飲みものではありません。いろいろな思い出がある、大切なものなんです」


　蒼あおい瞳に幻げん惑わくされそうになりながら、悠は必死に言葉を紡つむいだ。


「いまでも、初めて紅茶を飲んだときのことを覚えています。それは、父が淹いれてくれたダージリンでした。生き真面まじ目めな父はパッケージに記された抽ちゆう出しゆつ時間を守ったのですが、まだ子供だった僕にはひどく苦い紅茶になってしまったんです」


　当時、桐原物産で扱っていた商品の一つを父が味見のために淹れてくれたのだが、家族の評判は芳かんばしくなかった。悠は一口で挫ざ折せつし、母は苦いわねと顔をしかめ、兄は我が慢まんして無言で飲み干した。仏ぶつ頂ちよう面づらをした父が、ちゃんと書いてある抽出時間どおりにしたんだと説明していたのも覚えている。懐なつかしい家族の光景だ。


「それは災難だったな」


「確かに、悲劇的な体験でした。でも、いまとなっては大切な思い出です」


　アレクシスに茶ちや化かされ、悠はにっこりと微ほほ笑えみ返した。


「ただ、その経験が尾を引いてしまい、大人になってからもずっとダージリンが苦手でした。紅茶が好きなのにもかかわらずです。でも、僕の誤った思い込みを、グリフォンズのダージリンが解き放ってくれました」


「うちのダージリンは、水のように飲みやすい。とくに、ファーストフラッシュは、中国茶に通じる味わいがある」


「昨日試ためしてみました。爽さわやかな香かおりとすっきりとした味わいが、最高でした」


「君に褒ほめてもらえて、光栄だ」


　アレクシスが満足そうに頷うなずく。大おお仰ぎような言葉に頰ほおが熱くなるのを感じながら、悠は話を続けた。


「日本でも紅茶の人気は高いですが、残念ながら、僕のように誤った先入観を持っている人がいないわけではありません。しかし、そんな人たちも、グリフォンズの紅茶を飲めば、価値観が変わるでしょう」


　悠の思い込みを、根底から覆くつがえしてくれたように。


「楽しいとき、悲しいとき、悔くやしいとき、どんなときに飲んでも、グリフォンズの紅茶ならおいしいと感じられるでしょう。家族や友人といっしょに、ときには一人で。いろんな思い出の中に、グリフォンズの紅茶がある。そんな思い出を作る機会を、日本の消費者にも与あたえていただけませんか」


　真剣なまなざしで、一いつ生しよう懸けん命めい訴うつたえる。グリフォンズに対する思い入れの深さが、アレクシスに伝わってほしいと願いながら。


「──困ったな」


　秀しゆう麗れいな眉まゆが寄せられ、アレクシスの面にもの憂うげな色が滲にじむ。どんな表情をしても、さまになる男だ。


「残念だが、マーク・ニコルズおよびセントクレアのオーナーとして、経営方針を曲げるわけにはいかない」


「……」


　やはり、だめなのか。


　自分なりに精せい一いつ杯ぱい話しただけに、悠は全身から力が抜けていくような感覚に襲おそわれた。見守っていた田淵が、助け舟ぶねを出す。


「では、せめて弊へい社しやを、取引先の候補として審しん査さしていただくわけには……」


　片手を上げるしぐさだけで言い募つのる田淵を制し、アレクシスは悄しよう然ぜんとしている悠を見み遣やった。


「ただし、君にそこまで言われては、私個人としては心が痛む。商談はできないが、個人的にはもっと君と話をしてみたい」


　うつくしい男の唇くちびるが「悠」と自分の名前を呼ぶのを、悠は不可思議な歓かん喜きを持って見つめた。


「君の都合がよければ、明日、ディナーはどうだろう」


「ぇ…っ」


　思いもしないアレクシスからの誘さそいだった。代理店契けい約やくは断っておきながら、どうして食事に誘ってくれるのだろう。しかも、悠だけを。田淵もアレクシスの意図が理解できず、困こん惑わく顔だ。


「それとも、迷惑かな」


「いっ…いいえ。ぜひ、ごいっしょさせてください」


　あわあわと返すと、アレクシスが口くち許もとを綻ほころばせた。


「君の都合に合わせて、迎むかえをよこそう。ホテルでも、オフィスでも」


「ありがとうございます。せっかくですが、明日は取引先の工場見学などがあって、出歩いているんです。約束の時間を決めていただければ、僕がお伺うかがいします」


「では、七時にセントクレアのラウンジで待ち合わせるのはどうだろう」


「わかりました。お伺いします」


「もし困ったことがあったら、すぐ連れん絡らくしなさい。また道に迷ったら、たいへんだからね」


「大だい丈じよう夫ぶです。一度歩いた道は、覚えていますから」


　ついむきになって返してしまい、アレクシスに小さく吹ふき出されてしまった。


　ソファから立ち上がり、アレクシスがドアを開けてくれる。


「今日は、ありがとうございました。もし、お気持ちが変わられることがありましたら、ぜひお仕事をごいっしょさせてください」


「ありがとう」


　鷹おう揚ように頷き返し、アレクシスが田淵と握あく手しゆを交かわす。形のよい指は、生まれてこのかた、肉体労働とは無む縁えんだったことを示していた。


「お会いできて、嬉うれしかったです。……あの、腕うで時ど計けいの件は、本当に申し訳ありませんでした」


　アレクシスと向きあった悠は、再度腕時計の件を謝った。


「やましいと思うから、食事につきあってくれる気になったのかい？」


「いいえ。僕も、もっと伯爵とお話がしたいと思っていました」


　揶から揄かうように訊ねられ、悠は強い口調で否定していた。罪悪感のためでも、商談のためでもない。アレクシスと、もっと話がしたかった。


「昨日、お名前を聞きそびれてしまったことを、後こう悔かいしていました。滞たい在ざい中、あのカフェに通えば、またお会いできるかもしれないと思っていたので、こうしてお会いできて、嬉しかったです」


「私もだ。君と再会できて、よかった」


　眩まぶしいものを見るように一いつ瞬しゆん目を細め、アレクシスがふわりと笑った。


　どうしたんだろう。いくらアレクシスが尋じん常じようではない美形とはいえ、ささいな表情の変化にときめいてしまうなんて。


「アレクシス」


　アレクシスのあとをついて廊ろう下かを歩いていると、応接室から女性が顔を覗のぞかせた。水色のワンピースを着た、二十代半ばくらいの女性だ。


　艶つやのあるブルネットが、抜ぬけるようなしろい肌はだと青い瞳ひとみの色合いを引き立てている。顔立ちはうつくしいが、勝ち気な気き性しようが表情の端はし々ばしから窺うかがえた。


「来ていたのか、セシリア」


「今夜はオペラにつきあってくれる約束よ」


　アレクシスの瞳よりもずっと明るいブルーの瞳には、彼に対する恋れん情じようが浮かんでいる。


　恋こい人びとなのだろうか。お似合いの二人の姿を目にし、悠の心臓が奇き妙みような痛みを訴えた。


「来客中だ」


　しかし、アレクシスの態度はそっけなかった。恋人に対する態度とは思えない。


　袖そでにされたセシリアは、悠たちを見遣り、綺き麗れいな眉をつとひそめた。ブルートパーズを思わせる瞳に嫌悪と侮ぶ蔑べつが浮うかぶ。


　アレクシスはそれ以上セシリアを顧かえりみることなく、秘書とともに悠たちをエントランスまで見送ってくれた。


「明日会えるのを、楽しみにしている」


　女性でも口説くかのような台詞せりふだった。危あやういまでの色いろ香かを孕はらんだ美声が、速くなった悠の鼓こ動どうに拍はく車しやをかける。のぼせたように、頭も頰も熱かった。


「僕も……僕も、お会いできるのが楽しみです」


「では、また」


　アレクシスの姿が扉とびらの向こうに消えるのを、悠は名残なごり惜おしい気持ちで見送った。


「……緊きん張ちようしたあ」


　エントランスを出たとたん、思わず呟つぶやきが洩れる。てらいのない素す直なおな感想に、田淵が苦く笑しようした。


「私もです。話に聞いていた以上に、迫はく力りよくのある美形でしたね」


「緊張しちゃって、なにを話せばいいのか、わからなくなりました」


「伯はく爵しやくには、ちゃんと桐原くんのグリフォンズに対する情熱が伝わったようですよ。そうでなければ、また会うとは言ってくださらなかったでしょう」


「だといいんですが……」


　田淵とともに地下鉄へ向かって歩きながら、悠はまだどきどきしている胸のあたりを押さえた。重要な商談だったからなのか、それともアレクシスと再会したからなのか、速くなった鼓動は治まる気配がない。


「それより、腕時計のエピソードはびっくりしました」


「僕、そそっかしいんです」


　悠が照れ笑いすると、田淵が苦笑を深くした。腕時計の一件を聞いたときは、なんという不運だと思ったと打ち明けてくれる。


「でも、おかげで伯爵に気に入られたのだから、よかったのかもしれません」


「ええっ、僕がですか？」


「そうです。気に入ってなければ、忙いそがしい身で、わざわざ食事に誘ってくださいませんよ」


　確かにそうだ。でも。


「気に入られたとかではなくて、もの珍めずらしいと思われてるのかも」


　いくら旅行者で土と地ち勘かんがないとはいえ、ガイドブックを持っていながら迷子になりかけ、前をよく見ずに通行人と衝しよう突とつするような人間は、きっとアレクシスの周囲にはいないに違ちがいない。


「とにかく、明日また伯爵にお会いしてみます。お話しできる雰ふん囲い気きなら、諦あきらめずに代理店契約の話をしようと思います」


「お願いします。ただし、伯爵のご機き嫌げんを損そこねない程度に」


「はい。わかりました」


　また、アレクシスに会える。


　デートでもないのに、不思議なときめきはいつまでも続いた。











　クリスタルのシャンデリアがまばゆく煌かがやく。


　バカラ社製の特注だというそれを見上げ、悠は賛さん嘆たんのため息をついた。


　名門ホテル、セントクレアはハイド・パークの傍かたわらにある。地下鉄から近く、マーク・ニコルズにも歩いていける距きよ離りだ。


　壮そう麗れいなヴィクトリア様式の建物は、かつてはグレンヴィル伯爵家が所有するタウンハウスの一つだったという。十九世紀末にホテルとして開業し、王族や政治家、音楽家など世界的なセレブリティがゲストリストに名前を連ねる名門ホテルに成長した。四年前、このホテルを買収したアレクシスにしてみれば、先祖の財産を買い戻もどしたことになる。


　約束の時間の三十分前、悠はラウンジに着いた。万が一にも約束に遅おくれてはいけないと思ったのだが、さすがに手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。紅茶を頼んだあとは、周囲の客をさりげなく観察して時間を潰つぶす。


　それにしても、アレクシスとの再会だけでも思いがけない出来事だったのに、彼がマーク・ニコルズとセントクレアのオーナーその人だったとは、なんという偶ぐう然ぜんだろう。


　出会いは、最悪だった。街中でぶつかって、大切な形見の腕時計を壊こわしてしまうなんて、自分の間ま抜ぬけさが嫌いやになる。


　けれど、おかげでアレクシスに覚えていてもらえたのだから、さほど運が悪かったとは言えないかもしれない。あえて前向きに考えることにした。


　アレクシスに会ったら、なにを話せばいいのだろう。


　彼の素す性じようを知ったいまとなっては、遠い雲の上の存在に感じられた。悠自身、裕ゆう福ふくな環かん境きようで育ったが、名門貴族の家に生まれ育ったアレクシスとは比ひ較かくにならない。


　できることなら、グリフォンズとの契けい約やくの話をしたいけれど、商談はできないと釘くぎを刺さされている。


　とはいえ、アレクシスと共有できるような話題といえば、やはり紅茶ではないだろうか。


　契約を諦めきれないこともあるが、もっとアレクシスからインドやセイロンの茶園や、ブレンドの極ごく意いについて話を聞きたかった。


　どうしてアレクシスが自分だけを誘さそってくれたのか、わからない。ただ、誘いを受けたのは、仕事のためだけではなかった。


　もっと、アレクシスと話がしたい。


　そこにあるのは、アレクシスをもっと知りたいという気持ちだった。たんなる好こう奇き心ではない。もう一度彼に会いたいと願った気持ちそのままに、不可思議な情動が悠を突つき動かしている。


　出張の日程は、残り四日だ。可能ならばもう一度、仕事の話をしたかった。


　考えを巡めぐらしつつ、ティーカップを口くち許もとに運ぶ。さらりとしたミルクティーは、グリフォンズのウヴァを使用している。


　……やっぱり、諦めたくない。


　グリフォンズほどクオリティの高い紅茶は、世界中を探してもなかなか見つからないだろう。香りが強すぎるブレンドティーが多い中で、グリフォンズのものは日本人にも受け入れられやすい上品な香りをしている。


　ミルクティーを堪能していると、周囲の客から声にならないざわめきが起きた。


　なんだろう。不ふ審しんに思い、悠は客たちの視線を追った。


　ダークグレーのスーツをまとったアレクシスが、こちらに向かってくる。


　その場に君臨する王のように、アレクシスは泰たい然ぜんとしていた。絞しぼった照明を受けて輝かがやく金きん髪ぱつが、王おう冠かんを思わせる。顔見知りの客に微ほほ笑えみ返すさまも、実に典てん雅がだ。


「悠」


　傍らにやってきたアレクシスに名前を呼ばれて初めて、悠は呼吸も忘れて彼の美び貌ぼうを見つめていたことに気づいた。


「待たせたね」


「あ……い、いいえ。僕が早めに来てしまったんです」


　ラウンジにいた客の視線が悠に集中する。オーナーであるアレクシスが声をかけた東洋の青年は、いったい何者なのだろうと興きよう味み津しん々しんのようだ。


　アレクシスに見つめられてよけいどぎまぎしてしまい、悠のなめらかな頰ほおがじわりと紅あかくなる。


　スーツを二着持ってきてよかった。昨日と同じスーツを着る羽目になったら、アレクシスを前にしてよけい気き後おくれしてしまっただろう。


「今日は迷子にならなかったようだな」


「毎日迷子になる趣味はありません」


　よほど方向音おん痴ちだと思われているようだ。苦笑ぎみに返しながら悠はいくぶん緊きん張ちようが和やわらぐのを感じた。


「では、行こうか」


　上階にあるレストランに向かうのだろうという悠の予想に反し、アレクシスはエントランスのほうへ歩き出した。


「あの、どちらへ……？」


「私の家だ。もちろん帰りは送るよ」


　アレクシスの屋や敷しきに招かれるとは、まったく予想していなかった。とっさのことに、気の利きいた返答ができない。


「どうした？」


　立ち止まったままでいると、アレクシスが振ふり返った。


「ご自宅にお招きいただけるとは思わなかったので、驚おどろきました」


「外では人目があるからね。打ち解けた話ができない」


　もっともだった。ラウンジにいた客の反応からしても、アレクシスの素性を知っている人は多いのだろう。


「君が宿しゆく泊はくしているホテルは？」


「一週間の出張なので、サウス・ケンジントンにあるフラットを借りてもらいました」


「あのあたりは交通の便がいいからね」


　エントランスロビーを歩いていると、向こうから細身の体軀をシルクのタキシードに包んだ一人の男性がやってきた。アレクシスを認め、眼鏡めがねの下の瞳ひとみを細める。


「奇遇だな、アレクシス。こんなところで会うとは思わなかった」


「こんなところとは、私のホテルでよく言えたものだな。おまえこそ、どうしてここへ？　まさか、私に会いに来たわけではあるまい」


「おまえの顔を見るのは、仕事だけで充じゆう分ぶんだ。今夜は、クライアントのパーティに呼ばれたので仕方なく来た」


「それは生あい憎にくだったな、レスター」


「まったくだ」


　聞いているほうがはらはらするような際きわどいやりとりだったが、二人のあいだに険悪な雰ふん囲い気きはない。むしろ、気心の知れた者同士の親密さが漂っている。


　レスターと呼ばれた青年は、アレクシスとはタイプが違ちがうものの、目を瞠みはるような美形だった。


　零こぼれ落ちる月光を思わせるプラチナブロンドに、エメラルドの瞳。透すきとおるようなしろい肌はだに、薄うす紅あかい唇くちびるが映はえる。クールビューティと称しようするにふさわしい、研とぎ澄すまされた美貌だ。


「こちらは？」


　冷たい宝石そのままの瞳が悠を睥へい睨げいする。


「悠、紹しよう介かいしよう。レスター・アストン、イートン時代からの友人で、私の顧こ問もん弁護士でもある」


　名門の家いえ柄がらの子し弟ていが集つどうパブリックスクールからの友人というからには、恐おそらくレスターもアレクシスと同じ上流階級の人間なのだろう。


「よろしく、悠」


「は……初めまして」


　日本からの客人だとアレクシスに悠を紹介され、レスターが手を差しだす。


　気き後おくれしつつ握った先細りの指は、少しひんやりとしていた。


「ふうん。これはまた……」


「……あの……？」


　また、なんだというのだろう。値踏みするような視線で凝視され、居い心ごこ地ちが悪かった。レスターが尋常ではない美形だからなおさらだ。


「いい加減にしろ。悠が怖こわがっている」


　アレクシスが悠とレスターのあいだに割って入った。レスターの視線から守るように立ちはだかる広い背中に、言い知れぬ安あん堵どを覚える。


「怖がらせるようなことはなにもしていないんだが」


「おまえの貌かおは、迫はく力りよくがありすぎる」


「お互たがいさまだろう」


　ふんと鼻を鳴らし、レスターが肩かたを竦すくめる。


「今日はまた珍しい相手を連れているな。セシリアがうるさいだろうに」


「私のプライベートだ。彼女には関係ない」


　レスターの口から出たのは、昨日、アレクシスのオフィスで遭遇した女性の名前だった。気の強そうな、ブルネットの美人。やはりアレクシスの恋人なのだろうか。


　そっけなく言い放ったアレクシスの態度に、レスターが猫ねこのようにきらりと目を耿ひからせる。いきなりアレクシスの肩を引き寄せると、至近距離から顔を覗のぞき込んだ。


「なにを企たくらんでいる、アレクシス？」


「なにも」


「おまえがそうやってしらばっくれるのは、なにかを企んでいるときだ」


「人聞きの悪いことを」


　二人の会話からは、互いに相手を知り尽つくした気安さのようなものが感じられた。彼らのあいだには、言葉以外でも通じる、確かななにかがあるようだ。


「まあいい」とレスターはアレクシスの肩を押しやり、悠を見み遣やった。


「悠、君の旅が素す敵てきなものになるように祈いのっている」


「あ…ありがとうございます」


　悠然と去っていくレスターの背中を見送り、アレクシスはやれやれとため息をついた。


「気を悪くしないでくれ。あいつは誰だれに対してもあんな調子なんだ」


「もちろんです」


　気を悪くするなんて、とんでもない。ただ、レスターの迫力に呑のまれただけだ。


　エントランス前のファサードでは、リムジンが待っていた。白い手て袋ぶくろをした運転手が、恭うやうやしく二人を迎むかえる。


　悠が豪ごう奢しやな車内の様子に見み蕩とれているうちに、リムジンは滑るように走り出した。


「レスターはデュベリー伯はく爵しやく家の次男なんだが、跡あと取とりではないのをいいことに好き勝手し放題に生きている。私もたまに巻き込まれて、迷めい惑わくしているんだ」


「伯爵がですか？」


　誰かに翻ほん弄ろうされるアレクシスの姿は、想像できなかった。


「アレクシスでいい。君を招待したのは、あくまでプライベートだ」


「でも、……」


「グレンヴィル伯爵の名めい称しようは、我が家の長男に代々受け継つがれている。だから爵位名で呼ばれると、私自身のことを呼ばれている気がしないんだ」


　アレクシスの口調はウイットに満ちていたが、悠は彼の双そう眸ぼうに過よぎった複雑な色合いを見み逃のがさなかった。


　高い地位にある人物には、それゆえの苦労や悩なやみがあるのだろう。


　遠い雲の上の人だと思っていたアレクシスが、少し近くなったように思えた。











　自宅までの道のりのあいだ、アレクシスは悠を退たい屈くつさせなかった。パブリックスクール時代の思い出、オックスフォードでの出来事。悠が親しみやすいよう、プライベートな話題を選んでくれたのだろう。


　おかげで、あっという間にアレクシスの屋や敷しきに着いた。重じゆう厚こうな鉄製の門が開き、お仕着せの制服をまとった使用人に迎えられる。


　広大な敷しき地ちに建つカントリーハウスに比べれば狭せまいのだろうが、このタウンハウスですら、日本人の感覚では充分広い。


「ディナーの支し度たくが調ととのっているそうだ。なにか嫌きらいなものは？」


「ありません」


「それはいいことだ」


　アレクシスにエスコートされ、ダイニングルームに向かう。ここに来るまでのアレクシスとの会話のおかげですっかり緊張は解け、ディナーと聞いたとたん空腹を感じた。これだから、いつも兄に食い意地が張っていると揶から揄かわれるのだ。


　ダイニングルームは、屋敷の規模からすると、意外にこぢんまりとしていた。八人がけのダイニングテーブルは凝こった装飾が施ほどこされたアンティークで、食器棚だなには好こう事ず家かが目の色を変えそうな陶とう磁じ器きの数々が並んでいる。


　アレクシスと向かいあっての食事のあいだも、至し極ごく和なごやかで友好的な雰囲気が漂ただよった。料理も申し分ない。


「それで、アストンさんはどうされたんですか？」


「他校とのクリケットの練習試合に勝ったら、という条件をつけて、うまく逃にげたんだ。もちろん、勝算がないのを見み越こしてね」


　アレクシスは、パブリックスクール時代のレスターが、強面こわもての上級生に言い寄られたときのエピソードを披ひ露ろうしてくれた。


「商談はしないとおっしゃったのですが、どうしても仕事に関して、お訊ききしたいことがあるんです」


「なんだい？　プライベートのいまなら、答えられることがあるかもしれないよ」


　話が途切れたタイミングを見計らって切り出すと、アレクシスが悪戯いたずらっぽく笑った。マーク・ニコルズとセントクレアのオーナーとしては答えられないが、アレクシス個人としてなら答えられるとのことのようだ。


「どうして、オリジナルブランドの紅茶を作られたのですか？」


「昨日、君が言ったとおりだよ」


　悠の質問に、アレクシスは笑みを深くした。


「私たちの生活に紅茶はなくてはならないものだ。家族との団だん欒らんに、恋こい人びととの語らいに、喧けん嘩かした友人との仲直りに。さまざまな思い出の光景に、グリフォンズの紅茶があればいいという考えから、オリジナルブランドを立ち上げた。君の考えが私の考えとあまりにも同じだったから、驚おどろいたよ」


「そうだったんですか……嬉うれしいです」


　だから、ディナーに招待してくれたのだろう。紅茶に対する考えがアレクシスと同じとわかり、ほんのりと胸があたたかくなった。


「茶園にはよく行かれるんですか？」


「残念なことに最近は忙いそがしくて、毎シーズンというわけにはいかない。機会があれば、セイロン島にあるロッジにも君を招待しよう」


「ありがとうございます」


　社交辞令だとしても、嬉しかった。叶かなうことなら、いつかグリフォンズの茶園を見学したい。


　食事を終え、居間に移ってからも、二人の話題は尽つきることがなかった。


「どうしてこんなに素敵な香かおりなんですか？」


　桃ももとオレンジの匂においがするブレンドティーを楽しみながら、悠はアレクシスに訊ねた。彼のほうは、ウィスキーのグラスを手にしている。


「ティーブレンダーにご自分でオーダーされるんですよね？」


「そうだよ。子供のころに遊んだ庭の思い出や、具体的なフルーツの香りなどのイメージを伝える。これ以上はブレンドの秘密だから、話せないな」


「残念です。アルコールを口実に、話してくださるかと思ったのに」


　会うまえの緊きん張ちようが噓うそのように、悠はすっかりアレクシスに打ち解けていた。人見知りしないのは、悠の長所だ。


　シャンデリアの下で、アレクシスの瞳ひとみが紫むらさき色いろを帯びた神秘的な光こう彩さいを放つ。会話以上に、彼の容よう貌ぼうは悠を夢中にさせた。


　──男の人なのに、どうしよう……。


　緊張は解けたものの、片時も視線を外さないアレクシスのせいで、心臓はばくばく脈打ったままだ。


　会話が途と切ぎれ、一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ちる。


　なにか話さなければ。だが、アレクシスの瞳に見つめられると、どんな言葉も出てこなかった。湖底のような、貴石のような、うつくしい蒼あお。


　アレクシスは悠を見み据すえたまま、「悠」と囁ささやいた。


「グリフォンズを日本の人々に紹しよう介かいしたいという君の気持ちは、変わらないかい？」


「……は、はい。もちろんです」


　変わらないどころか、強くなる一方だ。大きく頷うなずくと、アレクシスが柔やわらかな微笑を浮かべた。


「君に協力してほしいことがあるんだ」


「なんでしょう？　僕にできることであればいいのですが」


　アレクシスは、地位も財産も名めい誉よもなにもかも持っている。そんな彼に、自分などが手を貸せるようなことがあるのだろうかと、悠は小首を傾かしげた。


「今夜話してみて、よくわかった。君は、これまでグリフォンズの独どく占せん販はん売ばい権を得ようとしてやってきた連中とは違ちがうということが」


　アレクシスに、熱意が通じたのだ。喜びと期待に胸が弾はずみ、悠は顔を輝かせていた。


「わかっていただけて、嬉しいです」


「そこで、君に提案がある」


「もし、弊へい社しやを取引先として審しん査さしていただけるなら、明日にでも資料をお持ちします。取り引きに際して条件があれば、ご希望に添そえるように努力を…」


「そのまえに、君に力を貸してほしい。仕事ではなく、プライベートでね」


「し…失礼しました」


　アレクシスに苦く笑しようされ、悠は頰ほおを紅あからめて身を縮こまらせた。


「昨日、私のオフィスでセシリアという女性に会っただろう？」


「はい。綺き麗れいな方でした」


　今夜、彼女の名前を聞くのはこれで二度目だ。アレクシスは気のない様子で一つ頷き、話をはじめた。


「セシリアは遠とお縁えんにあたるフェリントン男だん爵しやくの妹なんだが、最近、彼女との婚こん約やくを持ちかけられていてね。だが、私のほうにはまったく彼女と結婚する意志はない」


「どうしてですか？　あんなに綺麗な……あ、すみません」


　立ち入ったことをと謝ると、アレクシスは気にしなくていいと微ほほ笑えんで、思いがけないことを話しはじめた。


「私の両親は、ギリシャの母の実家に向かう途と中ちゆう、自家用機の事故で亡なくなった。私が十歳、弟が七歳のときだ」


「……それは、……」


　唇を開いたものの、気の利きいた言葉が出てこなかった。浅せん薄ぱくな同情や憐れん憫びんの言葉など、誰だれより高い矜きよう持じを持つこの男には侮ぶ辱じよくだろう。


「お話をお聞きしただけでも、胸が痛みます」


「ありがとう」


　悠の心をこめた言葉に淡く微笑み、アレクシスは話を続けた。


「父の死と同時に私はグレンヴィル伯はく爵しやくの名前を引き継ついだわけだが、財産を管理するにはいかんせん幼すぎた。そこで、父と親交の深かった先代のフェリントン男爵が私たちの後見人になってくれたんだ。おかげで、セシリアとは兄妹きようだい同然に育った。それもあって、私にとって彼女は妹のような存在で、恋れん愛あい対象ではないんだ」


「そうだったんですか……」


　お似合いだったのにと言いかけて、悠は口を噤つぐんだ。アレクシスとセシリアが恋人ではないと知って、ほっとしている自分に気づいたからだ。


「だが、彼女の母と兄はセシリアと私を結婚させたがっていてね。彼らに洗脳されたらしく、セシリアもその気だ。これまでは仕事を理由に断ってきたんだが、セシリアが二十五歳になってからは、婚約だけでもと食い下がられている。先代のフェリントン男爵への恩もあるし、むげにはできない。私にとって、実に頭の痛い問題なんだ」


　悩なやましげなため息をついて、アレクシスが皺しわの浮ういた眉み間けんを揉もむ。驚くほど長い睫まつ毛げが、濃こい影かげを形作った。


「お気持ち、お察しします」


「ありがとう。君はやさしくて、素す直なおな子だ。なにより、可か憐れんだ」


　二十四歳の男に対して、ふさわしい形容詞ではない。揶から揄かわれているのだろうかと首を捻ひねると、アレクシスが謎なぞめいた笑みを浮かべた。


「だからこそ、君の力が必要なんだ。セシリアとの縁えん談だんを断るために、私の恋人になってほしい」


「──」


　聞き間ま違ちがえたのだろうか。それとも、細かなニュアンスを聞き取れなかったのかもしれない。


　だって、悠は男だ。どれだけ食べても、どれだけ鍛きたえても、ぜんぜん筋肉がつかなくて、ぎりぎり一七〇センチしかない華きや奢しやな体形だとしても、アレクシスと同じ男なのだ。


　それで、どうしてアレクシスの恋こい人びとになれるのだろう。


「僕……僕は、男です。なのに、恋人って……」


「人を恋こうる気持ちに、性別は関係ない」


　聞き間違えたのではないらしい。アレクシスの言葉は真理だったが、それだけに悠は混乱した。


『まだまだ悠は子供だな』


　よく忍に苦笑されるとおり、悠は恋愛ごとに疎うとい。自分から好きになったのは、初恋の幼よう稚ち園えんの先生くらいで、それも先生が焼いてくれたクッキーがおいしかったから、という子供らしい理由だ。


　高校から大学にかけては、告白されて二人ほどつきあったけれど、いずれもキスどまりの関係で終わった。相手から積極的に出てこられて腰こしが引けてしまったり、自然消しよう滅めつしてしまったり。


　友人たちには、いまどきの中学生だってもっと進んでいると揶揄われたが、反論できなかった。彼女といるより気の置けない友人たちといるほうが楽しかったし、おいしいものを食べているときのほうが幸せという体ていたらくだったのだから。


　つくづく自分は、恋愛に向いていないのだと思う。


　そんな悠にとって、同性同士の恋愛関係は想像の範はん疇ちゆうを超こえていた。知識としてはあっても、まったく想像ができない。


「もちろん、恋人のふりをしてくれるだけでいい。来週末、セシリアが母親とともに我が家のカントリーハウスに滞たい在ざいする予定になっている。そのときに、君を私の恋人として紹介したいんだ」


「で…でも…、そんなことで縁談をお断りされて、大丈夫なんでしょうか……？」


　あのうつくしい女性は、アレクシスとの結婚を諦あきらめるだろうか。オフィスで遭そう遇ぐうしただけでも、勝ち気な性格とプライドの高さは充じゆう分ぶん窺うかがえた。なにより、芝しば居いとはいえ、アレクシスの恋人のふりをする自信がない。


「まともな神経の持ち主なら、同性の恋人がいる男と結婚しようとは思わないさ」


「そうでしょうけれど、……僕なんかがいきなり現れて、あなたの恋人だなんて言っても、誰も信じないと思います」


「私たちの関係がいかに恋人らしく見えるかは、君にかかっている。それに、謙けん遜そんは美徳だが、卑ひ下げはよくない。君には、君のよさがある。君はもっと自信を持ったほうがいい」


「──……」


　子供のころから、忍が励ましてくれたのと同じ言葉だった。異国に来て、三日前まではまったく見知らぬ他人だったアレクシスから、兄と同じ言葉を聞くとは思わなかった。驚おどろきとともに、不可思議な感かん銘めいが悠の胸を打つ。


「君は、こんなに魅み力りよく的なのに」


　しなやかな動きで歩み寄ってきたアレクシスが、悠の頰に触ふれる。


　刹せつ那な、電流でも流れたような衝しよう撃げきがあった。


「……伯爵……」


「アレクシスだ」


　間近から見つめる妖あやしい紫むらさきを帯びた瞳ひとみが、悠を幻げん惑わくする。アレクシスに触れられている頰がじわじわと熱を持ち、甘い愉ゆ悦えつが体の奥底に滴したたり落ちていく。


「君が私の恋人を演じて、破談に一役買ってくれたなら、桐原物産との契けい約やくを考こう慮りよしよう。私から提案して役員会に諮はかれば、君の会社は世界で唯ゆい一いつ、グリフォンズを扱あつかえる会社になるだろう」


「……そんな……」


　アレクシスの恋人を演じることと、代理店契約を引き換えにするというのか。


「欲しいものを手に入れるには、相そう応おうの代価が必要だ。そう思わないか？」


　アレクシスが、悠を唆そそのかすように囁ささやく。


　そのとおりだ。だけど。


　念願の契約を結べるかもしれないという喜びよりは、仕事のために取り引きをしていいのかという困こん惑わくが大きかった。正当ではない、卑ひ怯きようなやり方ではないのか。素直な性格ゆえの潔けつ癖ぺきさが、悠をためらわせる。


「頼たのむ、君の力が必要なんだ」


　そんなふうに哀あい願がんめいた口調で訴うつたえられると、なにも言えなくなる。


　悠がなにを欲しがっているかを見み抜ぬいたうえで、取り引きを持ちかけてくるなんて卑怯だと思うのに。


　もし。もし、グリフォンズとの契約をまとめられて、紅茶部門を立て直すことができれば、少しは兄に近づけるだろうか。


　いつまでも、明るいだけが取り柄えの、手のかかる頼たよりない弟でいるのは嫌いやだ。自分だって桐原物産の役に立ちたいし、弟としてだけではなく、社員としても認められたかった。


　なにより、もっとアレクシスのことが知りたい。


　同性同士の恋愛なんて想像もつかなかったのに、アレクシスの恋人を演じることに対する嫌けん悪おはまったくなかった。


「……本当に、僕にできるでしょうか……？」


「もちろんだとも。君にしか、できないことだ」


　アレクシスが力強く諾うべなった。


「君でなければ、こんな恥知らずな頼みはできなかった。三十二にもなって、自分の意思で縁談話を断れないなどと打ち明けることじたい、勇気がいるからね」


　それは、アレクシスにとって悠が、しがらみのない相手だったからに違ちがいない。もし今後、取り引き相手となったとしても、悠はアレクシスが属する貴族社会とは無む縁えんだ。


「いつまで、お芝居をすればいいんですか？」


「セシリアとの縁談が破談になるまで。来週いっぱいは我が家のカントリーハウスに滞在してほしい」


　悠の出張は一週間の予定だったが、ホテルではなくフラットを借りたのは、長引くことを予想してのことだ。本社に報告をすれば、滞在期間を延長できるだろう。


　アレクシスの恋人を演じることで、グリフォンズとの代理店契約が結べるなら、願ったりではないか。心の中で囁く声があった。


「わかりました。お引き受けします」


「ありがとう」


　アレクシスがにっこりと口くち許もとを綻ほころばせた。見み蕩とれずにいられない、魅力的な表情で。


「は、伯はく爵しやく…っ」


「契約の証あかしだ」


　女性にでもするように手を取られ、指先にくちづけられる。アレクシスの唇くちびるはすぐに離はなれたが、その儚はかない熱と感かん触しよくはあざやかに刻まれた。


「伯爵などという堅かた苦くるしい呼び方は、恋人同士にふさわしくない。さっきから、アレクシスと呼んでほしいと何度も頼んでいるんだが、聞き入れてもらえないのかな」


「で、も……」


「言ってごらん。アレクシスと」


　アレクシスの掌てのひらに頰ほおを包まれ、魔ま力りよくを秘めた蒼あおい瞳に見つめられる。さきほど触れられたときに生じた愉悦が、再び悠の体の奥底でぞわりと頭をもたげた。


　魔法にでもかかったように、うつくしい男の名前を紡つむぐ。


「……アレクシス」


「いい子だ」


　満足そうな笑えみを浮うかべ、アレクシスが唇を寄せてくる。視界を男の美び貌ぼうに占せん領りようされ、悠は反射的に目をつぶっていた。


　唇に、アレクシスの唇が触れる。


　驚きのあまり凍こおりついていると、アレクシスが微ほほ笑えむ気配があった。


　恐おそる恐る目を開けた悠の視界に、人の悪い笑みを湛たたえたアレクシスの貌が飛び込んでくる。


「キスくらいで真っ赤になっているようでは、私の恋こい人びとは務まらないよ。君にはまず、キスのレッスンが必要だな」


　悠は茹ゆで上がったような頰がさらに熱くなるのを感じた。




３







　ロンドンから車で約一時間。


　コッツウォルズとオックスフォードのあいだに、グレンヴィル伯爵家のカントリーハウスはあった。


「ここから我が家の敷しき地ちだ」


　隣となりに座っているアレクシスがそう言ってから、五分は経たっているだろう。


　車窓の向こうにはいまだなだらかな丘きゆう陵りようが続き、館やかたの影かげも形も見えてこない。青々とした草原に点在する白い綿毛は、放牧されている羊だ。


　いったいグレンヴィル伯爵家の所領は、どれほどの広さがあるのだろう。狭せまい島国に住む日本人としては、つい東京ドーム何個分だろうかと考えてしまう。


「ほら、門が見えてきた。あれを越こえれば、すぐだよ」


　緩ゆるやかな坂道を上っていくと、前方に石造りの堅けん固ごな門があった。両りよう脇わきにあるロッジは、かつての門番の家だという。


　伯爵家の紋もん章しようを象かたどった門を抜ぬけると、いっきに視界が開けた。傾けい斜しやのある地形を活いかした巧たくみな造形は、訪問者の期待を高める効果を考慮してのことだろう。


「わあ……！」


　門の向こうにようやく屋や敷しきの全景が見え、悠ゆうは思わず感かん嘆たんの声を上げていた。整然とした幾き何か学がく模様の庭が広がり、中心では噴ふん水すいが水みず飛沫しぶきを上げている。


　遠足に出かけた子供のように窓にへばりつく悠がおかしかったのか、アレクシスが喉のどを鳴らして笑った。


「……失礼しました」


　はしゃぎすぎだ。子供じみた振ふる舞まいが恥はずかしくなり、悠は情けなく眉まゆを垂れた。


「本当に僕、こんな調子でお役目を果たせるんでしょうか？」


「元気なほうが君らしくていい。ありのままに振る舞ってくれれば、大だい丈じよう夫ぶだ」


　まだ笑いを滲にじませた表情で、アレクシスが力強く言い切る。おかげで、少し不安が薄うすれた。


『セシリアとの縁えん談だんを断るために、私の恋人になってほしい』


　グリフォンズとの契けい約やくの交こう換かん条件として、アレクシスの恋人のふりをすると約束をしたのは昨日。


　一夜明けて、悠はアレクシスとともにカントリーハウスに向かった。来週セシリア親子がやってくるまでに、館に滞たい在ざいしているという既き成せい事じ実じつを作るためだ。アレクシスの恋人としてふさわしい振る舞いを身につける目的もある。


　田淵には、今度は領地のカントリーハウスへ招かれた旨むねを報告し、今日になってから本社の上司と兄にも連れん絡らくした。


　田淵も上司も、グリフォンズとの契約がかかっているという悠の言葉を信じ、がんばってこいと励はげましてくれたが、兄の忍だけは強固に反対した。


『招待されたからといって一人で出かけるなんて、なにかあったらどうするんだ』


『なにかって、なに？』


　アレクシスとの取り引きが頭を過よぎったが、わざととぼけた。


　忍はよほど弟が純じゆん粋すいで無む垢くな存在だと思っているらしく、必要以上に恋れん愛あい絡がらみの話題を避さけようとする。生き真面まじ目めで、潔けつ癖ぺきな兄のことだ。アレクシスの恋人のふりをすることになったと告げたら、卒そつ倒とうするだろう。


『とにかく、一人で何日も滞在するなんてだめだ。田淵所長に同行してもらって、日帰りというわけにはいかないのか』


『そんなことをしたら、グレンヴィル伯爵の厚こう意いを踏ふみ躙にじることになるよ。せっかく招待してくださったんだから、俺一人で行ってくる。大丈夫だよ、兄さん。伯爵はとても誠実で、紳しん士しだから』


　自分の身を心配してくれる兄の言葉に良心が痛んだが、伯爵との約束の時間だからと強ごう引いんに電話を切った。


　もちろん、不安はある。一人きりで、見知らぬ世界に飛び込もうとしているのだ。しかし、やると決めた以上は目的を達成したかった。グリフォンズとの契約は、悠の芝しば居いの成否にかかっているのだ。


　正面玄関に横づけした車から降りようとすると、アレクシスに手を取られた。


「ここからは、私の恋人として扱あつかわせてもらう。君もそのつもりで」


「は……はい」


　アレクシスの恋人として振る舞わなければならない。わかっていても、アレクシスとキスしたのだと思うと、彼の貌かおがまともに見れなかった。


「君のそんな初うい々ういしさはたまらなく可愛かわいいが、セシリアたちがやってくるまでには、もう少し私の存在に慣れてほしい」


「……わかりました」


　可愛いと言われて、頰が火を噴ふきそうになる。アレクシスのほうは、いたって涼すずしげな貌をしているというのに。


　恋人役をするからには、アレクシスが囁ささやくこの手の台詞せりふにも慣れなければならないのだ。感情が貌に出やすい悠には至難の業わざだが、せめて平気な貌を取り繕つくろえるように努力しようと思う。


「お帰りなさいませ」


　玄関ホールで二人を出で迎むかえたのは、ぴんと背筋を伸のばした、まだ若い男性だった。黒いスーツに、青灰色の瞳ひとみと同じ色味のネクタイをしている。白いシャツは完かん璧ぺきにプレスされ、皺しわ一つない。


「オリヴィエ・ウォレスだ。父親の代から、我が家に執しつ事じとして仕つかえている」


「ようこそいらっしゃいませ」


　オリヴィエが親しみやすい微笑を向けてくる。生真面目で冷静沈ちん着ちやくなタイプに見えたが、取っつきにくい人物ではないようだ。日本人に馴な染じみのある、黒くろ髪かみのせいかもしれない。


「お世話になります。桐原悠です」


「あるじから、お話は伺うかがっております」


　ここにいるあいだは、アレクシスの恋人のふりをするという話だろう。だが、主人としかるべき身分のご令れい嬢じようとの結けつ婚こんは、執事としては歓かん迎げいすべきことではないのか。


　悠の戸惑いを察し、アレクシスが口を開く。


「オリヴィエも、私たちの計画に協力してくれる。あのわがままお姫ひめさまがこの館の女主人になれば、まず執事であるオリヴィエが苦労することになるからな」


「苦労などと、滅めつ相そうもないことです。ただ、私ごときがご意見を申し上げることではありませんが、アレクシスさまにはもっとふさわしいお相手がいらっしゃるかと存じます」


　あくまで婉えん曲きよくに、セシリアはアレクシスの妻にふさわしくないと告げる。


「正直に言っていいぞ。あの親子が頻ひん繁ぱんにこの館を訪おとずれるので、おまえも迷めい惑わくをしているのだろう？」


「直ちよく截さいに申し上げれば、さようでございます」


　息の合った主従二人のやりとりがおかしくて、悠はついに吹ふき出してしまった。











「こちらのロングギャラリーは、約七十メートルある」


　一休みしたあと、アレクシス自ら館を案内してくれた。


　個人の館というより、まるで宮きゆう殿でんだ。吹き抜けになった玄関ホールとそれに続く広間、応接室や音楽室、撞どう球きゆう室。天てん井じようの壁へき画が、壁かべの装そう飾しよくから、なにげなく置いてある家具に至るまで、華か麗れいの一言に尽つきた。


　なかでも、圧巻はこのロングギャラリーだ。


　片面が大きな窓になっており、壁にはずらりと美術品が並んでいる。イギリスの絵画や彫ちよう刻こくはもちろん、フランスやイタリアのものや、日本や中国の陶とう磁じ器きまであった。いずれも、歴史的な価値のある品ばかりだ。


「美術品を展示するためのお部屋なんですか？」


「いや。ロングギャラリーは当初、天候の悪い冬の季節などに、ご婦人たちが庭を散策するかわりに行き来するためのスペースだった。それが、エリザベス朝には紳しん士し淑しゆく女じよの社交場となり、十八世紀になって、長い壁へき面めんを利用してライブラリーや、グランドツアーで買い集めた美術品を展示するギャラリーに改造されたんだ」


　何百年もの歴史を持つ館やかたは何度か改造が行われ、部屋の用よう途とや建築様式を変えているのだという。


「グランドツアーって？」


「十八世紀の貴族や上流階級のあいだでは、見聞を広めるために子し弟ていをヨーロッパ大陸へ遊学させることが流行はやったんだ。一年目はフランスでフランス語と洗練されたマナーを身につけ、二年目にはイタリアで美術の鑑かん識しき眼がんを養う。その成果として持ち帰ったのが、これらの絵画や彫刻だ」


　どんな稚ち拙せつな質問にも呆あきれず、アレクシスは丁てい寧ねいに説明してくれる。面めん倒どうがるどころか、悠の好こう奇き心を好ましく思っているようだ。


　耳に心地よいアレクシスの声が聞きたくて、悠はどんどん質問した。


「日本や中国の品もずいぶんあるんですね」


　暖だん炉ろの上には壺つぼや花か瓶びんなどの小ぶりの置物が、壁には大皿が飾られている。中国の景けい徳とく鎮ちんや、日本の有あり田たで作られた染め付けや色絵だ。漆うるし塗ぬりの小しよう簞だん笥すや衝つい立たてまであった。


「十八世紀から十九世紀はじめにかけて、シノワズリが流行した時期に買い入れた品だ。ここに置いてあるのはごく一部で、あとはチャイニーズ・ルームに、陶磁器類は磁器収蔵室にしまってある」


「チャイニーズ・ルームという名前は、東洋の美術品を集めた部屋だからですか？」


「そう。あとで案内するが、ライスペーパーと呼ばれた壁かべ紙がみや、象ぞう牙げ細工の装飾を用いて作った部屋だ。その部屋で、中国風のデザインを取り入れた椅い子すとテーブル、取っ手のない小さな磁器のカップでお茶を飲むことが、女主人と友達のあいだで流行ったそうだよ」


　館にある部屋にも美術品にも、歴史とエピソードがあるのだ。


　ドレスをまとった女性たちが中国の茶器を手に会話に興じるさまを想像しながら、壁に飾かざられた大皿の文様に見入る。


「悠」


「……っ」


　ふいにアレクシスの手が肩かたに触ふれた。思いがけないことに驚おどろいてしまい、反射的にぴくんと全身が跳はねる。


「悠。頼たのむから、そんなに怯おびえないでくれ」


「ち、違ちがうんです」


　アレクシスの瞳の哀しげな色合いに、胸がきゅうっと引き絞しぼられた。彼に、こんな貌をさせてしまうなんて。


「緊きん張ちようしていたので、驚いただけなんです」


「私は、君を緊張させるようなことをしただろうか？」


　真しん摯しな貌で間近から覗のぞき込まれては、悠に誤ご魔ま化かせるはずがない。


「……だって、綺き麗れいだから……」


　抗あらがいがたい魔ま力りよくを持った瞳が、悠を映している。


「あなたといると、どきどきして……どうしていいか、わからないんです」


　言ってしまった。かあっと頰ほおが熱くなった。男の人に向かって綺麗だなんて、アレクシスは気を悪くしなかっただろうか。


「それは、私の貌を気に入ってくれていると解かい釈しやくしていいのだろうか」


「はい！　大好きです」


「……っ」


　てらいのない悠の答えに、アレクシスが堪こらえきれなくなったように吹き出した。肩を揺ゆらして笑っている。


「すみません。失礼なことを言って」


「いや。君に気に入ってもらえるなんて、光栄だ」


　目め許もとにうっすらと涙なみだを滲にじませながら、アレクシスがなんとか笑いを納める。


「私のキスも、気に入ってくれるといいんだが」


「……あ」


　顎あご先を掬すくい上げられ、悠は近づいてくる美び貌ぼうに息を呑のんだ。


　睫まつ毛げが、長い。それ以上は目を開けていられなかった。吐と息いきが掠かすめ、次にあたたかく柔やわらかなものが唇くちびるに触れる。


　このあいだ同様、触れるだけのキスはすぐに離はなれてしまった。羽う毛もうのような、ごく淡あわい感かん触しよくだけを残して。


　──もっと、してほしい。


　もの足りなさを覚えておずおずと瞼を開けると、不可思議な情動に彩いろどられたアレクシスの瞳ひとみがあった。


「私に触れられるのは、嫌いやかい？」


　嫌なわけがない。アレクシスを見つめたまま、ふるふるとかぶりを振る。


　男だろうが女だろうが、アレクシスの魅み力りよくに抗える人間がいるだろうか。蒼あおい瞳の魔力に操あやつられ、情熱に命じられるまま、彼に身を委ゆだねた人間が何人もいたに違いない。


「では、もう少し進んだレッスンをしよう」


　あっと思ったときには、再びアレクシスに唇を塞ふさがれていた。背中に手を添そえられ、アレクシスの体温に包まれる。


　見かけよりもずっとアレクシスの胸は広く、逞たくましかった。アレクシスに抱だきしめられているという事実を自覚しただけで、もうなにも考えられなくなる。


「ん……」


　小鳥同士が挨あい拶さつするように、何度も角度を変えて唇を啄ついばまれる。触れては離れるくちづけは、くすぐったくて、もどかしかった。


　慎しん重ちようで丹たん念ねんなキスを施ほどこされるうちに、悠の唇は本人が意識せぬまま、うっすらと綻ほころんでいく。


「……っ」


　濡ぬれた舌先に唇の輪りん郭かくを辿たどられ、悠は驚きよう愕がくに背中を弾はずませた。反射的に後ずさりしかけた体を、背中に廻まわったアレクシスの腕うでに阻はばまれる。


「……！」


　動どう揺ようして思わず唇を開いた拍ひよう子しに、アレクシスの舌先が滑すべり込んでくる。


　熱い。歯列を抉こじ開けられ、熱くぬめったそれに舌を搦からめ捕とられた瞬しゆん間かん、ぞくぞくするような感覚が背筋を駆かけ上がった。下腹部までが、つきりと甘く疼うずく。


　息が苦しくて、頭の中がぼうっと霞かすみはじめる。けれど、自分からアレクシスの腕を振り払はらうつもりは毛頭なかった。


「は…ふ、…っ」


　鼻を軽く摘つままれて、呼吸をし忘れていたことに気づく。朦もう朧ろうとしながら喘あえぐように呼吸すると、キスがいっそう深くなった。


　歯は茎ぐきをくすぐられ、口内を余さず探さぐられる。びくりと体を引き攣つらせて反応した場所は、ことさら執しつ拗ように刺し激げきされた。


「ん……」


　閉じた眦まなじりが熱を孕はらみ、どんどん体温が上じよう昇しようしていく。


　これまでは、唇という器官をことさら意識したことはなかった。当たりまえのように呼吸をし、言葉を発し、食物を摂せつ取しゆする。ごく日常に使用している器官が、こんなにも官能的な感覚を生じるとは。


「ん……んっ」


　口内の脇わきの粘ねん膜まくを舌で力強く擦こすられ、ぞくっと全身が震ふるえる。アレクシスの舌はまるで生きもののように自在に蠢うごめき、悠を翻弄した。


　ことさら敏びん感かんな上うわ顎あごをちろちろとつつかれて、膝がかくりと頽くずおれる。ようやくアレクシスの唇が離れ、悠は彼の胸に力なくもたれた。


　唇の端から滴したたり落ちた唾だ液えきを、アレクシスの唇が含ふくみ取ってくれる。舌先の艶なまめかしい感触にさえ感じて、悠は小さく慄おののいた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「……はい」


　ふわふわとした夢ゆめ心ごご地ちのまま、ソファに腰こしを下ろされた。頰を撫なでるアレクシスの掌てのひらが心地よくて、猫ねこのように目を細める。


　唇を触れあわせるキスしか経験のなかった悠にとって、かなり過激なレッスンだった。これから食事をするたびに、アレクシスのキスを思い出してしまいそうだ。


　アレクシスはどう思っただろう。恋こい人びとを演じるというのに、悠があまりに未熟で、呆あきれたのではないか。


「……あの」


「ん？」


　顔を上げると、髪かみを撫でていたアレクシスと目が合った。悠を見つめる瞳には恐おそれていたような興ざめした表情はなく、満足そうな色が浮うかんでいる。


「呆れていませんか？　僕が、その……あんまり下手へたで……」


「まさか。むしろ、嬉うれしいよ」


　どうしてだろう。理由がわからず、悠は小首を傾かしげた。


「私の好みに、君を染められる余地があるということだからね」


　……なんだか、すごい台詞せりふを聞いたような気がする。


　ようやく落ち着きはじめた心しん拍ぱく数すうがとくんと跳ね上がり、発熱したように頰が熱くなる。


「そんなに可愛かわいい貌かおをしないでくれ。またキスをしたくなってしまう」


「え…っ」


　動揺しておろおろと視線をさ迷わせていると、笑みを浮かべた唇が額に落ちてきた。だが、唇に重ねられる気配はない。どうやら揶から揄かわれただけで、レッスンは終しゆう了りようのようだ。


　──キスしてもいいのに。


　残念がっている自分に気づき、悠は紅あかくなった頰を伏せた。なんてはしたないことを考えたんだろう。


　情熱的なキスをされ、やさしく髪を撫でられていると、まるで本当の恋人になったようだ。契約のために、恋人のふりをするだけなのに。


　ならば、アレクシスのこのやさしさも偽いつわりなのだろうか。


　胸の奥がすうっと冷たくなった。思いがけない鋭するどい痛みが胸を過よぎり、悠を戸と惑まどわせる。


　すっかり忘れそうになっていたけれど、アレクシスとの関係はあくまで取り引きだ。互たがいの利害が一いつ致ちしたからこそ契約を取り結んだことを、忘れてはいけない。


「ごらん、悠」


　二人が座っていたソファの両りよう端たんには、プシュケとキューピッドの彫ちよう刻こくがあった。ローマ神話のキューピッドは、ギリシャ神話の愛の神、エロスと同一視されている。ソファ越ごしに、愛しあう恋人たちが見つめあうという趣しゆ向こうになっていたのだ。


「ロマンチックだろう？」


「はい」


　思わず笑みが零こぼれる。肩かたを抱くアレクシスの手はあたたかく、慈いつくしみに満ちていた。


　偽りの恋人であっても、そのあいだだけは、アレクシスのうつくしい瞳を独どく占せんできる。そう思うと、さきほどの鬱うつ屈くつは綺き麗れいに消えた。











『どうだった？　一人で、やっていけそうか？』


　開口一番に兄の口から出たのは、悠の身を案じる言葉だった。


「うん。お世話をしてくれる執しつ事じさんもいい人だし、みんなやさしいよ」


　途と中ちゆうで強ごう引いんに電話を切ってしまったことが気になり、悠はその日の夜、再び忍に電話をかけた。


　日本では朝の六時過ぎだが、兄はすでに起きている時間だ。いっしょに暮らしていなくとも、兄の生活時間帯はほぼ把は握あくしている。


「伯はく爵しやくが館やかたを案内してくれたんだけれど、広すぎて、ぜんぶ見れなかったんだ。明日は、温室や庭を見せてもらわなきゃ。乗馬も教えてくれるって。あ、館の中には、すごい美術品がたくさんあってね……」


　一日の出来事を興奮気味に話していると、受話器の向こうで忍がため息をつく気配があった。


「ごめんなさい。勝手なことをして……あの、怒おこってる？」


『怒ってない。心配しているだけだ』


　恐こわ々ごわと訊たずねると、忍が吐と息いきだけで苦く笑しようした。


『おまえは素す直なおな反面、いったんこうと決めたら、てこでも動かない子だからね。あれだけ、グリフォンズに惚ほれ込んでいたんだ。契約がかかっているとなれば、できることはなんでもするつもりなんだろう？』


「……うん」


　子供のころから、兄はいちばんの理解者だった。その兄にさえ言えない秘密を持ってしまったのだ。真実を告げられない罪悪感に、胸がつきつきと疼く。


『だったら、おまえの気が済むまでがんばりなさい。ただし、報告を怠おこたらないように』


「はい……！　ありがとう、兄さん」


　了りよう承しようを得られたことが嬉しくて、つい声が弾む。


『で、いつまで滞たい在ざいするんだ？』


「来週末のパーティに誘さそわれているから、たぶんそのあたりまでは滞在させてもらうと思う。それまでに、契約の話を進められるといいんだけれど……」


『グレンヴィル伯爵が仕事相手を館に招くことじたい、珍めずらしいんだろう？　だったら、焦あせらないことだ。まずは、伯爵との個人的な交友関係を大切にしないと』


「そうだよね……」


　マーク・ニコルズ側との会談でお払はらい箱ばこになっても、おかしくない状じよう況きようだった。オーナーであるアレクシスに会えただけでも幸運だったのに、ひょんなことから、契約と引き換かえに恋人を演じる羽目になってしまった。


　噓うそをついて、兄や田淵を含めた会社の人たちを欺あざむいている。でも、だからこそ、どうしてもグリフォンズとの契約を成功させなければならないのだ。


『田淵所長が、おまえの情熱が伯爵の気持ちを動かしたとおっしゃっていたよ。きっと伯爵は、おまえの素直で純じゆん粋すいなところを気に入ってくださったんだろう。今回は、取り引きに漕こぎ着けるのは無理かもしれない。だが、諦あきらめずにいれば、いつか我々の気持ちが通じるはずだ。おまえが、橋はし渡わたしの役割をしてくれると信じている』


「うん。がんばってみる」


　兄に、期待されている。忍の言葉は、悠にとってのいちばんの励はげみだった。


『なにかあったら、すぐ電話しなさい。場合によっては、そっちに行くから』


「兄さんてば、過保護だよ」


『過保護でなにが悪い。おまえは、大切なただ一人の弟なんだ』


　さすがに恥はずかしかったのか、忍がむっとした口調で告げる。


「ありがとう。兄さんこそ、忙いそがしいのに、朝早くからごめんね」


『体に気をつけて。おいしいからって食べ過ぎると、おなかを壊こわすぞ』


「もう……！　俺のこと、幾いくつだと思ってるの」


　また連れん絡らくするように、という兄の声に頷うなずいて、悠は電話を切った。


　兄の声を聞いてあたたかな気持ちになった一方、やはりどうしてもグリフォンズと契約を結ばなければという切実な気持ちに駆かられる。そのためには、アレクシスが望む恋人としての役割を果たさなければならない。


　ドアをノックする音が響ひびき、悠ははっとした。


「私だ。入ってもいいかい？」


「はい、どうぞ」


　寝しん室しつにはアレクシスの部屋に通じるドアがあるのだが、アレクシスは律りち儀ぎに廊ろう下か側のドアからやってきた。さきほどまでのスーツ姿から、ラフなシャツに着き替がえている。


　悠は滞在中の居室として、アレクシスの隣となりにある部屋をあてがわれた。クリーム色を基調にしたリビングルームとベッドルーム。最新式に整えられたバスルームにはシャワーブースが設けられ、バスタブにはジャグジーがついている。これまで泊とまったどのホテルよりも広く、豪ごう華かだ。


「明日からのことなんだが、ロンドンに行く必要があるとき以外、私もこちらにいる。電話やパソコンがあれば、仕事はできるからね。君も、好きなように過ごしてくれて構わない」


「はい。ありがとうございます」


「どの部屋でも出入り自由だが、古い西せい翼よくの階段など、脆もろくなっている部分がある。念のため、気をつけてほしい」


「わかりました」


「さっき言えばよかったんだが、話に夢中になって、言い忘れてしまった」


　サロンで話し込んだことを思い出し、悠もまたアレクシスにつられて唇くちびるを綻ほころばせた。


　食事を終えてからチャイニーズ・ルームや図書室を案内してもらい、その後、サロンで二時間あまり話した。この館で過ごした、子供のころの思い出から、マーク・ニコルズとセントクレアのオーナーに至るまで、アレクシスの話題は豊富だった。


　アレクシスの三歳下の弟は考古学者で、現在はエジプトにいるのだという。事故で亡なくなった両親の話はあまり出なかった。悲ひ惨さんな記き憶おくと喪そう失しつの痛みが、いまだ癒えていないのかもしれない。


　悠はその件には触ふれず、自分の家族のエピソードを披ひ露ろうした。多た趣しゆ味みな母がケーキ作りに凝こり、夕食にケーキの日々が続いたこと。フライ・フィッシングが趣味の父と兄につれられて渓けい流りゆう釣づりに出かけたものの、二人が釣った魚をリリースしてしまうので、食べられずに泣き出したこと。


「そういえば、ご家族に連絡は？」


「いま、兄に電話したところです。おまえは食い意地が張っているから、食べ過ぎておなかを壊さないようにと言われました」


　おなかがいっぱいだと言いながら、悠がデザートまでぺろりと平らげたのを思い出したらしく、アレクシスが喉のどを鳴らして笑った。


「明日はどうする？　館の中や庭園を見るだけでは退たい屈くつだろうから、オックスフォードやコッツウォルズに足を延ばしてみるのもおもしろいと思う」


「退屈だなんて、とんでもない。カントリーハウスを見学させていただくのは初めてですし、まだ見るところはたくさんあります。それより、お仕事は大だい丈じよう夫ぶですか？　お忙しいなら、僕一人で……」


「大切な恋こい人びとを退屈させては、男として失格だ」


　セシリアとの結けつ婚こん話を破談にするまでの芝しば居いだとわかっていても、恋人という言葉に胸が弾はずんだ。アレクシスなら、本当の恋人にはさぞやさしく、そして情熱的に接するに違ちがいない。恋人役の悠でさえ、こんなにもふんわりと甘い気分にさせてくれるのだから。


「私の無理な頼たのみを聞いて、君はここまで来てくれたんだ。ここにいるあいだは、滞在を楽しんでほしい」


「……はい」


　厚こう意いからの言葉だとわかっている。アレクシスが気き遣づかってくれていることも。けれど、小さな針で刺されたように胸の奥が痛んだ。浮うき足立った気分がいっきに萎しぼむ。どうして、こんなに簡単にアレクシスの言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうしてしまうのか、悠は自分でも理解できなかった。


「さっきのレッスンの続きをしようか。おやすみのキスも兼かねて」


「けっ、けっこうです」


　ぶんぶんと勢いよく首を横に振ふる。あんな熱ねつ烈れつなキスをされたら、眠ねむれなくなってしまう。


　真っ赤になっていると、アレクシスが意味深なまなざしで微ほほ笑えんだ。


「怖こわい夢を見て目が覚めたら、私のベッドにおいで。寝室のドアの鍵かぎは開けておくよ」


　大だい歓かん迎げいだ、と囁ささやいて、長い指が悠の華きや奢しやな顎あごを掬すくい取る。避ける間もなく、掠かすめ取るようなキスが落ちた。


「おやすみ、悠。よい夢を」


　甘くひそやかな低音が、耳みみ許もとに注ぎ込まれる。体の奥でざわりと蠢うごめくものがあった。ロングギャラリーでの甘いキスの余よ韻いんが、まだ燻くすぶっている。


「……おやすみなさい」


　引き止めたい衝しよう動どうを押し殺し、悠は部屋から出ていくアレクシスの背中を見送った。


　頰ほおが、熱い。アレクシスにキスされた唇は、もっと熱かった。











「どれにしよう……」


　ティーカップを前に、悠は頭を悩なやませていた。アンティークショップの店先で見かけたティーカップとソーサーを母へのお土産みやげにしようとしたのだが、種類がありすぎて迷ってしまう。


　お嬢じようさま育ちの母は少女趣味なところがあって、英国の有名な陶とう器きデザイナー、スージー・クーパーの食器を集めていたこともある。おかげでなんとなく好みの見当はつくものの、どの花はな柄がらが母の眼鏡めがねに適かなうのかまではわからなかった。


「どれとどれで迷ってるんだ？」


　傍かたわらで見守っていたアレクシスが、ようやく口を開いた。歴史的価値のある美術品に囲まれて育ったアレクシスにしてみれば、こんなものはがらくただろうが、さきほどから文句一つ言わずつきあってくれている。


「同じ薔ば薇ら柄がらなんですけど、右のピンクのと、左ひだり端はしにある青のです」


「それは確かに難しい問題だ」


　悠が指差したティーカップを見み遣やり、アレクシスがしかつめらしく頷いた。どちらも白いカップに繊せん細さいな筆ひつ致ちで薔薇ばらが描えがかれており、捨てがたい。


「お母さまのコレクションに多い色味は？」


「ピンクや赤とかかなあ……」


　アレクシスの館やかたに滞たい在ざいして五日、悠の口調からいつしか硬かたさが消えていた。傍らにアレクシスの存在があることが、当たりまえになりつつある。


「お土産なんだから、コレクションにはない色味を買うのも手かもしれない。あとは、お母さまの洋服やインテリアの趣味から見当をつけるのはどうだろう」


「あ、そうですね」


　二組とも買うという選せん択たくもあるが、母のために悠が選んだという事実じたいに価値があることを、アレクシスは理解してくれているのだろう。


　品のよさそうな白はく髪はつの店主が分厚い資料のファイルをめくりながら、丁てい寧ねいに商品の説明をしてくれる。結局、ケーキ・プレートも揃そろうというので、青の薔薇柄に決めた。


　薄うす紙がみとエアパッキンで丁寧に包装された品物を手に、ショップをあとにする。コッツウォルズの中でも活気のある町だけあって、通りは観光客で賑にぎわっていた。


「アドバイス、ありがとうございました」


「どういたしまして。君の役に立てて、嬉うれしいよ」


　人波からさりげなく悠を守るようにエスコートし、アレクシスが魅み力りよく的な笑えみを浮かべる。彼と目が合って頰が熱くなるのはもはや、条件反射と諦あきらめるしかないだろう。


　アレクシスの存在には慣れたけれど、彼の笑顔や甘い台詞せりふにはまだ慣れることができない。不意打ちのキスもだ。


　アレクシスのほうは、悠の戸と惑まどいを愉たのしんでいる節がある。確信犯なのだ。意地が悪いとは思うけれど、アレクシスほどの男なら自身の魅力を自覚していて当然だろう。


『ドライブに出かけよう』


　今日は、アレクシスが愛車でドライブに連れ出してくれた。アストン・マーチンのシルバーのヴァンキッシュ。驚おどろいたことに、いつもの運転手ではなく、アレクシス自らハンドルを握にぎった。


　ランチは、アレクシスのお薦すすめのティールームで。シーフード・スープ、サラダとポテトがつけあわせになったサーモンのサンドイッチ、そしてデザートのチョコレート・ケーキに至いたるまで、気取らない料理はどれもおいしかった。でも、悠にとっていちばんの収しゆう穫かくは、サンドイッチを頰ほお張ばるアレクシスの姿が見られたことだ。


　出会ったときは遠い雲の上の人だったアレクシスが、どんどん近しく感じられる。


　当初は、アレクシスの恋人のふりができるか不安だったけれど、アレクシスと過ごすうちに、なんとかなると思えてきたから不思議だ。


　レッスンと称しようして繰くり返される、アレクシスのキスの魔ま法ほうにかかっているのかもしれない。


「お茶の時間だが、どうする？　この通りの外れに、カフェを併へい設せつしたティーショップがあるんだ。世界中のお茶が各種揃そろっていて、中国や日本のお茶もある」


「行きたいです！」


　仕事の参考になるかもしれないと顔を輝かがやかせる悠を、アレクシスがさらに唆そそのかす。


「カフェの売りは手作りのケーキだ。ランチのときに諦めたタルトが食べられるかもしれないよ」


「……う」


　さんざん迷ってチョコレート・ケーキを選んだことを思い出し、悠は耳みみ朶たぶまで紅あかくなった。すっかりアレクシスには、食い意地が張っていることを見抜かれている。


　アレクシスに案内されて立ち寄ったティーショップは、悠の期待を裏切らなかった。たっぷりの生クリームが添そえられたフルーツ・タルトもだ。


　店主のこだわりが窺うかがえる商品説明のカードには生産者の氏名や写真まで掲けい載さいされ、中には日本の緑茶もあった。とくに中国茶の種類が豊富で、またお土産に、仕事の参考にと買い込む。


　パーキングに停とめてあったアレクシスの愛車に乗り込み、悠は思わずぼやいた。


「毎日、こんなにおいしいものばかり食べていると、日本に帰るまでに太りそうです」


「君はもっと太ったほうがいい。そんなに華奢だと、折れてしまいそうで、思いきり抱だきしめられないからね」


「だ、抱きしめるって……」


　アレクシスの広い胸に抱きしめられ、キスされたときのことが蘇よみがえる。昨夜も、おやすみのキスはしだいに深くなり、気づいたときにはすっかり翻ほん弄ろうされたあとだった。


　毎晩、隣となりの部屋に向かうアレクシスを、もの足りないような、淋さびしいような、複雑な気持ちで見送るのが常だ。「もう少しいっしょにいてください」と口を衝ついて出そうになるのを堪こらえながら。


　もしかしたら、アレクシスに対して、友情やたんなる好意以上の感情が芽生えはじめているのだろうか。


　いくら恋こい人びととして振ふる舞まっていても、それはただの芝しば居いだ。二人の関係は、取り引きでしかない。


　アレクシスにしても、破談という目的があるからこそ、こうして悠に構ってくれているのだ。


　縁えん談だんを断るためとはいえ、同性の恋人の存在をその理由にしようとするアレクシスの発想は、大だい胆たんとしか言いようがない。もともと、自由な恋れん愛あい観の持ち主なのだろう。アレクシスの容姿なら、男女を問わず相手に不自由しなかったことは想像に難かたくない。


　要は、経験値が違ちがいすぎるのだ。いまも、愛車を走らせながら、アレクシスは余よ裕ゆうたっぷりの貌かおでおたおたする悠を愉しんでいた。


「ダイエットに励はげむ女性がいまの言葉を聞いたら、喜びそうですね」


「ほかの誰だれかではなく、君を喜ばせたいんだ」


　ああ言えば、こう言う。アレクシスの言葉はてらいがないぶん、ストレートだ。慣れることもできなければ、言い返すこともできない。


　なんだか悔くやしくてむうっと唇くちびるを尖とがらせていると、「あんまり可愛かわいい貌をしないでくれ」と止とどめを刺さされた。……完敗だ。


「すごいですね」


「なにが？」


　ハンドルを握るアレクシスのほうは、いたって涼すずしい貌だ。


「もういいです」


　わかっているくせにと悠が睨にらむふりをすると、アレクシスは声を上げて笑った。


　館へ戻もどる途と中ちゆう、「ＰＹＯ」の三文字が書かれた看板が目についた。来たときは気づかなかったが、可愛らしい苺いちごの絵が描かれていたり、苺の形をしていたりする看板の向こうには、なにやら畑が広がっている。


「アレクシス」


　ハンドルを握ったアレクシスが、視線だけよこす。ファースト・ネームを呼ぶことだけは、なんとか慣れることができた。


「ＰＹＯってなんですか？」


「『ＰＩＣＫ　ＹＯＵＲ　ＯＷＮ』の略だ。農家が育てている畑から、自分で好きなだけ収しゆう穫かくして売ってもらう。いまは、ちょうど苺がシーズンだ」


「自分で摘つんでいいんですか？」


　日本の苺いちご摘つみと同じようなものだろう。苺と聞いただけで、甘あま酸ずっぱい味と香かおりが口中に広がる気がした。


「ああ。やってみるか？」


「いいんですか？」


「もちろん。君を喜ばせるのが、私の役目だ」


　蕩とろけるような笑顔とともに殺し文句をさらりと告げられ、悠は絶句するしかなかった。


　次に現れた「ＰＹＯ」の看板を見て、アレクシスが脇わき道みちへハンドルを切る。矢印に従って進むと、突とつ然ぜん広々とした農園が現れた。


　入り口にある小屋で入場料を払はらい、籐とう製せいの籠かごをもらう。白い柵さくに囲まれた苺畑は広く、どこまでも続いている。ウィークディとあって先客はまばらだった。


「こっちの畝うねにしよう」


　おいで、とアレクシスに手招きされ、悠ははたと気づいた。ドライブとあって、アレクシスはネクタイをせず、シャツにスラックスというくだけた格好だ。だけど。


「あなたもなさるんですか？」


「いけないかな？」


「いけなくはありませんけど……」


　名門と名高いグレンヴィル伯はく爵しやくが古びた籠を手に、苺摘みをするなんて誰も想像しないだろう。


　悠の戸惑いなど意に介かいさず、アレクシスが腰こしを折って、苺を摘みはじめる。彼のうつくしい指が触ふれると、熟した果実はガーネットのように見えた。


「君の足あし許もとの苺がおいしそうだよ」


「あ、ほんとだ」


　イギリスまで来て、苺摘みをするなんて思わなかった。子供のころ、家族で出かけて以来だろう。


　アレクシスの館やかたに滞たい在ざいするあいだに七月に入り、陽ひ射ざしが強くなっている。しかし、苺の匂においを孕はらんだ風は涼しく、爽さわやかだった。


　昨日電話をした兄によると、日本ではまだ梅雨が明けず、じめじめした天気が続いているという。そんななかで兄や同どう僚りようたちが働いているのに、自分はと言えば、のん気に苺摘みをしているのだから、申し訳ない限りだ。


『せっかくの機会だ。伯爵の厚こう意いを無む駄だにしないよう、楽しんできなさい』


　確かに、英国貴族の館に招かれて何日も滞在するなどという出来事が、これからの人生でそうそうあるとは思えない。貴重な経験だ。


　グリフォンズの契けい約やくの件は、胸に重く伸のしかかっているが、焦あせっても仕方ない。まずは、アレクシスとの約束を果たしてからだ。


　セシリアたちの来訪は、明後日の予定だという。いよいよ、アレクシスとのレッスンの成果を試ためすときがきたのだ。本番は一度きり、失敗は赦ゆるされない。


　しばらくはこれからのことを考えていたのだが、しだいに悠は苺摘みに夢中になった。


　青々とした葉と、紅あかい果実の対比がうつくしい。畝に敷しかれたわらが、実った苺をやさしく包んでいる光景を目にし、悠はふと閃ひらめいた。


「……そっかあ」


「どうした？」


　アレクシスに訊たずねられ、悠は独り言を声に出していたことに気づいた。


「ストロー（わら）のベッドで育つベリーだから、ストロベリーっていう名前なんですね」


「そうか……」


　わずかに目を瞠みはってから、アレクシスは小さく微ほほ笑えんだ。


「おもしろいな、君は」


「いいです。自分でも、くだらないことを言ったのはわかっていますから」


　気き恥はずかしくなってふいと視線を逸そらすと、二つ向こうの畝で苺摘みをしている親子が見えた。


　まだ若い母親と三歳くらいの女の子が腰を屈かがめて苺を摘つみ、傍かたわらでは日ひ傘がさを差した祖母がにこにこと二人を見守っている。


「食べてもいい、ママ？」


　一個摘んでは母親に訊ね、嬉うれしそうに苺を口に運ぶ女の子のしぐさが愛らしい。


「君も味見してごらん。苺は量り売りだが、多少の摘つまみ食いは目こぼししてもらえるよ。もっとも、摘むよりも味見するほうが多くてはだめだが」


「しません、そんなこと」


　子供じゃあるまいし、と悠は憤ふん然ぜんとして摘んだ苺を口の中に放った。恋こい人びと扱あつかいしたり、子供扱いしたり、アレクシスのいいように翻弄されているのが悔しい。


「……う」


　酸っぱい。小ぶりの果実はまだ固く、青い味がした。ちゃんと確かめるんだったと後こう悔かいしつつ、なんとか飲み込む。


「まだ熟してなかったみたいだな。──こっちは大だい丈じよう夫ぶだ」


　口くち許もとに苺を差し出されて、悠は戸と惑まどった。アレクシスが手ずから、食べさせてくれようというのか。


「ほら、食べてごらん」


　促うながされ、おずおずと口を開いた。唇にアレクシスの指が触れて、どきりとする。


　真っ赤に熟うれた果肉は柔やわらかく、歯を立てたとたん、甘い香りが立ち上った。さきほどの苺より、ずっと甘い。


「おいしい、です」


「よかった」


　悠の反応を窺うかがっていたアレクシスが、甘く微笑む。細められた瞳ひとみに浮うかぶ、あたたかく、やさしい色に魅みせられる。


　とくん、と心臓の鼓こ動どうが波打った。驚おどろくほどに甘やかな感情が胸に広がっていく。


　アレクシスに見つめられるとどきどきするし、アレクシスに微笑まれると嬉しい。


　……どうしよう。


　好きかも、しれない。


　恋こい人びとのふりをしているうちに、恋に落ちるなんてことがあっていいのだろうか。


　いや、違ちがう。


　アレクシスがやさしくて、あまりにも魅力的だから、錯覚しそうになっているのだ。アレクシスは、自分なんかが好きになっていい人ではない。


「もういいのかい？」


「自分で摘みますから」


　うるさいほど高鳴った鼓動を紛まぎらわせたくて、摘み取った苺いちごを含ふくむ。今度は、ちゃんと熟した苺だ。


　けれど、アレクシスに食べさせてもらったときほどはおいしく感じられなかった。




４







「お土産みやげを楽しみにしていてください、と。……これでいいかな」


　実家の両親と一人暮らしをしている兄に出す葉は書がきを書き終え、悠は文面を確かめた。


　夕刻には、セシリアが母親とともにやってくることになっている。家族宛あてに葉書でも書いていないと、落ち着かなかった。


　午前中、悠を乗馬に誘さそってくれたアレクシスは来客中だ。彼の姿が見えないことが、こんなにも心細いことだとは思わなかった。


　オリヴィエや使用人がよくしてくれるとはいえ、悠が頼たよれるのはアレクシスだけだ。しぜんと、彼に依い存ぞんする気持ちが芽生えているのかもしれない。


　アレクシスに対する気持ちは、それだけではなかった。


　取り引きで恋人のふりをしているだけなのに、ともすれば本当の恋人のように錯さつ覚かくしてしまいそうになるのだ。


　そもそも、アレクシスへの好意がなければ、仕事のためとはいえ、偽いつわりの恋人役を引き受けなかっただろう。


　でも、それは恋れん愛あい感情ではなくて──。


　考えるほどに、わからなくなる。告白されてつきあっただけで、ろくに恋愛経験のない悠には、自分の感情がなんなのかさえ、わからなかった。


　オリヴィエに用意してもらった切手を貼はると、あとはもうすることがない。書き物机に両りよう肘ひじをつき、悠は盛大なため息をついた。


　ちゃんと恋人のふりができるだろうか。


　もとより、アレクシスとでは釣つりあいが取れないのは承知だ。せめて、恋人らしく見えればいいのだが。


　とはいえ、セシリアを騙だますことに変わりはないのだから、良心が咎とがめた。なにも知らない兄や、同どう僚りようたちに対する罪悪感もある。


　仕事のためだ。アレクシスの破談に協力することで、グリフォンズとの契約が手に入るかもしれない。大げさに言うなら、これからの自分の行動に桐原物産の未来がかかっているのだ。


　課せられた役割の重さに怯ひるみそうになる自分にそう言い聞かせ、心を奮い立たせる。


　気晴らしにロングギャラリーにでも行こうかと椅い子すを立ったとき、ドアがノックされた。


「腕うで時ど計けいが修理から戻もどってきたよ」


　入ってきたアレクシスが、腕時計を掲かかげてみせる。出会ったあの日、悠がぶつかったせいで壊こわれた腕時計だ。


「直ったんですね」


「ああ。このとおり、傷一つない」


　目の前に差し出された腕時計を恐こわ々ごわと覗のぞき込む。壊れていた黒い秒針はひそやかな音を立て、元通り規則正しく時間を刻んでいた。


「よかったあ……」


　ほっとして、悠は笑った。安心したせいか、目め許もとがじわりと潤うるむ。


「もし修理がうまくいかなかったら、どうしようと思っていたんです。同じ品物を探したとしても、それはお父さまの形見の品ではないし……」


「ものはものだよ。だが、思い出のある品なら、ものとしての役割を果たすかどうかは関係ない。この腕時計もそうだ。腕時計としての役割を果たさなくなっても、価値は変わらない」


　ものは、しょせんものでしかない──最初に聞いたときは、合理的な、しかし冷たい言葉だと思ったけれど、今日は異なる意味を持って悠の心に響ひびいた。


「そうですよね……。僕、勘かん違ちがいしてました」


　この腕時計を引き合いに出してアレクシスを説得しようとしたことが、いまとなっては恥はずかしかった。


「ごめんなさい」


「君が謝るようなことはなにもない」


　アレクシスは微ほほ笑えんで緩ゆるくかぶりを振ふると、悠の手を取った。


「これをつけてくれないか」


「ぇ……っ」


　手首に腕時計を嵌はめられそうになり、悠は焦あせった。


「セシリアたちがいるあいだだけでいい。君につけてほしいんだ」


「でも、大切な時計なのに……」


　精せい緻ちなエナメル細工が施ほどこされた文字盤ばん、さりげなく配置されたダイヤ。クロコダイルのストラップが、艶つややかな光を放っている。思い出の品というだけでなく、金額的にも価値のある品だということがわかる。


「だからこそだ。彼女は、この腕時計が父の形見だと知っている。それを君に贈おくれば、深い愛情の現れだと思うだろう」


　この腕時計は、セシリアを欺あざむく芝しば居いのための、重要な小道具なのだ。ならば、アレクシスの提案を受け入れるべきだろう。


「わかりました。大切に、お預かりします」


「ありがとう」


　アレクシスが腕時計をつけてくれる。見ため以上に、ずしりと重く感じられた。


「セシリアは勝ち気な娘むすめだ。母親のほうは、我が家の財産が目当てで私と娘を結けつ婚こんさせたがっている。いまさらだが、彼女たちのせいで君に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせるかもしれない」


「大丈夫です。僕、鈍にぶいから嫌いやみを言われてもわからないし、意外と打たれ強いんです」


「それは頼たのもしいな。やはり、君に頼んでよかった」


　力強く請うけ負う悠に、アレクシスが薄うすく唇くちびるを綻ほころばせた。蒼あおい瞳ひとみから、ようやく憂うれいが消える。


「どんなことがあっても、君は私が守る。それだけは、信じてほしい」


「……はい」


　真しん摯しな表情で告げ、悠の頰ほおを掌てのひらで包む。


　間近から見つめる勁つよいまなざしに耐たえかねて悠が睫まつ毛げを伏ふせると、額に唇が押し当てられた。神聖な誓ちかいを立てるかのようなキス。


　毎晩、就しゆう寝しんまえに繰くり返されるあの濃のう密みつなキスとは比べものにならない。だからこそかえって、大切にされていると思えた。


「彼女たちがやってくるまで、レッスンのおさらいをしようか」


「いっ…いえ。それは結構ですっ」


　あんな濃のう厚こうなキスをされたら、セシリアたちの前に顔を出せなくなってしまう。


　再びドアがノックされ、「アレクシスさま」というオリヴィエの声がした。


「フェリントン前男だん爵しやく夫人とレディ・セシリアがお見えになりました」











「お久しぶり、アレクシス」


　フェリントン前男爵夫人マデリン・モートンは、すらりとした娘とは違ちがい、ふくよかな女性だった。光こう沢たくのあるグレーのスーツに包まれた体形同様、動作も大ぶりだ。


「ようこそいらっしゃいました。マデリンおばさま」


　アレクシスが頰にキスして挨あい拶さつすると、前男爵夫人は満足そうに微笑んだ。


　傍かたわらには、母親と同じ色の髪かみと瞳をしたセシリアがいる。彼女はその青い目で、じっとアレクシスを見つめていた。


「こんにちは、アレクシス」


「ようこそ、セシリア」


　アレクシスの唇が触ふれるなり、セシリアの薔薇ばら色いろの頰がほんのりと色味を増した。アレクシスに対するセシリアの思し慕ぼは、傍はた目めにも明らかだ。


　こんなセシリアに、自分などがアレクシスの恋こい人びとだと告げれば、たいへんなことになるのではないか。


　これから訪おとずれるであろう愁しゆう嘆たん場ばを覚かく悟ごしながら、悠は極力目立たないよう、アレクシスの後ろに控ひかえていた。


「この方は？　以前、あなたのオフィスでお見かけした覚えがあるのだけれど」


　セシリアのブルートパーズを思わせる瞳が、悠を見み遣やる。館の中に紛まぎれ込んだ野の良ら猫ねこでも見るようなまなざしで。


　そこには、侮ぶ蔑べつと警けい戒かいがあった。オフィスで会ったときから、セシリアには快く思われていないようだ。


　まして、この館に滞たい在ざい中、アレクシスを独どく占せんできると思っていたのだろう彼女にしてみれば、悠は招かれざる闖ちん入にゆう者にほかならなかった。


「悠」


　アレクシスが目配せし、悠の肩かたに手を添そえる。いよいよだ。


「紹しよう介かいしよう。桐原悠、私の大切な恋人だ」


　刹せつ那な、奇き妙みような静せい寂じやくが落ちた。セシリアはアレクシスの言葉が理解できないという貌かおで立ち尽つくし、ソファに座っていた夫人は笑え顔がおのまま固まった。


　事情を知っているオリヴィエが紅茶を淹いれる音だけが、広いサロンに響く。


　衝しよう撃げきから立ち直ったのは、夫人よりセシリアのほうが早かった。


「いったいどういうこと……？　なんて言ったの、アレクシス」


「悠と私は、熱ねつ烈れつに愛しあう恋人同士だと言ったんだ」


　困こん惑わくするセシリアには目もくれず、アレクシスは悠を見つめた。熱愛する恋人が、愛いとおしくてたまらないという表情で。


　ぐっと抱だき寄せられ、悠はされるままになった。恥ずかしかったが、セシリアに不ふ審しんがられては水の泡あわだ。


「噓うそ……噓でしょう？　だって、会ったばかりなんじゃ……」


「恋に落ちるのに、時間は必要ない」


　見事なまでにアレクシスは落ち着き払はらっていた。投資家だけでなく、俳優の才能もあるようだ。


「でも、同性じゃない…っ」


「同性同士の関係なんて、いまさら驚おどろくことじゃないだろう？　君も知っているとおり、我が国におけるパブリックスクールの悪あしき因習は有名だ」


　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような貌で固まっていた夫人が、ついに事情を理解したらしい。嘆なげかわしいと言わんばかりにかぶりを振り、こめかみを押さえた。


「そんなの、認めないわ。絶対に認めないから…っ」


　金切り声を上げ、セシリアが淡あわいクリーム色のワンピースに包まれた自分の腕うでをぎゅっと抱きしめる。小刻みに震える彼女の全身が、拒絶を表していた。


「君が理解できないなら、それで構わない。二人の関係は私と悠の問題で、君に認めてもらう必要はないからね」


「ひどいわ、アレクシス……！」


　アレクシスに突つき放され、セシリアが瞳を潤うるませる。夫人はおろおろしながら、娘とアレクシスを見守っていた。


「私の気持ちを知っているくせに、どうしてそんなことを言うの……！」


「君のことは、妹のように思っている。だから、結婚はできない。君は、君を愛してくれる相手と結婚するべきだ」


　完かん璧ぺきな拒きよ絶ぜつだった。これ以上ないほどの。


「私が好きなのは、あなただけよ……子供のころ、初めて会ったときから、ずっと好きだったの……あなたと結婚できると信じてたから、だから、私……」


　セシリアの声が嗚お咽えつに途切れ、紅潮した頰に涙なみだが伝った。


　本当にアレクシスが好きなのだ。心の底から、彼を想おもっている。アレクシスの傍らにいた悠には、セシリアの気持ちが痛いほど伝わってきた。


　青い目を溶け出しそうに潤うるませ、ぽろぽろと涙を零こぼす彼女の姿は、報むくわれない恋に悩むか弱い女性そのもので、同情を覚えずにいられなかった。


　悠はまだ、人目を憚はばからずに泣くほど誰かを好きになったことはない。相手に拒絶されてなお、好きだと訴えずにいられない情熱もまた、知らない。


　アレクシスとの取り引きが、褒ほめられた方法でないのはわかっていた。破談に協力することが、セシリアを騙だますことだとも。


　でも、こうして傷ついたセシリアを目まの当たりにしてようやく気づいた。自分は、わかっていたつもりで、なにもわかっていなかったのだ。


　会社のためと言いながら、その裏にあったのはつまらない功名心だ。グリフォンズとの契約をまとめることで、会社の役に立てることを示したかったし、兄にも認められたかった。


　アレクシスを恋い慕したうセシリアの純粋な気持ちに比べたら、なんて打算的なんだろう。ひどく自分が薄汚れた人間のように思えた。こんな私利私欲のために、彼女を傷つけていいのだろうか──。


　これまで目を逸そらしてきた罪悪感が、重苦しい雨雲のように胸に立ち込める。俯うつむきかけたとき、セシリアと目が合った。泣き濡ぬれた瞳ひとみが憎しみを湛たたえて、悠を射い貫ぬく。


「絶対に、あなたなんかにアレクシスは渡わたさないから……！」


　綺き麗れいにマニキュアの塗ぬられた人差し指を悠に突きつけ、セシリアが宣言した。悠がなにかを言う間もなく、身を翻ひるがえしてサロンを出ていく。


「セシリア……！」


　娘を追おうと夫人がやっとソファから立ち上がったのは、ドアが閉まったあとだった。


「ああ、アレクシス……本当なの？　いったいどうして、あなたともあろう人が……」


　アレクシスと、彼に肩を抱かれた悠をちらちらと見遣り、夫人は困惑顔だ。


「申し訳ありません、おばさま。お話ししたような事情で、セシリアとは結婚できません」


「ま…まあ、そんなに結論を急がなくてもいいじゃないの。若いときはいろいろ誘ゆう惑わくが多いものよ。気の迷いを起こすことだってあるわ。でも、結婚は人生の一大事なんだから、焦あせらず、慎しん重ちように考えてちょうだい」


　考え直すようにと暗にアレクシスを諭さとし、夫人は娘むすめのあとを追った。


「これで、第一段階はクリアだな」


　夫人の太りじしの後ろ姿を見送り、アレクシスはやれやれとため息をついた。肩を抱いていた悠に、「お疲つかれさま」と微ほほ笑えむ。


「母娘二人揃そろうと、なかなか強烈だろう？　嫌いやな思いをさせて、申し訳ない」


「僕ではなく、セシリアさんが嫌な思いをしたようですけど……」


「仕方がないさ。このくらいしないと、彼女には効き目がない」


　アレクシスはまったく意に介かいしていないようだが、悠の思いは複雑だった。


　母親とは違い、セシリアの気持ちには打算がない。純じゆん粋すいにアレクシスを想っている彼女を傷つけたのだと思うと、罪悪感で胸がいっぱいになった。











　セシリアは夕食の席に姿を見せなかった。


　気分がすぐれないとのことだったが、それが本当の理由でないのは明らかだ。


　アレクシスと悠を二人きりにさせてはならないと思ったのか、夫人が夕食をともにした。おっとりとした口調に敵意を滲にじませつつ、悠からあれこれと話を聞きだそうとする。


「私の可愛かわいい恋人を困らせないでください。悠は控えめで、慎つつしみ深い性格の持ち主なんです」


　返答に困ると、すかさずアレクシスが助け舟ぶねを出してくれた。つきあいはじめたばかりで、いっときたりとも離はなれたくない恋人同士というのが、アレクシスの考えた設定だ。


　アレクシスの芝居が功を奏したのか、夫人はうまく騙だまされたようだ。熱を上げているいまはなにを言っても埒らちが明かないと考えたらしく、娘が気になるからと、早々に部屋に引き上げていった。


「お話があるんです。できれば、お部屋で話をしたいのですが」


　気づまりな夕食を終え、悠は食後のお茶もそこそこに、アレクシスに切り出した。


「改まってどうした？　私の部屋でよければ、話を聞こう」


　隣となりなのに、アレクシスの部屋に足を踏ふみ入れるのはこれが初めてだった。ほぼ同じ造りだったが、こちらは青が基調だ。


　勧すすめられて長なが椅い子すに腰こしかける。優美な装そう飾しよくが施ほどこされた繻しゆ子す張りの椅い子すは座り心ごこ地ちも素晴らしかったが、堪たん能のうする余よ裕ゆうはなかった。


「お芝しば居いをするのは、もうやめませんか……？」


　アレクシスの眉まゆがぴくりと震え、蒼あおい瞳ひとみがすっと細くなる。


「恋こい人びとのふりをするのが、そんなに嫌？」


「嫌なのではありません」


　訊たずねたアレクシスの貌がひどく悲しそうに見え、悠は焦って首を横に振ふった。


「でも、僕では力不足だし、……それに、やっぱり気が咎とがめるんです」


「どうして？」


　アレクシスは、まったくセシリアの心情を斟しん酌しやくしようとしない。結けつ婚こんという人生の一大事がかかっていては仕方ないのかもしれないが、悠はセシリアに同情を覚えずにいられなかった。


　セシリアに対するアレクシスの対応は、自分に対して示してくれた思いやりに満ちたそれとはかけ離れている。そのやさしさも、破談という目的があるからこそと思うと、心が冷えた。


「セシリアさんを、傷つけることになるからです」


「悠、それは……」


　アレクシスがなにかを言おうとするのを遮さえぎり、悠は続けた。


「僕は、どうしてもグリフォンズとの契けい約やくが欲しかった。グリフォンズの紅茶に魅みせられた気持ちにも、紅茶に対する思い入れにも、噓はありません。でも、打算もありました。桐原物産としては紅茶部門のてこ入れをする必要があったし、僕自身、契約をまとめて、自分の評価を上げたかったんです」


「そんなことは、会社の一員なら当然だ。上じよう昇しよう志向があるのは、悪いことじゃない」


　隣に腰を下ろしたアレクシスが宥なだめるように言うのを、悠は「いいえ」と否定した。


「僕が間ま違ちがっていました。契約欲しさに、あなたの恋人のふりをするなんて……。どんな理由があろうと、他人の気持ちを傷つけて、いいはずがない」


「──そんな理由で、私との契約を反ほ故ごにしたいと？」


　ふいに凍いてついた声が落ちる。


　ぎくりとして顔を上げた悠は、心臓まで凍こおりつかせるような冷れい徹てつなまなざしに射貫かれて息を呑のんだ。


「いまさら契約を反故にするなど、絶対に赦ゆるさない」


「……アレクシス」


　唇くちびるを歪ゆがめて嗤わらうアレクシスはただならぬ気色を帯びていて、悠は頰ほおがそそけ立つのを感じた。


　アレクシスが、怒おこっている。いつもは涼やかな瞳が初めて見るような激しい怒りを湛たたえ、悠を凝ぎよう視ししていた。


「私が怖こわいのか？」


「怖くなんて……」


　かぶりを振りかけ、悠はいつの間にか自分が長椅子の端はしまで体を引いていたことに気づいた。誤ご魔ま化かしようのない怯おびえが、悠の顔を強こわばらせる。


「偽いつわりの恋人を演じてセシリアを騙すことに良心が咎めるというのなら、本当の恋人になればいい」


「アレクシス……？」


　アレクシスの双そう眸ぼうに激しい色合いが閃ひらめいた瞬しゆん間かん、腕うでを摑つかんで椅子から強ごう引いんに立たされた。苦痛に顔を歪めたが、アレクシスはまったく意に介さず、悠を寝しん室しつへと引きずっていく。


　天てん蓋がいつきの広々としたベッドに、荷物よろしく突つき飛ばされる。常に紳しん士し的なアレクシスからは想像もできない、手て荒あらな行動だった。


「な……なにを……」


「既き成せい事じ実じつができれば、君も諦あきらめがつくだろう？」


　アクレシスの言う既成事実がなにを意味するのか、恋れん愛あいごとに鈍にぶい悠にも察しがついた。


　恋愛感情もなく、ただ体を繫つなげることが恋人だというのか。氷でできた刃やいばを心臓に突き立てられたような気がして、身動きできなくなる。それでも、まだアレクシスが本気だとは思いたくなかった。


「そんなの……噓うそでしょう……？」


「どうせ嫌きらわれるなら、力ずくで君を奪うばっても同じだ」


　露ろ悪あく的な笑えみを浮うかべ、アレクシスが伸のしかかってくる。体格の違ちがいによる力の差は明白だった。必死に抗あらがう悠を、逞たくましい腕がなんなく捻ねじ伏ふせてしまう。


「君に触ふれたいという衝しよう動どうを押し殺し、紳士的に接してきた。我ながら、無む駄だな忍にん耐たいだったと呆あきれる思いがする」


「や…、やだ…っ」


　──怖い。


　照明を背にするアレクシスの瞳が、昏くらい紫むらさきに輝かがやく。大きな掌てのひらに頰を押さえつけられ、唇を塞ふさがれた。


「ん…んっ」


　就しゆう寝しんの儀ぎ式しきのように、夜ごと与あたえられたキスとはあまりに違う。悠の気持ちを解きほぐし、甘やかな陶とう酔すいをもたらすためのキスではなく、一方的に奪い、蹂じゆう躙りんするためのキスだった。


　拒こばもうにも、見かけよりずっと力の強い手に顎あごを押さえ込まれていて、唇を閉じられない。


　舌を捩じ込まれ、息いき継つぎも赦されず、恣ほしいままに貪むさぼられる。飲みきれない唾だ液えきが唇の端はしから滴したたり落ちたが、アレクシスは容よう赦しやしなかった。


「ぅ…、ん……ふっ」


　酸欠になったように、頭の中が朦もう朧ろうとしてくる。苦しくて、眦まなじりに涙なみだが滲んだ。拒もうにも、アレクシスの手に顎を押さえ込まれていて、唇を閉じられない。


「は、……っ」


　好き勝手に悠の口中を嬲なぶり尽つくして気が済んだのか、ようやくアレクシスが解放してくれた。


　いっきに空気が流れ込み、肩かたを大きく喘あえがせる。しかし、解放されたと思ったのもつかの間、今度は衣服にアレクシスの手がかかった。


「や…っ、やめてください…！」


　ネクタイを引き抜ぬき、ワイシャツのボタンを外すアレクシスの手を阻はばもうとしたが、鬱うつ陶とうしそうに振り払はらわれた。


「抵てい抗こうして、乱暴に扱あつかわれるのが好みなのか？」


「ち…ちが…っ」


　こんなアレクシスは、知らない。唇を歪めて嗤うアレクシスは昏く荒すさんだ表情をしていて、まるで別人のようだった。


　ワイシャツをはだけられ、上半身を剝むき出しにされる。薄うすい胸むな板いたにアレクシスの視線が注がれるのを感じ、悠は全身を慄おののかせた。ネクタイを緩ゆるめてさえいないアレクシスの前で、貧相な体を晒さらしているのがたまらなく恥ずかしい。


「想像していたより、ずっと君はうつくしい」


　想像していた？　アレクシスが？　頰を火ほ照てらせる悠に構わず、アレクシスが素す肌はだに触れてくる。


「見かけは真しん珠じゆのようだが、手て触ざわりは極ごく上じようのシルクだ」


　そっと撫なで上げられて、背筋がぞくぞくっと震ふるえた。なんだろう。触さわられているだけで、心しん拍ぱく数すうが上がる。不ふ審しんに思っていると、アレクシスの指が胸先の尖とがりを捉とらえた。


「ひゃ…っ」


　不意を衝つかれ、思わず間ま抜ぬけな声が出てしまう。予期せぬ刺し激げきが電流のように全身を走り抜けた。


「敏びん感かんだな」


　唇の端を吊つり上げ、アレクシスが嘲あざ笑わらう。冷れい酷こくでひどく官能的な微び笑しようだった。


「どうして、そんなところ……」


「知らないのか？　ここで、気持ちよくなれるんだ」


　小さな突とつ起きをきゅっと摘つままれて、悠は息を呑んだ。痛くはない。くすぐったいような、むず痒がゆいような複雑な感覚がある。でも、気持ちいいというわけでは──。


「う…そ……」


「噓なものか。君ほど敏感なら、ここを可愛かわいがられただけで達いけるようになるだろう」


　困こん惑わく混じりに呟つぶやいた悠の言こと葉ば尻じりを捉とらえ、アレクシスが淫いん蕩とうに目を細める。


　女性でもあるまいし、なんの役にも立たない器官をいじられて、そこまで感じるとは思えない。


　驚おどろきに凝ぎよう然ぜんとしている悠をよそに、アレクシスが胸の突起を愛あい撫ぶしはじめた。摘んではじわじわと力を加えて乳にゆう嘴しを捏こね、先せん端たんに円を描えがく。


　悪あく辣らつなまでに巧たくみな手管を用い、アレクシスは未熟な体から官能を引き出そうとする。アレクシスの指がそこで蠢うごめくたび、呼吸が引き攣つり、組み敷しかれた悠の体がひくひくと跳はねた。


「く…、ぅ……」


　気を抜くと妙みような声が出てしまいそうで、悠は唇を嚙かみ締しめるだけでは足りず、掌で口くち許もとを塞ごうとした。それに気づいたアレクシスが、悠の腕を摑む。


「我が慢まんすることはない。君の愛らしいさえずりを、私に聞かせてくれ」


「い、や…っ」


　潤うるんだまなざしを上げて哀あい願がんしたが、アレクシスは悠を追いつめる手を緩めてはくれなかった。さきほどからずっといじられているせいで、二つの乳ち首くびの先端がつきつきと疼うずき、凝しこっていく感覚がある。


「ごらん、紅あかく色づいてきた。このあいだの苺いちごのようだ」


「ぅ……」


　アレクシスの言葉につられて、つい自分の胸むな許もとを見下ろしてしまった。これまで存在さえ意識していなかった器官は、熟した苺のような澄すんだガーネット色に染まり、ぷくりと尖っている。自分の体の一部とは思えないほど、猥みだりがわしい光景だった。


「だが、苺と違ちがうのは、熟すほどに硬かたくなることだな」


「ひぁ…っ」


　硬こう度どを知らしめるようにぎゅっと押し潰つぶされて、目の前で火花が散った。電流が走ったように体が仰のけ反り、悲鳴じみた声が迸ほとばしる。


「私の指が弾はじき返されそうだ」


「あっ、あ……っ」


　こりこりに凝った形をなぞられ、耐たえきれない疼きが下か肢しまで伝い落ちる。硬くなっているだけでなく、そこが恐おそろしく敏感になっていることを思い知らされ、悠は愕がく然ぜんとした。


　胸に生じた熱い痺しびれが、全身に広がりつつある。呼吸が乱れ、時折、自分のものとは思えない声が口から零こぼれた。


「気持ちいいだろう？」


「ぁ……」


　これが、快楽なのか。いつの間にか自分の体がアレクシスのもたらす感覚を快感として享受しはじめていることに気づき、悠は濡ぬれた目を瞠みはった。


「もっと感じてごらん」


「やぁ…っ」


　いきなり胸むな許もとに顔を伏せ、アレクシスが尖りきった乳首を唇くちびるに含ふくむ。ねっとりと濡れた舌の熱さと柔やわらかさに固まっていると、かりっと歯が立てられた。


「あぁっ」


　痛みと快感が凄すさまじい火花を散らし、脳のう髄ずいを眩くらませる。条件反射のように、張りつめた下肢がとろりと濡れた。


「は…あ、ぁ…っ」


　音を立てて吸い上げられ、羞恥と快感にどうにかなりそうだった。唾液に濡れていじりやすくなった突起を引っかかれ、今度はもう片方を唇に含まれる。その繰くり返しだった。


　どうして、こんな場所が感じるのだろう。


　ありえないと思っていたのに、このままではアレクシスの言葉どおりの事態になりそうで怖こわい。


「こちらも感じているのか？」


「や…っ」


　衣服の上から下肢に触ふれられて、悠は頭の中まで茹ゆで上がった。そこがどんなにはしたない状態になっているか、知られてしまう。


「いや、やだっ、やめてください…っ」


　渾こん身しんの力で抗あらがったつもりだったが、快楽に侵しん食しよくされた体は、持ち主の意思どおりにはならなかった。悠の抵抗をものともせず、アレクシスがベルトを緩め、ファスナーを下ろす。


「あう…っ」


　長い指が絡からんできて、悠は押し戻もどそうとした手で、逆にアレクシスのシャツを摑つかんでいた。初めて感じる他人の手の感触に、ぬるっと熱い雫しずくが溢あふれる。


「君が恥ずかしがるのも無理はないな。胸をいじられただけで、これほど濡らしていては」


　ぐちゃぐちゃだ、とアレクシスがひそめた声こわ音ねで含み笑う。高貴な美び貌ぼうにそぐわない卑ひ猥わいな台詞せりふが、悠を羞恥の渦うずに陥おとしいれる。


「本当に君は感じやすい」


「や…、ん…っ」


　賛さん嘆たんめいた呟きとともに、アレクシスの吐と息いきが頰ほおを掠かすめる。そのささやかな刺激にさえ感じて、悠は小さく喘あえいだ。


　もはやろくに抵抗できず、下着ごと衣服を下ろされ、両りよう脚あしから引き抜ぬかれる。すっかり前をはだけられたワイシャツ一枚という心こころ許もとない格好で、悠はベッドに押さえつけられた。


「もう溢れそうだな」


　アレクシスに、見られている。恥はずかしげもなく昂たかぶった部分が、震えながら蜜みつを滴したたらせている様子を、あの宝石のような瞳ひとみに見られているのだ。


「や…やだ、見ない…で…っ」


　羞恥に息が止まりそうになり、悠は力なく啜すすり泣いた。途と切ぎれがちの声が甘い艶を帯びて、男の征服欲を煽あおることになるとは気づきもせず。


「見ているだけで、どんどん溢れてくる。私を誘ゆう惑わくしているのか？」


「ち…が…っ」


　恥ずかしくてたまらないのに、張りつめた屹立がひくりと震えて、新たな蜜を零こぼした。脚を閉じたくとも、アレクシスに膝ひざを摑まれていては叶かなわない。


「こんなに感じやすい体で、女性の相手ができたとは思えないな。それとも、君のこれまでの恋こい人びとは男だったのか」


「そ…そんな…の、いません…！」


　まともなキスの経験さえなかったことからも、恋人と言えるような存在がいなかったことは察しがつくだろう。


　弾かれたようにかぶりを振ふる悠を見つめるアレクシスの双そう眸ぼうが、不ふ穏おんに底光りする。


「これからは、男だろうが女だろうが、君に触れることは赦ゆるさない」


「ア…アレク…、や…っ」


　両脚を大きく割り広げられ、逃のがれる間もなく中心で震ふるえている欲望を口に含まれる。


　予期せぬ行動に、頭の中が真っ白になった。むろん、口こう淫いんと呼ばれる行こう為いが存在することは、悠だって知っている。


　けれど、自身を包み込んでいる熱い粘ねん膜まくがアレクシスのもので、いったい彼がどうしてこんな真似まねをしているのか、体感と事実がまったく繫つながらなかった。


「や…やだ、だめ…っ」


　恐きよう慌こう状態に陥おちいりながらも、なんとか黄金の髪かみに指を絡めて、下肢から引き剝がそうとする。だが、アレクシスの頭はびくともしなかった。


「あ…っ、あ、や…ぁっ」


　いっそう深く咥くわえ込まれ、悠は網あみにかかった哀あわれな魚のようにびくびくと跳ねた。


　気持ちがいい。ぬめった粘膜に包まれたそこから、全身が蜂はち蜜みつのように蕩とろけてしまいそうだった。


　誰だれより高貴で、うつくしい男が自分に額ぬかずき、愛撫している。


「ふ…く、ぅ…っ」


　アレクシスにこんなことをさせてはいけないと思うのに、窄すぼめた頰で締しめつけるようにされると、快感に胴どう震ぶるいが走った。


「あっ、あ…っ」


　同性だけあって、アレクシスは弱みを知り尽つくしていた。先せん端たんの切れ込みを舌先につつかれ、裏筋の弱い部分をなぞられて、悠の細腰が本能のままにうねる。


「い…や、もう…っ」


　急速に募つのる射精感に、悠は限界を感じた。このままでは、アレクシスの口を穢けがしてしまう。


「だめ、も……放して…ッ」


　うまく力の入らない手でアレクシスの髪を引っ張り、もうやめてと哀あい願がんする。しかし、それに応こたえたのはさらに熱ねつ烈れつな愛あい撫ぶだった。


「あ…あ、あっ」


　ひときわ強く吸い上げられて、経験のない体はひとたまりもなかった。がくがくと腰を突つき上げながら、熱い口中に放ってしまう。


「は……ふ…、ぅ…っ」


　射精の余よ韻いんに朦もう朧ろうとしながら、悠は潤うるんだ瞳を瞬またたかせた。体を起こしたアレクシスの喉のど仏ぼとけが上下に動く。


　噓うそ──。信じられなかった。あんなものを、アレクシスに飲ませてしまうなんて。激しい羞しゆう恥ちに目め眩まいがした。


「ご……ごめんなさい……」


「君が謝る必要はない。私がしたかっただけだ」


　いっそう艶つやめいて見える美貌を綻ほころばせ、アレクシスが口くち許もとを拭ぬぐう。そのしぐさにも、匂におい立つような色いろ香かがあった。


「だが、達いきたいときは、そう言いなさい。次からは、おねだりができるまでお預けだ」


　耳じ朶だにくちづけるようにして囁ささやく声は意地が悪いのにとてつもなく甘くて、脳髄まで溶けてしまう。アレクシスを怒おこらせ、既き成せい事じ実じつを作るための行為に駆り立てたことを忘れそうになる。


　ぼんやりしているうちに、気だるい熱に侵おかされた体を裏返された。肉づきの薄うすい双そう丘きゆうを割り開かれ、ふだんは誰の目にも触れない場所をあらわにされる。


「な…なに……？」


　背後にいるアレクシスの気配が動き、腰の狭はざ間まになにかが触れた。熱く濡れた、柔らかなもの。その正体に思い至った悠は、激しい羞恥に全身を慄おののかせた。


「いや…、やだ…っ、そんな…の、汚きたない…っ」


　信じられない場所を、アレクシスの舌が這はっている。ぬるぬるとした感かん触しよくが生々しい。身を捩よじって逃れようとしたが、腰こし骨ぼねを摑んで引き戻された。


「おとなしくしなさい。君を傷つけたくないんだ」


「や…、いや…、や…ぁ」


　がっしりとした手に押さえつけられ、もはや首を左右に打ち振ることしかできなくなった。怯おびえて窄すぼまる蕾つぼみを、執しつ拗ようなほど丹たん念ねんに潤うるおされる。


「ひ…や…ぁ」


　尖った舌先がつぷりと突き入れられ、悠の喉のどから高い喘ぎが迸ほとばしった。弾だん力りよくのある舌が狭せまい粘膜を強ごう引いんに抉こじ開けて、中へ潜もぐり込んでくる。


「う…ぅ……」


　内部でアレクシスの舌が蠢うごめくたび、これまで聞いたこともないような卑猥な水音が響いた。たっぷりと送り込まれた熱い唾だ液えきが内ない壁へきを舐なめるようにしてとろりと滴したたり落ち、悠を惑わく乱らんさせる。


　いちばん恥ずかしい部分を、こともあろうにアレクシスの舌先で愛されているのだ。経験のない悠にはあまりにも強きよう烈れつな体験で、これが現実の出来事とは思えなかった。


「だ…め、あ、あ……や、…ぁ」


　しかし、拒きよ絶ぜつする心とは裏腹に、体は従順にアレクシスの愛撫を享きよう受じゆしはじめる。すっかり濡ぬれ綻んだ花弁は、喘ぐようにひそやかな開閉を繰くり返していた。


　もう充じゆう分ぶんと見たのか、アレクシスが顔を上げる。ほっとする間もなく、舌の代わりに指が差し入れられた。


「ぁ……や、痛い…っ」


　舌よりずっと硬かたいものを突き入れられ、未熟な粘膜が驚きよう愕がくに窄まる。そのせいでよけい男の指を締めつけてしまい、軋むような痛みが生じた。


「すぐによくなるから、力を抜きなさい」


「や……」


　どうすればいいか、わからない。力なくかぶりを振ると、背中にアレクシスの苦く笑しようが落ちた。


　前に廻まわってきた手が、張りつめた花か茎けいや袋ふくろをあやして、強こわばる体から緊きん張ちようを解こうとする。与あたえられる刺し激げきに反応してひくつく柔やわ襞ひだの動きに合わせて、じわじわと指が侵しん入にゆうしてきた。


「あ…あっ」


　凝しこった乳ち首くびを摘つままれて喘いだ拍ひよう子しに、アレクシスの指にずるりと内壁を擦こすられた。そんな場所を触ふれられてもおぞましいだけのはずなのに、奇き妙みようなほど甘い快感が背筋を駆かけ抜ける。


「や…あ、…ん…っ」


　異物を押し出そうとする生せい硬こうな内壁を宥なだめながら、唾液を奥まで塗ぬり込めるようにして男の指が前後する。くちゅくちゅという湿しめった音がやけに大きく聞こえ、悠はシーツを握にぎり締めて羞恥に耐たえた。


「ああ、柔やわらかくなってきた」


「っ…」


　違ちがう、と言いたいのに。男の指を食はんだ粘膜が柔じゆう軟なんに蠢きながら、それを締めつけているのが悠にもわかった。


「あ…んっ」


　内部の様子を確かめるようにゆっくりと行き来するアレクシスの指が、ある箇か所しよを掠かすめた。電流が走ったような衝しよう撃げきがあり、びくんっと腰こしが弾はじける。


「あ…、や…ぁ」


　そこに触れられると、体の奥からねっとりと甘い官能が滲にじみ出し、腰がうずうずと揺ゆれてしまう。自分の体になにが起きているのか、どんなはしたない動きをしているのか、悠にはまったくわからなかった。


「や…やだ、そ…こ…っ」


「ここが快いいのか？」


「ひ…あっ」


　嫌いやだと訴うつたえる悠を無視し、アレクシスがぐうっとその一点を抉えぐる。きつく閉じた瞼まぶたの裏が白熱し、悠は限界まで体を撓しならせて、突き上げた腰をぶるぶると震わせた。


　気持ちいい。でも、同じくらい恥はずかしくて、苦しかった。


「このこりこりした場所を……こう、擦られると快いんだろう？」


「あっ、あ…っ」


　周囲とは感触が異なる場所をぐりぐりと抉られて、発情した雌めす猫ねこのように腰が揺れた。いけないと思っても、自分の意思ではまったく制せい御ぎよできない。


「や…やだ、だめ…っ」


「だめ？　どうして？」


「だ…って、へ…へんになる…っ」


　もう出てしまう。両りよう脚あしのあいだでは、後ろだけの刺激で昂たかぶった果実がいまにも弾けそうになっていた。


「変になればいい。私でしか達けないように、君の体を作り替かえてあげよう」


「ぁ、っ」


　アレクシスが身を伏ふせ、耳朶を甘あま嚙がみする。艶なまめかしい囁きに鼓こ膜まくを愛撫され、恐おそれとも期待ともつかない、危あやうい感覚に背筋が震ふるえた。


「い…や、あっ、あ…ん、も…う」


「もう、どうした？　出したいのか？」


　淫いん蕩とうなまでに甘い声こわ音ねが、悠を唆そそのかす。


　弱みばかりを突つき上げていた指が、浅あさ瀬せをくちくちと穿うがつ。わざと焦じらすようなしぐさに、悠はたまらず、つい首をこくこくと振ふっていた。


「達きたいなら、達かせてください、と言いなさい。次は、おねだりできるまでお預けだと言ったはずだ」


「や…ん、っ」


　両脚のあいだを割った手に、欲望の付け根をきゅうっと締しめつけられる。射精を遮さえぎられたまま、熟うんだ粘ねん膜まくをぐるりと搔かき混ぜられて、悠は喘あえぎに喉を震わせた。


「言いなさい、悠」


　逆らうことを赦さない、絶対の命令だった。


　達きたい。理性も羞しゆう恥ち心しんも凌りよう駕がする欲望が、悠を支配する。


「…っ…かせ……、達かせ…て、くださ……」


「いい子だ」


「あ…あ…ッ」


　指の縛いましめが緩ゆるみ、脆もろいまでに感じやすい内ない奥おうの一点を突き上げられる。悠は激しく身を震わせながら、堪こらえていた放ほう埒らつを迎むかえた。


　恥ち辱じよくと引き換かえに手に入れた絶頂は深く、長く、悠を悦えつ楽らくに酔よわせる。飛び散った飛ひ沫まつが下腹ばかりか、胸むな許もとまで濡らしていた。


「あ……ふ、…っ」


　愉ゆ悦えつに慄おののく襞をあやしながら、アレクシスが指を引き抜ぬいていく。完全に指を抜き取られると、悠は支えをなくしたようにぐったりとベッドに突っ伏した。


　はふはふと喘ぐ悠の目に、手首に嵌はめたままの腕うで時ど計けいが飛び込んでくる。アレクシスから貸りた、大切な時計だ。


　──外さなきゃ……。


　汚よごしてはいけないと悦楽に白く濁にごった頭で考えながら、クロコダイルのベルトに指を伸ばす。


「だめだ」


　鋭するどい声がして、ベルトを外そうとした悠の手をアレクシスが摑つかんだ。


「この腕時計をつけたまま、私に抱だかれなさい。そうすれば、これから君は腕時計を目にするたび、私に抱かれたときのことを思い出すようになるだろう」


「……アレクシス……？」


　首を背後に巡めぐらせると、アレクシスは憤ふん然ぜんとした口調とは裏腹に、不思議に凪ないだ表情をしていた。情熱と諦てい念ねんという、相反する感情を蒼あおい瞳ひとみに湛たたえて。


　じっと見つめる悠の視線を避さけるように、アレクシスが顔を逸そらした。いったん悠から体を離はなし、荒あらっぽい手つきで背広を脱ぬぎ捨て、ネクタイを放り投げる。


「君を、私のものにする」


　昏くらく燃える瞳で宣言し、アレクシスが覆おおいかぶさってくる。うなじにくちづけられて、悠の体に細さざ波なみのような戦せん慄りつが走った。


「力を抜いていなさい」


　再びベッドに這はわせられ、腰を抱かかえ上げられる。アレクシスに丹たん念ねんに愛された場所はふっくらと綻ほころび、熱を持って疼うずいていた。


「あ、…っ」


　さらに熱いアレクシスの欲望が押し当てられ、悠は全身の血が沸ふつ騰とうするような感覚を覚えた。アレクシスが、自分を求めて昂っている──。猛たけ々だけしい熱に体が竦すくんだが、奇妙な喜びが悠の胸を満たした。


「できるだけ、ゆっくりする。息を吐はいて、リラックスして」


「ぁ……ひ、……っ」


　ぐっと圧力がかかり、逞たくましい先せん端たんがめり込んでくる。痛い。仰のけ反った悠の喉のどが、衝撃に凍こおりつく。


「う…ぅ、く……ん…っ」


　反射的に前へ逃のがれようとした腰こしを押さえつけられ、長大な楔くさびを受け入れさせられる。押し出されるようにして、恥ずかしい声が洩もれた。


「狭せまいな……大だい丈じよう夫ぶか？」


　少し苦しげな声が首筋を掠めた。ぎっちりと締めつけられ、アレクシスも苦しいのだろう。力ずくで奪うばうと言ったくせに、アレクシスは自身の欲望を抑おさえ、悠の体を気き遣づかってくれている。


　ここまできたら、アレクシスを受け入れるしかない。それは、悠の望みでもあった。


　つらくてもいい。高貴で清せい冽れつな男の欲望を、この体の奥で感じたかった。そう思う気持ちの正体がなんなのか、まだわからなかったけれど。


「……だ…い、じょうぶ……」


　うまく呂ろ律れつが回らなくて切れ切れに返すと、アレクシスが耳じ朶だにくちづけてきた。衝撃に萎なえた花茎を掌てのひらに包み、ゆるゆると揉もみしだく。


「あ、ん……っ」


　甘い快感が再び兆きざし、痛みに竦んでいた悠の体がじょじょに弛し緩かんする。アレクシスの侵しん入にゆうを拒こばんでいた襞ひだが、奥へと誘さそうように蠢うごめく。


「そうだ。その調子で、呑のみ込んでごらん」


「ん、ぅ…っ」


　悠の耳朶を唇くちびるで啄ついばみながら、アレクシスが征せい服ふくを再開する。じりじりと縫ぬうようなゆっくりとした動きのせいで、灼しやく熱ねつの楔が襞を巻き込むようにして入り込んでくる感覚がよけい鮮せん明めいだった。


「いい子だ……上手だよ」


　褒ほめられたのが嬉うれしくて、一いつ生しよう懸けん命めい息を吐いて力を抜こうとする。下腹部だけでなく、頭の中までアレクシスの存在でいっぱいになりそうだった。


「ああ…んっ」


　もう限界だと思ったとき、アレクシスが悠の腰を摑み、揺ゆすり上げるようにしてすべてを収めきった。


「ほら、ぜんぶ入ったよ。よくがんばったな」


　吐と息いきのような囁ささやきがして、背中から抱きしめられる。滲にじみ出した汗あせで、肌はだにワイシャツが貼はりついていた。


「は…、ふ……」


　大きい。……こんなに熱くて、どくどくしているなんて。


　獣けもののような格好で、アレクシスと繫つながっている。自分の中でずくずくと脈打つ彼の存在を感じても、これが現実の出来事だとは思えなかった。


「……うそ……」


「噓うそじゃない。わかるだろう？」


「あ、あ…ンッ」


　繫がった腰を軽く揺すられただけで、アレクシスに擦こすられた襞から、息を呑むような快感が突き抜けた。


「もう大丈夫そうだな。動くよ」


「や……まっ…て、……あぁっ」


　アレクシスが悠の細ほそ腰ごしを摑み、ゆっくりと抽ちゆう挿そうをはじめる。爛ただれたように熱い粘膜をぐちゅぐちゅと搔き乱され、悠は悦楽に煩はん悶もんした。


「動かな…い、で……」


「どうして？　私が動いたほうが、気持ちよくなれるはずだ」


「ひ…あ、っ」


　ずんと勢いをつけて突き上げられて、視界がぶれる。アレクシスを押し包つつむ襞が、喜き悦えつに震ふるえながら、ぴっちりと吸いつくのがわかった。


「君の中が、私に絡みついてくる。……本当に君は、素す晴ばらしい」


「い…や、あ…、あ……っ」


　言わないで、とかぶりを振るが、アレクシスの動きは止まらない。さきほど指で暴あばかれた場所を、今度は硬い切っ先で擦られる。


「や、あ…んっ、い…や、そこ…っ」


「噓をついてはいけないよ。ここは、君の大好きな場所だろう？」


　アレクシスは意地が悪かった。逞しく漲みなぎった先端で悠の内部に潜ひそむ弱点を転がし、つつく。


　セックスじたい初めてなのに、同性に抱かれて、どうしてこんなに感じるのだろう。自分でも訝いぶかしくなるほど、悠はアレクシスから与えられる快楽に溺おぼれていた。


「どんな感じなんだ？　悠、答えなさい」


「あ、あ……、やだ……」


　狭い内部を行き来するアレクシスが大きくて、熱くて、もうなにも考えられない。おっきい、と舌足らずな口調で体感を伝えると、内部のアレクシスが跳はね上がるようにして容積を増した。


「や……どうし…て……」


「いやらしい子だな。私を煽あおるなんて」


「あっ…あっ、や……あ、ん…っ」


　お仕置きだと言わんばかりに、骨がぶつかる勢いで腰を叩たたきつけられる。深く沈しずめたままで大きく搔かき回され、みっちりとまとわりつく襞を惨むごく抉えぐられた。


「あ……あ、ふ…っ」


　いつしか、悠の細腰が抽挿に合わせて揺れはじめていた。ぎこちない、ためらいの滲にじむしぐさが嬌きよう羞しゆうとなって男の欲を煽ることなど、悠にはわからない。アレクシスが与えてくれる官能を追いかけるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


　──溶とけて、しまう……。


　アレクシスに穿うがたれた部分が、炉ろのように熱い。理性も羞しゆう恥ち心しんもなにもかもが、どろどろに溶けて、流れ出してしまいそうだ。


　現に、悠の下腹では昂たかぶった花か茎けいがだらだらと喜悦の雫しずくを零こぼし続けている。無意識のうちにそこに触ふれようとすると、「悪い子だ」とアレクシスに遮さえぎられた。


「快いいなら、快いと言いなさい」


「い…、い…っ」


　耳打ちされて、悠はふるりと背中を震わせた。淫いん欲よくに火ほ照てった内ない奥おうが、アレクシスを食はんで浅ましく蠢しゆん動どうしている。


「達いきたいんだろう？」


「……い…く、い…きた…い、っ」


　はしたない言葉を口にしたとたん、たとえようのない歓かん喜きが渦うず巻まいた。体の奥底から、熱い欲望の塊かたまりが迫せり上げてくる。


「あ……あ、ぁ…ッ」


　びくびくっと全身が痙けい攣れんし、完熟を迎むかえた果実が白はく濁だくした蜜みつを噴ふき上げる。背後のアレクシスが息をつめる気配があった。


「……っ」


「あ、あ…っ」


　絶頂に震え粘ねん膜まくを力強く突つき上げられ、立て続けに極きわめてしまう。アレクシスが激しく脈打ちながら、最奥に灼熱の奔ほん流りゆうを叩きつける。


「……ぅ、……」


　欲望の証あかしをしたたかに撒まき散らされる感覚に、悠はもはや声も出せず、濡ぬれた瞳ひとみを瞬またたかせた。


「悠」


　ため息のような囁きがして、背中から抱だきしめられる。体の中では、いまだアレクシスの存在が凄すさまじい硬こう度どを保っていた。


「君は私のものだ」


　手を取られ、唇を押し当てられる。手首では、アレクシスから贈おくられた腕うで時ど計けいがひそやかな音を立てて、時間を刻んでいた。











　どれほど時間が経たったのか。


　気がついたときには、自分の部屋のベッドに寝ねていた。


　意識をなくしているあいだに、アレクシスが運んでくれたのだろう。体液で濡れそぼっていた肌は綺き麗れいに拭ぬぐわれ、寝間着に着き替がえさせられていた。


「無茶をさせた」


　ベッドに腰かけたアレクシスが苦く呟つぶやき、悠の髪かみに手を伸のばしてくる。


　とたん、悠はぴくんと肩かたを強こわばらせていた。


　過敏な反応に、アレクシスの手が固まる。髪を掠かすめただけで、アレクシスの手は離れた。


「……すまない」


　いつも傲ごう慢まんなほど自信に満ち溢あふれた男とは思えない、沈ちん痛つうな声こわ音ねだった。


　無理やり奪うばわれた体以上に、心が痛んだ。アレクシスの行こう為いはショックだったが、彼だけを非難するつもりはなかった。


「いいんです。……謝らないでください」


　さんざん喘あえいで嗄かれた喉のどからは、がさがさと掠れた声しか出なかった。アレクシスの眉まゆが、痛ましげに寄せられる。


「グリフォンズとの契けい約やくが欲しくて、あなたと取り引きしたのに……、やめたいなんて言い出したから……」


　悠にも、非はある。打算からアレクシスと取り引きしたくせに、いまになって自分勝手な正義感を振ふり翳かざして、アレクシスの逆げき鱗りんに触れた。


　アレクシスにしてみれば、結けつ婚こんがかかっているのだから、悠の心変わりに憤いきどおるのは当然だ。


　ただ、アレクシスとは恋こい人びとの定義が違ちがうのだということが、悲しかった。


　アレクシスが悠を抱いたのは、契約を守らせるためだ。悠がもう二度と心変わりしないよう、罰ばつとしての意味もあったのかもしれない。


　なんにせよ、恋れん愛あい感情もなく、体を繫つなげるだけで、恋人になれるはずがない。そんなものは、ただの情事の相手だ。


　つまるところ、悠がもっとも痛手を受けているのは、アレクシスとの行為じたいにではなく、認にん識しきの違ちがいにだった。


『君は私のものだ』


　熱っぽい囁ささやきを聞いた気がするけれど、あれは所有権を主張するもので、愛の告白ではない。


　アレクシスは欲望のみで、愛情のない相手を抱けるのだ。それが、ショックだった。


　だって、自分は違う。


　アレクシスのことが──。


　やっと、わかった。恋人のふりをするためにアレクシスと過ごすうちに、本当に彼に恋をしていた。


　いつの間にか、アレクシスのことが好きになっていたのだ。


　情熱的なキスをされても、こんな仕打ちをされても、拒こばめないほどに。


　瞬まばたきした弾はずみに、眦まなじりから涙なみだが溢れた。目が溶けるほど泣いたせいで、こめかみがずきずきしている。


「悠……泣かないでくれ」


　哀あい絶ぜつに満ちた声音で懇こん願がんし、アレクシスがためらいがちに手を伸ばしてくる。傷ついた小鳥を怯おびえさせないように、そっと。


　アレクシスへの恋情を自覚したばかりの悠は、労いたわるように髪を撫なでる彼の手を拒めなかった。


　いっときの激情に駆かられて無む慈じ悲ひに振る舞まっても、本当はやさしい人なのだ。その証しよう拠こに、未経験の悠の体を気き遣づかい、傷つけないように抱いてくれた。


「頼たのむから……、泣かないでくれ」


　誰だれにも膝ひざを折ったことなどないだろう誇ほこり高い男が、自分に哀願している。申し訳ないと思うのに、なかなか涙が止まらない。


「……ごめんなさ…、ぅ……っ」


「悠……」


　泣いてごめんなさいと謝る途と中ちゆうでひくっとしゃくり上げてしまい、覗のぞき込むアレクシスの瞳が苦く悩のうの色を深くした。


「パーティ、明後日ですよね？　ちゃんと出ますから……」


「いいのか？　君は、それで」


　気遣わしげな表情で、アレクシスが悠の意思を確かめる。契約を違たがえることは赦ゆるさない、と言ったことが噓うそのようだ。


「……約束ですから」


　笑ったつもりだったけれど、うまくできただろうか。


「最後まで、あなたの恋人の役をやらせてください」


　セシリアとの結婚話が破談になれば、アレクシスとの契約は終わる。それまでは、アレクシスの恋人でいたかった。


　偽いつわりでもいい。初めてのこの恋を、自分の胸の中だけでひそやかに守りたかった。アレクシスには決して、告げないから。


　だから、せめていまだけは、髪を撫でてくれる指に甘えさせてほしい。


「……ありがとう」


　吐と息いきのような囁きがして、濡れた目め許もとにくちづけが落ちた。唇くちびるで涙を含ふくみ取るしぐさがやさしくて、よけい涙が止まらなくなる。


　アレクシスはいつまでも、悠の髪を撫でつづけてくれた。
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　おかしくないだろうか。


　鏡の中には、タキシードスーツを着た自分が映っている。


　自分でも見慣れない格好をしているせいで、落ち着かない。タキシードスーツなんて、七五三以来だろう。


　シルバーグレーのタキシードスーツは、胸むな許もとのチーフからカフス、靴くつなどの小物とともに、アレクシスが用意してくれたものだ。むろん、手首には彼から贈られた腕時計がある。


　親しい友人知人を招いての、ウィークエンドパーティ。


　気取らない集まりだと聞いていたのだが、アレクシスからタキシードスーツを差し出されて、悠はいっきに腰こしが引けた。自分のような童顔では、それこそ七五三になってしまう。


　だが、いざ着てみると、意外に似合っているように見えるから不思議だ。少なくとも、七五三には見えない。


　上質のシルク素材が持つ上品な光こう沢たくと明るい色味が、悠のふんわりと柔やわらかな雰ふん囲い気きを引き立てている。


　アレクシスの見立ての賜たま物ものだ。さすがに趣しゆ味みがいい。


　そのアレクシスは、ホストとしてやってきた客を出で迎むかえているはずだ。


　パーティがはじまるまで、しばらく時間がある。少し休きゆう憩けいしようと、悠はそろそろとソファに腰を下ろした。


　昨日休んだおかげで、体調はずいぶんましになっている。だが、腰の奥の違い和わ感かんはまだ消えていない。


　アレクシスは責任を感じたのだろう。昨日は一日ずっと悠につきそい、なにくれとなく世話を焼いてくれた。


　定期的に窓を開けて換かん気きしてくれ、ベッドに起き上がれば枕まくらの位置を整えてくれて。


　極きわめつけは、食事の世話だ。食欲がないと言ったら、


『少しずつでもいいから、食べなさい』


　親鳥から餌えさを与あたえられる雛ひなよろしく、スプーンで食事を口くち許もとまで運ばれた。子供のようで恥はずかしかったが、ここまでされては食べざるを得ない。


　オリヴィエが、「私の仕事がございません」と嘆なげかわしげにかぶりを振ったほど、アレクシスの看護は濃こまやかだった。


　アレクシスと悠とのあいだになにが起きたか察しているだろうに、忠実な執しつ事じはその件にはなにも触ふれなかった。必要以上の好こう奇き心を発揮しないことも、有能な執事の条件なのだろう。


　知らず小さなため息をつき、悠は襟えり許もとに手を伸のばした。緩んでいたネクタイを結びなおす。悠に落ち度があれば、アレクシスにまで恥を搔かせかねない。


　アレクシスに招かれた客は、恐おそらくは貴族や、かなりの社会的地位にある人物ばかりだろう。彼らにアレクシスの友人として紹しよう介かいされるのだと思うと、いまから緊きん張ちようしてしまう。


　しかも、セシリアの目がある。


　一昨日以来、初めて昼食の席で顔を合わせた彼女は、憎ぞう悪おのこもったまなざしで悠を睨にらんだ。


『まさか彼をみんなに紹介するつもりじゃないでしょうね』


『当然、紹介するさ』


　アレクシスに平然と返され、セシリアは青い瞳ひとみを瞠みはった。


『本気なの!?　男の恋人がいるなんて、そんな恥はじ知しらずなことを……』


『ただし、恋人ではなく、友人としてだ。悠の存在を恥じるつもりはないが、大切な恋人が好奇の視線に晒さらされて傷つくのは忍しのびないからね』


　結果、セシリアはまたしても中座し、母親が娘むすめのあとを追いかけることになった。


　結けつ婚こんを望んだ相手に、同性の恋人がいたのだ。女性としてはさぞ屈くつ辱じよく的な出来事だろう。


　とはいえ、セシリアはアレクシスとは遠とお縁えんにあたる貴族の娘だ。一族の恥と感じ、アレクシスに同性の恋人がいることは口外しないだろうというのが、当のアレクシスの読みだった。


　だからこそ、悠が選ばれたのだろう。一ひと芝しば居い打ったあとは、仕事の関係で日本に帰国したと言えば済む。セシリアの詮せん索さくを躱かわしやすいという点で、悠は打ってつけの相手だったのだ。


　彼女がアレクシスとの結婚を諦あきらめれば、この茶番は終わる。悠は、お役ごめんになるのだ。


　アレクシスは望まぬ結婚のかわりに独身の自由を手に入れ、悠はグリフォンズとの契けい約やくを手に入れる。


　アレクシスは、欲しいものを手に入れるには代価が必要だと言った。ならば、セシリアを騙だます罪悪感や、兄や同僚たちに秘密を抱えたやましさは、悠が契約と引き換えに背負い続けなければならないものなのだろう。


　再び鏡に映った自分を見み遣やる。目の縁ふちがかすかに紅あかい。日中ベッドで過ごしたこともあり、昨夜はあまり眠ねむれなかった。


　アレクシスが、お休みのキスをしてくれなかったせいもある。いつものキスではなく、子供にするように額にキスしただけで、アレクシスは隣となりにある自分の寝しん室しつへ行ってしまった。


　隣室へ消えるアレクシスを見送った悠の胸に広がったのは、安あん堵どではなく、失望だった。もしかしたらまた、という恐れとも期待ともつかぬ気持ちがあったからだ。一人きりの部屋がやけに広く感じられ、悠は朝まで何度も寝ね返がえりを打つ羽目になった。


　たぶん、アレクシスは悠を一度抱だいて気が済んだのだろう。それすらも、既き成せい事じ実じつを作るための行為だった。


　あれから、アレクシスの態度が微び妙みように変わった気がする。冷たくなったのではない。昨日、細々と世話を焼いてくれたように、アレクシスは相変わらずやさしい。


　だが、以前はあれほどしぜんに悠の肩や腕に触れてきたアレクシスが、極力触れないようにしている節があった。しかも、話していてもなかなか目が合わない。


　以前とは違うアレクシスの奇妙なよそよそしさが、悠の気分を沈ませていた。アレクシスのささいな行動にいちいち傷ついている自分が、滑こつ稽けいだと思う。


　ドアをノックする音が響ひびき、はっとして顔を上げる。現れたのは、アレクシスでもオリヴィエでもなく、予想外の人物だった。


「……アストンさん」


「レスターでいい」


　セントクレアのエントランスで会って以来だ。先日とは異なるタキシードに身を包んだレスターは、澄すんだエメラルドの瞳で悠を見つめた。


「アレクシスのやつに、ずいぶん無茶をされたようだな」


「ぇ…っ」


　どうしてレスターが知っているのだろう。アレクシスが話したのだろうか。すうっと血の気が引いて、目の前が昏くなる。


「あいつのことなら、なんでもお見通しだ」


　動揺してろくに口も利きけずにいると、レスターがうつくしい唇を綻ほころばせた。先細りのしろい指で、眼鏡めがねのブリッジを押し上げる。


「あいつは冷静沈着に見えて、意外と頭に血が上りやすいタイプだ。おまけに、欲しいものはどんな手段を使っても手に入れるときている。君のような純粋培ばい養ようの世間知らずは、アレクシスの手練手て管くだにかかれば、ひとたまりもない。あらかた、あいつの強ごう引いんさに流されたんだろう？」


　つきあいが長いだけあって、レスターのアレクシスに対する分ぶん析せきは的確だった。だが、一昨日の出来事は、アレクシスだけが悪いのではない。


「そ…そんなことはありません。ただ、ちょっとした行き違いがあって……」


「なんだ。本当に手を出されたのか」


　嵌はめられた。にんまりと目を細めるレスターを目にし、恥ずかしさと悔しさに今度は全身がかあっと熱くなった。


「だ、騙だましたんですか…っ？」


「アレクシスが君をそばに置いていなかったから、鎌かまをかけてみたんだ」


　してやったりと微笑み、レスターはそこで一拍置いて表情を引き締めた。


「一つだけ忠告しておく。君には、アレクシスのような男は荷が勝ちすぎる。中ちゆう途と半端な気持ちなら、深入りしないことだ」


「……それは、どういう……」


　どくん、と心臓が嫌いやなふうに跳はねた。アレクシスとは、身分違いだと言いたいのだろうか。


「あいつに血道を上げたのは、セシリアだけではないということだ」


　悠を哀れむようにかぶりを振り、レスターが小さなため息をついた。伏せた目め許もとに漂ただよう憂うれいが、危あやうい色香を増している。


　アレクシスのことだ。これまで何人もの恋人がいただろうし、ましてセシリアのように一方的に想おもいを寄せる相手となれば、枚まい挙きよに暇いとまがないだろう。


　まさか、レスターもアレクシスが好きなのだろうか。


　以前なら、考えもしなかっただろう。勘かん繰ぐりすぎだとも思うが、アレクシスとレスターのあいだに漂う親密な空気は、二人が友人以上の関係だからではないかという気がしなくもない。なにより、レスターの意味深な言葉が胸に引っかかった。


「ともかく、君は日本におけるグリフォンズの独どく占せん販はん売ばい権が欲しいんだろう？　アレクシスに無茶をされた慰い謝しや料がわりに、君の会社に有利な条件を突きつけてやればいい」


　レスターは、アレクシスと悠とのあいだに交かわされた取り引きを知っているのだ。むろん、仕事が絡からむのだから、弁護士であるレスターが知っていてもおかしくはない。


　だけど、悠はてっきり二人だけの秘密だと思っていた。アレクシスがレスターに打ち明けたのは、彼が弁護士だからなのか、それとも──。


「で…っでも、アストンさん、……いえ、レスターさんは、アレクシスの顧こ問もん弁護士なのに、どうしてそんな……」


「あいつが困るのを見るのは、おもしろいからな。そのためなら、君に協力するのもやぶさかではない」


　額にかかった髪かみを搔かき上げ、レスターが艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。


　わけがわからない。アレクシスに深入りするなというのは本当に忠告なのか、それとも牽けん制せいなのか。どう返していいかわからず困っていると、再びノックがして今度はオリヴィエがやってきた。部屋にいるレスターを認めて、わずかに眉まゆを寄せる。


「レスターさま。勝手に悠さまのお部屋に入られては困ります」


「どこに行こうが私の自由だ。おまえなどに指図される覚えはない」


　高こう慢まんな猫ねこのように、レスターがつんと顎あごを逸そらす。アレクシスに対するときは、彼とのやりとりを愉たのしんでいた様子が窺うかがえたが、オリヴィエに対するレスターの態度はまったく辛しん辣らつなものだった。奇妙な緊張感が、レスターとオリヴィエのあいだに漂っている。


「私を困らせて愉しまれるのは、趣味がいいとは言えません」


「ずいぶん自うぬ惚ぼれた口を利く。おまえが困ろうが、どうしようが、私の知ったことではない。あるじもあるじなら、執事も執事だな」


　嘆かわしげにため息をついたレスターは、悠を振り返った。


「君も気をつけたほうがいい」


　気をつけたほうがいいというのは、やはりアレクシスのことだろうか。気になったが、オリヴィエに時間だと促うながされて部屋をあとにした。


　大広間には、すでに何組もの客が集まっていた。男性はタキシードの正装で、女性はオートクチュールのイブニングドレス姿だ。


　片かた隅すみに設けられたテーブルには、客が自由に選べるよう飲みものやオードブルが並べられ、今日のために臨時で雇やとわれた制服姿のウエイターがトレイを手に、客のあいだを行き来していた。


　客の中心で談だん笑しようしていたアレクシスが、レスターに伴ともなわれてやってきた悠に気づいて振り返る。彼の視線を追った客たちの視線が自分に集まるのを感じ、悠はにわかに緊張した。


　今夜のアレクシスは、黒のタキシードスーツを身につけている。彼のためにあつらえられたそれが、均整の取れた体たい軀くをいっそう引き立てていた。


　シャンデリアの明かりを受けて、アレクシスの金きん髪ぱつが豪ごう奢しやな輝きを放つ。優ゆう雅がな出いで立ちとあいまって、今夜のアレクシスは眩まばゆいばかりに魅み力りよく的だった。


「よく似合っている」


　セシリアの目を意識してだろう、アレクシスがやさしく微笑む。ここからは、恋人同士を演じなければならない。


「本当ですか？　おかしくありませんか？」


「ああ。とても素す敵てきだ」


　ふいにアレクシスが襟えり許もとに手を伸ばしてくる。


「……ぁ」


　予想外のことに、悠はびくんと体を引き攣つらせていた。緊張していたせいだ。決して、アレクシスに触れられるのが嫌だったのではない。


「驚かせてしまったようだね。すまない」


　悠のタイの形を整えながら、アレクシスが蒼あおい瞳ひとみを翳かげらせる。目の奥には痛切な悔かい恨こんがあって、悠は胸を搔かき毟むしりたくなった。


「いいえ、僕のほうこそごめんなさい。緊張してしまって……」


「腕に触っても、大丈夫かい？」


「はい」


　アレクシスは淡あわく微笑んで、そっと悠の腕を取った。恋人同士を演じなければならないのに、どこかためらいがちな、壊れものでも扱うようなしぐさだ。


「おいで。みんなに紹しよう介かいしよう」


　仕事のことには触ふれず、日本から来た友人として紹介される。アレクシスの広い交友関係を物語るように、さきごろ結けつ婚こんしたばかりという伯はく爵しやく夫妻や某ぼう国こくの大使夫妻、アラビアの石油産出国の王族、画家や音楽家と、招待客は国こく籍せきも職種もさまざまだった。


　誰だれもが、あたたかな笑え顔がおと友好的な態度で悠を迎むかえ入れてくれる。セシリアと、その母親以外は。


　フェリントン前男爵夫人は重たげな体軀を椅い子すに沈めたまま、苦々しい表情でシェリーをあおっていた。傍らには、シルクタフタのドレスをまとったセシリアがいる。


　髪を結い上げ、大ぶりのダイヤのネックレスとイヤリングをつけた彼女の首筋から肩かたの華きや奢しやなラインが目を惹ひく。しかし、本来ならミルク色の肌はだを引き立てるはずだったロイヤルブルーのドレスは、彼女の顔色をいっそう青ざめさせていた。


　それよりさらに青い瞳ひとみは、激しい憎ぞう悪おに燃えている。


　突き刺さすような視線は、アレクシスの傍らにいる悠をずっと追っていた。











「話があるの」


　セシリアに声をかけられたのは、化け粧しよう室から大広間に戻もどろうとしたときだった。大広間に通じる扉とびらの手前で、悠を待ち構えていたらしい。


「ついてきてちょうだい」


　有う無むを言わさぬ口調だった。悠が拒きよ絶ぜつするとは思ってもいない様子だ。


　仕方ない。


　アレクシスから一方的に拒絶されただけでは、納なつ得とくしがたいのだろう。一度、ちゃんと話したほうがよさそうだ。セシリアには申し訳ないが、アレクシスの恋こい人びととして。


　悠は覚かく悟ごを決め、長いドレスとハイヒールをものともせず、慣れた足取りで階段を上るセシリアのあとを追った。


　どうやら、西せい翼よくに向かっているらしい。悠が気づいたのは、長い廊ろう下かを抜ぬけ、角を曲がったさきに見慣れない光景が広がっていたからだ。


　方向音おん痴ちとはいえ、館やかたの中は何度も探検したから、おおよその位置はわかる。見学していないのは、アレクシスに注意するように言われた西翼だけだ。


「あの、こちらは、古くなっていて危ないのでは……」


「うるさいわね」


　控ひかえめに声をかけると、ぴしゃりと撥はねつけられた。


　廊下のつきあたり、古い階段の手前で、セシリアはようやく足を止めた。しっとりとした艶を放つ木製の手すりを、鉄製の繊せん細さいな文様が支えている。


「アレクシスを返してちょうだい」


　怒いかりに燃える瞳が悠を振ふり返る。


「お金が欲しいなら、いくらでもあげるわ。だから、アレクシスの前から消えて」


　好きな人に、好きと言える。アレクシスへの思し慕ぼを隠かくすことなく、情熱のままに行動できるセシリアが、悠には眩まぶしく、羨うらやましくすら思えた。


「お金なんて、いりません」


　ずきずきと疼うずく胸の痛みを堪こらえ、首を横に振る。いまは、アレクシスの恋人を装わなければならない。


「僕はただ、アレクシスが好きなだけなんです」


　不思議なことに、母国語ではないほうが、抵てい抗こうなくアレクシスへの思慕を言葉にできた。芝居とはいえ、アレクシスへの想いは紛れもない真実だ。


　セシリアの眦まなじりがきっと吊つり上がり、いっそうの険を孕はらむ。


「日本人のくせに、男のくせに……いったい、どうやってアレクシスを誑たぶらかしたの」


「誑かすなんて、そんな……」


「ちょっとばかり貌が可愛かわいいからって、いい気にならないほうがいいわよ。あなたなんかしょせん、いっときの遊び相手よ。アレクシスには、レスターがいるんだから」


「ぇ…、っ」


　あまりに驚きよう愕がくしてしまい、悠は表情を取り繕つくろえなかった。さきほどのレスターの意味深な台詞せりふともの憂うげな表情が思い出される。続いてセントクレアで会ったときの、アレクシスとレスターの視線だけで通じる親密な空気と、気心の知れた者同士の丁ちよう々ちよう発はつ止しのやりとりも。


　いや、違う。自分の思い過ごしだ。悠は必死で疑惑を打ち消そうとした。きっと、あれは二人がごく親しい友人だからで──。


「あら、知らなかったの？」


　悠がなにも事情を知らないと見て取るや、セシリアが底意地の悪い笑みを浮うかべた。獲物を見つけた猫のように青い瞳が残ざん酷こくな愉ゆ悦えつに煌めく。


「アレクシスが言ったとおり、パブリックスクールでの行き過ぎた友情は珍めずらしくもないことよ。思春期にだけかかる、はしかみたいなものだもの。そんなことで、私もいちいち目くじらを立てたりしないわ」


　うふふ、と鈴すずの音を鳴らすような笑い声はしかし、悠への悪意に満ちていた。


「結婚だって同じことよ。私も貴族の娘ですもの、夫に愛人がいても、見て見ぬふりくらいできるわ。レスターも、貴族の結婚がどんなものか弁わきまえてくれている。だから、レスターの存在は赦ゆるせるけれど、あなたの存在は赦せない」


　こめかみががんがんと音を立てている。なにか言おうにも、言葉が出てこなかった。


　やはり、と言うべきなのか。だが、もしかしてとは思ったものの、悠の衝撃は大きかった。


　家柄と名誉、あるいは血筋を残すためにふさわしい相手と結婚し、互いに情人を持つことを黙認する。それが貴族の結婚で、アレクシスもレスターも同じ価値観を持っているのだ。


　アレクシスが悠に恋人役を依頼したのは、セシリアにレスターとの関係を知られていたからだろう。彼女が黙認するつもりなら、レスターとの関係は結婚を拒絶する理由に値しない。そこで、新しい同性の恋人が必要になったのだ。


　最初から、セシリアとの結婚を破談にするための芝居だった。わかっていたはずなのに、アレクシスにレスターという真実の恋人がいたと知って、すうっと指先が冷たくなる。


　無意識のうちに、悠は左手首にある腕うで時ど計けいに触れていた。あるはずのない、アレクシスのぬくもりを求めて。


　悠のしぐさにつられて手首に視線を落としたセシリアは、そこにある腕時計を目にして顔色を変えた。昼食の席では、気づかなかったのだろう。


「どうしてあなたが、その腕時計をしているの!?　それは、アレクシスのお父さまの大切な形見の品よ」


「アレクシスから、いただいたんです」


　貸してもらったと言うべきだったか。だが、そう思ったときには遅おそかった。


「──どうして……」


　セシリアの声がふいに震ふるえた。


「どうしてアレクシスは、あなたなんかに……」


　嫉しつ妬とと怒りに見開かれた瞳から、ほろりと涙なみだが溢あふれる。女性に泣かれるのは、気分のいいものではない。すっかり狼狽し、悠はなんとかセシリアを宥なだめようとした。


「セシリアさん……僕は……」


「気安く呼ばないでちょうだいっ！」


　しかし、かえってセシリアの激げつ昂こうを誘さそったようだ。


「アレクシスに、返しなさい……！　あなたがつけていい時計じゃないわ！」


「あ、…っ」


　腕時計を奪うばい返そうとして、セシリアが飛びかかってくる。とっさに身を躱かわすと、彼女が手すりにぶつかるのが見えた。


　古くなっていた手すりが、セシリアの重みを受け止めかねてみしりと不ふ吉きつな音を立てる。鉄製の土台がぐらりと傾かしいだ。


「危ない……！」


「触さわらないで…っ」


　差し伸のべた悠の手を振り払はらった弾はずみに、後ずさったセシリアは長いドレスの裾すそを踏ふんで、バランスを崩くずした。華奢なヒールが階段を踏み外はずし、宙に浮く。


　なにかを考えるよりさきに、体が動いていた。


　いくら細身とはいえ、悠も男だ。セシリアを支えて持ちこたえられるはずだったのだが、ドレスの重みは予想外だった。


　彼女を腕うでの中に抱だき込み、衝しよう撃げきからかばう。


　夢中だった。目を閉じた視界に火花が散り、天地が何度かぐるぐると入れかわる。背中や肩かた、体中のあちこちをぶつけながら、階段の踊おどり場でようやく止まった。


「……悠？」


「……、……」


　セシリアの声を聞いた気がしたが、それを最後に悠の意識は途と切ぎれた。











「悠」


　アレクシスの声がする。


　目を開けたものの、どこにいるかわからなかった。頭の中が水を吸った綿のように重くて、ぼんやりと視線をさ迷わせる。


「悠、大だい丈じよう夫ぶか？　気分は？」


　しばらくして、いつもの部屋のベッドに寝ねかされていることに気づいた。傍かたわらには険しい表情をしたアレクシスがいる。


　どうしたんだろう。訊たずねようと身じろいだだけでこめかみがずきりと痛み、悠はセシリアをかばって、階段を転げ落ちたことを思い出した。


「……っ」


「かわいそうに。痛むだろう？」


　苦痛に顔を歪ゆがめる悠を見て、アレクシスもまた苦しげな貌かおになった。


「医者によると、軽い脳のう震しん盪とうと打だ撲ぼくだけで骨折はないとのことだ。念のために、明日もう一度精密検査をしよう」


　意識がはっきりするにつれ、体のあちこちがずきずきと痛んだ。しかし、耐たえられないほどではない。それより、悠には気がかりなことがあった。


「……セシリアさんは……？」


「君のおかげで無事だ。軽い打撲は負ったが、君の怪け我がとは比ひ較かくにならない。君が自分をかばって階段を転げ落ちたのを見て、慌あわてて私を呼びに来た。さすがに自分の行動を反省したようで、打ちひしがれた様子で母親とともに帰っていったよ。いずれ、彼女本人に謝罪させよう」


「無事なら、いいんです」


　子供のころからずっと好きだった相手に、どこの馬の骨とも知れない同性の恋こい人びとが出現したのだ。セシリアが取り乱すのも当然だった。悠の怪我よりも、彼女が受けた失しつ恋れんの痛みのほうがはるかに深いだろう。


「腕時計、壊こわれていませんでしたか？」


「あんなものはどうだっていい」


「だめです。お父さまの大切な形見なのに……」


　アレクシスは苦いため息をつき、ベッドの傍らに置いてあった腕時計を取り上げた。


「ほら、無事だ。どこにも傷はついていない」


　目の前に掲かかげられたそれをしげしげと眺ながめ、悠はアレクシスの言葉が事実であることを確かめた。秒針もちゃんと動いている。


「……よかった」


「君という子は」


　呻うめくように呟つぶやき、アレクシスは痛ましげに眉まゆ根ねを寄せた。耐えきれなくなったように悠の手を両手で包み、自分の額に押し当てる。


「すまない。君を守れなかった」


　苦い悔かい恨こんに満ちた、真しん摯しな謝罪だった。隙すき間まから覗のぞくアレクシスの表情は苦く悶もんを湛たたえており、彼のほうがよほど深手を負ったかのように見える。


「君を巻き込んだ挙句、怪我をさせてしまうとは。これほど自分が不ふ甲が斐いないと思ったことはない」


「謝らないでください。偶ぐう然ぜん、不幸なトラブルが起きただけです」


　しかし、告解する罪人のような姿勢のままアレクシスは動かなかった。


　自分なんかのために、苦しまないで。アレクシスが自分のために苦しんでいることのほうが、悠には体の痛み以上につらかった。


「僕が、自分の意思でセシリアさんについていったんです。彼女を説得するどころか、こんな不甲斐ないありさまになって恥はずかしいですけど……。だから、気にしないでください」


　アレクシスと取り引きした以上、恋人役をやり通す義務がある。けれど、いまは取り引きを持ち出したくなかった。


　アレクシスが好きだという気持ちは、取り引きだからではない。たとえ彼に、レスターという真実の恋人がいても。セシリアの言葉を思い出し、胸がやるせなく軋きしんだ。


「悠……」


　握にぎられた指をアレクシスのそれに絡からめると、ようやく彼が顔を上げた。色味を増した瞳ひとみの中で、後悔と罪悪感、そしてなにか熱い情動が複雑に鬩せめぎあっている。


　いまにも迸ほとばしりそうな瞳の色合いに魅みせられていると、アレクシスの顔が近づいてきた。


「っ……」


　だが、唇が重なりかけたまさにその瞬間、アレクシスは我に返ったように顔を逸らした。絡めていた指も解いてしまう。


「すまない。怪我をしているのに」


「こんなの、すぐに治ります」


　平気ですと悠は微ほほ笑えんだが、アレクシスはひそめた眉まゆを開かなかった。


「どうか、私に償つぐないをさせてほしい。君の希望どおり、桐原物産と契約しよう」


「──」


　なにを言われたのか、瞬時にアレクシスの言葉が理解できなかった。


「君は自分の身を顧かえりみず、セシリアをかばった。私との取り引き以上のことをしてくれたんだ。これ以上、取り引きを続ける必要はない。償いと感謝を込めて、君の気持ちに報むくいたい。グリフォンズの日本での総代理店に、桐原物産を指名しよう」


　破談という目的を達成したからではない。悠に対する罪悪感や同情、憐れん憫びん。アレクシスはそんなものを理由に、桐原物産と契約しようとしているのだ。


　あれほど欲しかったグリフォンズとの契約なのに、まったく喜びは湧わいてこなかった。実感もない。


「あの……僕、……」


　なにを言えばいいのか、わからなかった。約束を果たしていただいて、ありがとうございますだろうか。それとも、独身の自由を手に入れることができて、おめでとうございますだろうか。


「ああ、無理をして話さなくていい。話はまた明日にでもしよう」


　必死に言葉を探していると、アレクシスが一方的に話を打ち切った。やさしいが、断固とした口調だ。


「今夜はゆっくり休むといい。なにかあったら、枕まくら許もとのベルを鳴らしなさい」


　よく見れば、アレクシスはまだタキシードスーツ姿だった。着替える暇ひまもなく、医者を手配し、悠につきそってくれたのだろう。主人として、客を見送る仕事もあったはずだ。


「おやすみ」


　静かな声で囁ささやき、アレクシスがそっと悠の髪に触れる。それ以上触れたら、悠が壊れてしまうのではないかと恐れるような慎重なしぐさで。


　唇へのキスはもちろん、額へのキスもせず、アレクシスは傍かたわらの椅い子すから腰を上げた。一度も振り返ることなく、自室に続くドアへ消える。


　おやすみなさい、と返す声すら出なかった。


　部屋が広いだけに、世界の果てに一人置き去りにされたような気分だ。


　もしかしたら、レスターが待っているのかもしれない。これからセシリアとの結婚話が破談になった祝しゆく杯はいをあげて、愛を確かめあうのだろうか。


　一昨日、自分を抱だいたように。


「……っ」


　引き絞しばられるように、胸がきゅうっと痛んだ。呼吸ができなくなるほど苦しくて、肩を喘あえがせる。


　初めて覚える、どんよりと澱よどんだ黒い感情。──嫉しつ妬とだった。


　恋人役を演じただけの偽にせ者ものが、本物の恋人に嫉妬する資格なんてない。


　しょせん、アレクシスとは取り引きで結ばれた関係だ。最初から、互いの目的を達成すれば、終わりになる関係だとわかっていた。


　なのに、どうしてこれほど打ちのめされているのだろう。


　アレクシスに、レスターという本物の恋人がいるという事実を知った、ただそれだけで。


『おまえがそうやってしらばっくれるのは、なにかを企たくらんでいるときだ』


『一つだけ忠告しておく。君には、アレクシスのような男は荷が勝ちすぎる。中ちゆう途と半端な気持ちなら、深入りしないことだ』


　いまとなっては、レスターの謎なぞめいた言葉がすべて腑ふに落ちた。


　アレクシスが偽いつわりの恋こい人びと役を用意してまで独身を守りたかったのは、レスターのためなのだ。


　レスターの氷のような美び貌ぼうが脳のう裡りに浮かぶ。アレクシスと同じ貴族階級に属し、価値観と思い出を共有する、本当の恋人。


　とうてい悠などが、敵かなう相手ではない。


「……、……」


　胸の奥からぐっと迫せり上げてきた熱い塊かたまりが、涙となって溢あふれ出す。隣りん室しつのアレクシスに聞こえないよう、悠は上掛けを引きかぶって嗚お咽えつを殺した。


　今夜は、やさしく髪かみを撫なでて慰なぐさめてくれる指はない。


　悠がいま必要としているのは、休息でも契約でもない。アレクシスだ。アレクシスのキスが、彼のぬくもりが欲しかった。


　だが、アレクシスはレスターのものなのだ。


　胸が張り裂けそうだった。頭がわんわんと痛くなり、吐はき気がする。これは、セシリアを欺あざむいた罰ばつなのだろうか。


　胸だけでなく、全身がずくずくと脈打つように痛かった。怪け我がのせいなのか、失しつ恋れんの痛みのせいなのか、もうわからない。


　一人きりの夜は長く、いつまでも涙なみだは止まらなかった。




６







「では、いったん帰国し、日本の本社と協議して参ります。その後、改めて本社の役員とともにご挨あい拶さつに伺うかがいます」


「それは楽しみです」


　思いがけずグリフォンズとの契けい約やくが実現して喜色満面の田淵に、アレクシスがゆったりと微笑み返す。


「御おん社しやとなら、お互たがいにとって有意義なパートナーシップを築けるでしょう」


「ありがとうございます」


　田淵は先日会ったマーク・ニコルズの役員、ジョージ・バーリーとともに、アレクシスのカントリーハウスに招しよう集しゆうされた。日本における、グリフォンズの独どく占せん販はん売ばい契約を結ぶためだ。


　もちろん悠も同席している。グリフォンズ側の希望条件をまとめた契約書を作成した、レスターもだ。


　田淵の隣となりに腰こしかけた悠は、さりげなくレスターを観察した。アレクシスに契約書について訊たずねられ、澱よどみない口調で説明している。彼はうつくしいだけでなく、有能な弁護士なのだ。


　ソファに座ったアレクシスと、彼の背後から契約書を覗のぞき込むレスターの姿には、親密な者同士の気安さがあった。


　なんのことはない。二人は、公私に亘わたるパートナーだったのだ。真実を知ったいまとなっては、いかにも二人はお似合いだった。


　じくじくとした嫌な痛みが、心臓から体中に広がっていく。嫉しつ妬とする権利など、悠にはない。


　取り引きが成功した結果、アレクシスは独身の自由を、悠はグリフォンズとの契約を手に入れた。


　望みが叶かなったはずなのに、顔を寄せあって、なにごとかを話し込んでいる二人の姿を見ると、胸を搔かき毟むしりたくなった。


　……もう、終わったことだ。


　無理やり自分に言い聞かせ、悠は胸の痛みから目を逸そらした。


　あとは具体的かつ細かな条件面をつめれば、日本でのグリフォンズの販売が可能になる。恋は叶わなかったが、夢は叶うのだ。


　悠は明日、田淵とともに日本に帰国する予定になっている。会社に戻もどれば、新規ブランドの立ち上げ準備に忙ぼう殺さつされるだろう。交こう渉しように当たるのは田淵や役員たちになるから、アレクシスと顔を合わせる機会はそうないはずだ。


　失しつ恋れんの痛みを紛まぎらわせるためにも、グリフォンズを成功させよう。


　これからを考えることで、悠は沈しずみそうになる気持ちを鼓こ舞ぶした。


「よくやってくれましたね、桐原くん」


　会談を終えた田淵が帰り際ぎわ、改めて悠を労ねぎらう。


「いいえ。僕はなにもしていません」


　ほろ苦い気分で、悠は微笑んだ。桐原物産との契約が、アレクシスからの慰い謝しや料りようがわりだと知ったら、田淵はどんな貌かおをするだろう。


　体と引き換かえに、契約を手に入れたようなものだ。アレクシスと取り引きしたことは一生、誰だれにも言えない。恋人役を務めるうちに、彼に恋したことも。


「君がいなければ、グリフォンズとの契約は結べなかったでしょう。帰国したら、私からもよく会長にご報告します」


「そんな……僕はこのお屋や敷しきでぶらぶらしていただけです。僕の手て柄がらではなく、田淵さんの根回しがあったからです」


「日本人は謙けん遜そんしがちですが、ときには自己主張も大切ですよ」


　悠は否定したが、田淵は聞き入れてくれなかった。「明日、空港で落ちあいましょう」と、バーリー役員の車に同乗して帰っていく。これからマーク・ニコルズに立ち寄るそうだ。


　レスターもこのあとクライアントとの会食があるとかで、すぐさまロンドンに戻っていった。


　見送るアレクシスは淡たん々たんとしていて、とくに名残を惜しむ様子はない。長くつきあっている恋人同士というのは、必要以上に愛情を表現しないのかもしれない。


「いよいよ明日だな」


　彼らを見送ったあと、玄げん関かんホールでアレクシスがぽつりと呟つぶやいた。


「君がいなくなると、淋さびしくなる」


「お世話になりました。すっかり長居してしまって……」


　アレクシスの表情に浮かぶ、もの憂うげな色にはあえて気づかないふりをして、悠は明るく返した。よけいな期待をしてはだめだ。友人に対する社交辞令なのだから。


　一週間の出張が三週間あまりにも及およんだのは、悠が怪け我がをしたせいだ。


　翌日の検査では、脳波に異常はなし。階段に打ちつけたせいで体のあちこちが青黒く鬱うつ血けつしていたが、いまではそれもじょじょに治りつつある。


　セシリアをかばって階段を転げ落ちたというのに、骨折もせず、打だ撲ぼく程度の怪我ですんだのは幸運と言えた。階段に敷しかれていた、厚みのある絨じゆう毯たんのおかげだろう。


　家族には、自分の不注意で階段から落ちて軽い怪我をしたと報告したのだが、兄の忍が迎むかえに来ると言い出して大おお騒さわぎになった。兄には言わないよう口止めしたのに、母がうっかり話してしまったのだ。


『いますぐ迎えに行く』という忍に、たんなる打ち身だから大だい丈じよう夫ぶと状じよう況きようを説明しなければならなかった。女性から恋こい敵がたきと恨うらまれた挙句、彼女をかばって階段から落ちたという真実を知らせたら、すぐにでも日本に連れ戻されただろう。


「よければ、これから出かけないか。コッツウォルズの近くに、君に見せたいものがあるんだ」


「なんですか？」


　この館に来てすぐ、アレクシスに連れていってもらって、アンティークショップでお土産みやげを買った場所だ。まだ見ていないところがあるのだろうかと、悠ゆうは好こう奇き心に駆かられて長い睫まつ毛げを瞬またたかせた。もっとも、アレクシスが連れていってくれるのなら、どこでも嬉うれしい。


「それは、行ってのお楽しみだ」


「ずるいです。そんなふうに言われたら、行きたくなるに決まっているじゃないですか」


　悠が怪け我がをして以来、アレクシスとのあいだに生じた距離は決定的なものとなっていた。お休みのキスはすっかりなくなり、礼儀正しい挨あい拶さつだけだ。


　そのくせ、二人のあいだではこれまでどおりの会話が交かわされていた。微妙なよそよそしさから、お互い目を逸そらすように。


　今度アレクシスと会うときは、マーク・ニコルズのオーナーと桐原物産の一社員としてだろう。そうすれば、こんな気安い会話を交わすことはできなくなる。アレクシスが運転する愛車に乗ることもだ。


「では、行こう」


「はい」


　胸の奥を軋きしませる切なさを押し殺し、悠は愛車のキーを手にするアレクシスに頷うなずいた。











　古い町並みが大切に保存されているこの界かい隈わいは、やはり観光地としても有名だ。マナーハウスを改築したホテルや、パブやレストランなどがたくさんある。


　昼間は観光客で賑にぎわっていた通りも、夕刻とあって店が閉まり、閑かん散さんとしていた。一歩小道に入れば、魔ま法ほうでもかけられたかのように人けがない。


　町外れのパーキングに愛車を停とめ、アレクシスは「散歩をしよう」と悠を伴ともなって歩き出した。


「うちの館やかたからいちばん近い町だから、子供のころは父に連れられて弟とよく来たものだ。母に内ない緒しよで、屋台で売っているベリー類や、アイスクリームを買ってもらうのが楽しみだった」


「屋台で売っている食べものって、外で食べるせいか、いつもよりおいしく感じますよね」


　他た愛あいのない話をしながら、町外れまで歩く。アレクシスは時折、「疲つかれないか？」と悠の体調を気き遣づかってくれた。


『グリフォンズの日本での総代理店に、桐原物産を指名しよう』


　アレクシスが言い出して以降、二人のあいだで取り引きの話は出なかった。これからの話もだ。


　二人とも、取り引きにかかわる話題を慎重に避けていた。アレクシスにしてみれば、悠に怪我をさせてしまった負い目があるからだろう。逆に悠にとっては、取り引きと引き換えにグリフォンズとの契けい約やくを手に入れた罪悪感があった。


　これからさき、グリフォンズとの契約が続く限り、このやましさを抱かかえていかなければならないのだ。そして、アレクシスへの恋こい心ごころも。


　人ひと影かげが消えた町は、不思議な静せい寂じやくに包まれていた。仕事を終えた人々は家へ帰り、観光客はホテルに引き上げたのだろう。


　裏通りに面した民家の庭先に、色とりどりの薔薇ばらが咲さき乱れていた。古い木の柵さくにピンクの蔓つる薔薇ばらが絡からまり、生いけ垣がきを越こえて路地にまで枝を伸のばしている。狭せまい路地は、薔薇で溢あふれんばかりだ。


「綺き麗れいですね」


「だろう？　でも、君に見せたいのはまだこのさきだよ」


　悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えみ、アレクシスは路地を抜ぬけたさきに見える教会を指差した。どうやら、そちらが目的地のようだ。


　路地は緩ゆるやかな坂道になっており、片側にはレンガ塀べいが続き、もう一方には民家が数すう軒けん並んでいた。


　歳月を経へて磨すり減った石いし畳だたみ、クラシックなガス灯の形をした街灯、民家の窓辺に揺ゆれるうつくしいレースのカーテン。百年前にタイムスリップしたようだ。


　小川のせせらぎが耳に心ここ地ちよい。水鳥の親子に見送られながら古びた石橋を渡わたり、教会の前に出た。


　ロンドンのウェストミンスター寺院などと異なり、地元の人の信しん仰こうに根づいた教会なのだろう。素そ朴ぼくでこぢんまりとしているぶん、ぬくもりが感じられる。周囲には高い樹き々ぎが立ち並び、生おい茂しげった葉は群むらが夕ゆう陽ひを透すかして、やさしい木こ洩もれ日を落としていた。


「こっちだ」


　教会に用があるのかと思ったが、アレクシスは裏手へと悠を誘さそった。人一人がやっと通れるくらいの小道を抜け、裏庭に出る。


　そこは、見渡す限かぎり純白の薔薇で埋うめ尽つくされていた。柵を越えて、高く、大きく無数の薔薇が生い茂っている。よく見れば、蔓薔薇やオールドローズなど薔薇の種類はさまざまだったが、色はすべて白だ。


「……すごい……」


　感嘆の声が悠の唇から零こぼれた。


　夕陽を浴びて輝くステンドグラスと、白薔薇の対比がうつくしい。あたりには甘い芳ほう香こうが漂ただよい、あるかなきかの風に乗って、時折はらりと花弁が舞まい散った。


　周囲はまだ明るかったが、人影はまったくなく、世界にはアレクシスと悠の二人しか存在しないかのような錯さつ覚かくを起こさせる。白薔薇に守られた、秘密の花はな園ぞのだ。


「ここは、弟にも教えていない特別な場所なんだ。子供のころは、両親に叱しかられたり、弟と喧けん嘩かしたりしたときによく来た。いまでも、たまに立ち寄る」


　教会の裏庭にまつわるエピソードを話し、アレクシスは少し面おも映はゆそうに微笑んだ。


「私のいちばん好きな景け色しきだ。君にも見せたかった」


「……ありがとうございます」


　アレクシスの言葉に、胸がじわりと熱くなった。彼しか知らない特別な場所に、足を踏ふみ入れることを赦ゆるされたのだ。同じ景色を目にし、心を震ふるわせるという、得がたい僥ぎよう倖こうが。


「一生、忘れません」


　この景色も、あなたのことも。


　心の中でひそかに決意する。レスターという恋人がいても、この想おもいが報むくわれなくとも、アレクシスが好きだという気持ちに変わりはない。


「この腕うで時ど計けいを、もらってほしい」


「ぁ…」


　アレクシスが悠の手を取り、もう片方の手でポケットからあの腕時計を取り出した。


　結けつ婚こん話が破談になり、セシリアを牽けん制せいする必要がなくなったため、もうつける必要はないだろうとアレクシスに返したものだ。


　父親の形見であることを知っているだけに、アレクシスから借りていたときも気が気ではなかった。第一、こんな大切な品をもらう理由がない。


「だ、だめです。いただけません」


　慌てて手を引っ込めようとしたが、手を握るアレクシスの力は強かった。触れられている部分から、久しぶりの彼のぬくもりが浸透してくる。


「私たちが出会ったときの思い出の品を、君に持っていてほしい」


　暮れゆく夕陽を浴びて、アレクシスの瞳ひとみが金の光こう彩さいを帯びる。情熱的なまなざしで熱っぽく訴うつたえられると、芝しば居いの続きをしているというより、本当にアレクシスに熱愛されている恋人になった気がした。


「これをつけていれば、君は私のことを忘れないだろう？」


「……忘れません」


　腕時計がなくとも、忘れられるはずがない。初めて、心から好きになった人なのだから。アレクシスは、一生に一度の、ただ一人の人だ。


　いまなら、セシリアの激情が理解できる。恋の痛みも、苦しみも。


「あなたと出会ったときのことも、再会したときのことも……。それから、乗馬や苺いちご摘つみや、パーティのことも、……この景色のことも、一生忘れません」


　アレクシスと過ごした時間は、一生の宝物になるだろう。声が震えそうになるのを必死で堪こらえ、悠は決して告げることのできない想いを込めてアレクシスを見上げた。


「私もだ。離はなれ離ばなれになるのは淋さびしいが、ほんのしばらくだ。またすぐ会える」


　腕時計を嵌はめた手を取られ、手の甲こうにそっと唇くちびるが押し当てられる。アレクシスの声こわ音ねには、別れがたい気持ちを押し殺し、自分に言い聞かせるような響ひびきがあった。


　グリフォンズを通して、アレクシスとの繫つながりは続くだろう。オーナーと取引先の一社員として。


「そうですね……またお会いできるのが、楽しみです」


　身を切るような切なさを押し殺して笑え顔がおを作ると、アレクシスもまた微笑んだ。


　大好きな人の笑顔を目に灼やきつけておきたくて、悠はアレクシスを見つめ続けた。











　食事も、そのあとのサロンでの会話も、いつもと同じだった。映画や本、家族や仕事に関する取り留めのない話題。


　いつもどおりに振ふる舞うことで、二人とも明日訪おとずれる別れを考えないようにしている様子が窺うかがえた。


　アレクシスが、自分との別れを惜しんでくれている。友人としての惜せき別べつの念であっても、悠には充じゆう分ぶんだった。


「明日は空港まで見送ろう」


　就しゆう寝しん前になって、ついにアレクシスが明日のことを口にする。寝ね間ま着きの上にローブを羽織った彼は、お休みの挨あい拶さつをしに悠の部屋を訪れた。


「お忙いそがしいのではありませんか？　最寄りの地下鉄まで送っていただければ、あとは僕一人で行けます」


「また迷子になって、飛行機に乗り遅おくれたら困るだろう？」


「……そうですけど」


　迷子になんてならない、と言い切れないのが弱いところだ。つい唇を尖とがらせると、アレクシスが微笑んだ。


「そんな貌かおをされると、ますます君と離れがたくなるな」


「……ぁ」


　頰ほおを包まれて、額にくちづけられる。口調は冗じよう談だんめいていたが、アレクシスの瞳は真しん剣けんだった。いまにも堰せきを切って溢あふれそうな情熱を、かろうじて抑よく制せいしているような目だ。


　──キスして、欲しい……。


　だが、額に続いて目め許もとにキスを落としただけで、アレクシスは顔を上げてしまった。自じ嘲ちようめいた昏くらい笑えみが、端整な面に浮かんでいる。


「……すまない。嫌だったろう？」


「嫌じゃありません……！」


　とっさに、体を引こうとするアレクシスのまとったローブの袖そで口ぐちを摑つかんでいた。


「だから、……あの……」


　引き止めたはいいが、キスしてください、とは言い出せなかった。恥ずかしくて、ローブを握り締めた指先がかたかたと震える。


　俯うつむいていると、ふっとアレクシスが微笑む気配があった。


「キスしても？」


　思わず、悠はこくんと頷うなずいていた。しなやかな指がそっと添えられ、顎あご先さきを掬すくい上げられる。


「…、……」


　アレクシスの唇が触ふれた瞬しゆん間かん、甘かん美びな慄おののきが背筋を走り抜けた。ちゃんとしたキスは、ずいぶん久しぶりだった。たぶんアレクシスに抱かれて以来だろう。


　唇で唇を挟はさまれ、やさしく吸い上げられる。柔やわらかく、甘いくちづけに悠の緊きん張ちようが解けたのを見計らい、アレクシスの舌が唇を割った。


「…ぅ、ん、ん…っ」


　口こう腔こうに深く探さぐり入り、悠のすべてを征せい服ふくしようとする。熱く、深いキスに煽られて、悠は瞬またたく間に体の奥に火が灯ともるのを感じた。


　ただ一度、アレクシスが与あたえてくれた、あの充じゆう溢いつ。


　ふだんは考えないようにしているけれど、自分の体を穿うがった猛たけ々だけしい脈動も、恐おそろしいまでの容積も、まざまざと覚えている。


　苦しくて、蕩とろけそうに熱くて、……でも、欲しい。


　アレクシスの感かん触しよくを思い描えがいただけで、あちこちがつきつきと疼うずき、尖り出すような感覚があった。


「……悠」


　くちづけが解かれ、アレクシスがひそめた声で名前を呼ぶ。浅く息を乱していた悠は、肩かたをぴくりと震わせた。名前を呼ばれる、ただそれだけのことがどれほどの喜びをもたらすか、アレクシスは知らないだろう。


　見上げたアレクシスは、不思議な静せい謐ひつに満ちた表情で悠を見み据すえていた。瞳の奥深くで燃える炎ほのおと、それを打ち消そうとする冷めた色。二つの相反する感情が交こう錯さくする瞳には、しかし、哀かなしみとしか言いようのない感情がいちばん色いろ濃こく滲にじんでいた。


　どうしてこんな貌をするのだろう。地位も財産も人望も、なにもかもを持っている男が。


　アレクシスの腕うでが離れるのを恐れ、悠は彼の背中にしがみついた。


「……最後まで、……して、ください……」


　含がん羞しゆうに打ち震えながら、小さな声で「お願い」と続けた。はしたないことを言っているのは、わかっている。だけど、今夜を逃のがせば、もう二度とこんな機会はないだろう。


　一夜限りでいい。同情からでも、欲望からでもいいから、アレクシスの存在を刻みつけてほしかった。


「……嫌いやじゃ、なかったら……」


「嫌なわけがないだろう」


　怒おこったような声がして、悠はいっそう深い抱ほう擁ように巻き込まれていた。息が止まるほど抱だきしめられて、治りかけの体が少し痛む。しかし、それ以上の喜びが悠の胸を満たしていた。


「君が欲しい」


　熱を帯びた声に囁ささやかれ、悠の全身を歓かん喜きが貫つらぬく。たんなる欲望からにせよ、アレクシスに求められたことが嬉うれしかった。少なくとも、もう一度抱いてもらえるくらいには気に入ってもらえたのだ。


　深く抱きしめられ、再び唇を奪うばわれる。歯列をなぞられ、感じやすい部分を探られ、濡ぬれた熱さに舌を搦からめ捕とられて、情熱的なキスに溺おぼれていく。


　ようやくアレクシスが顔を上げたときには、悠はもはや一人では立っていることができなかった。抱かかえるようにしてベッドに連れていかれ、横たえられる。


　アレクシスの手がシャツのボタンを外しはじめ、悠ははっと我に返った。はだけたシャツの隙すき間まからは、治りかけの青あざが覗のぞいている。


　痛みはほとんどないが、打だ撲ぼくの痕あとはなんとも言えない色合いのまだら模様に変化し、悠自身、見ていて気持ちがいいものではない。それが、体中のあちこちにあるのだ。


　こんな醜みにくい体をアレクシスに晒さらそうとしたのかと、いまさらながら悠は恥はじ入った。


「だ…だめです…っ」


「悠？」


　シャツを脱がそうとするアレクシスの手を、「このままで」と押しとどめる。従順に身を委ゆだねていた悠のいきなりの抵てい抗こうに、アレクシスが訝いぶかしそうに眉まゆを寄せた。


「……打撲の痕が、みっともないから……」


「馬ば鹿かだな」


　切ないような表情で微笑み、アレクシスは襟えり許もとを押さえ込む悠の手を取った。


「君は、うつくしい……とても」


　小さく震ふるえる指先に唇を押し当て、悠の頑かたくなな思い込みを解き放とうとする。


「だいぶ治りかけているね。君のうつくしい肌に痕が残らないかと心配だったんだが、この様子なら綺き麗れいに治るだろう」


「っ……」


　よかった、と吐と息いきめいた囁きが落ち、鎖さ骨こつにくちづけられる。アレクシスは悠のシャツをはだけると、肩かた先さきに残った打撲の痕にキスした。


「だめ、です……そんな……」


「こんなときに君がどれだけ噓うそつきか、もうわかっているよ」


　慰い撫ぶするように、アレクシスの唇が打撲の痕を丹たん念ねんに辿たどる。肩先に腕に、腹部に。アレクシスのキスには、労いたわりと深い情がこもっていた。


「あ、ん…っ」


　胸の尖りを唇くちびるに食はまれ、思わず高い声が出てしまう。アレクシスから与えられる快感を知ってしまったそこは、期待だけですでに尖っていた。


「いや……」


「どうして？　ここは、君のお気に入りだったろう？」


　突とつ起きを含んだままアレクシスがしゃべると、不規則な振しん動どうが生じ、悠をさらに狂くるわせた。ろくに存在さえ意識していなかった場所が、どうしてこれほどの快感を生むのか理解できない。


「だって、……恥はじずかし…い、から……」


「感じてしまうことが？」


　片方を口で、もう片方を手指で苛いじめられ、悠は否定することもできず、小さく頷いた。


　どうして誤ご魔ま化かせるだろう。形を変えた下か肢しがはしたなく潤うるみ、蜜みつを滲ませはじめているというのに。


　両りよう脚あしをもじつかせ、少しでも気を逸そらそうとしていると、目め聡ざといアレクシスに見つかってしまった。


「ああ、もうぬるぬるになっている」


「っ…く……」


　大きな掌てのひらに包まれて、張りつめた屹きつ立りつが嬉しげに震え、とろりと蜜を零こぼした。


　恥ずかしい。神経が灼やき切れそうだった。だが、上下に扱しごかれると、ねだるように腰こしが突つき上がってしまうのを堪えられない。


「こちらを可愛かわいがってあげるのは、少しお預けだ」


「ぇ……」


　いきなり愛あい撫ぶの手が離はなれる。落らく胆たんの声を上げた悠は、両脚を大きく開かれて目を瞠みはった。羽はね枕まくらの上に腰を乗せられ、両脚のあいだにアレクシスが体を割り入れてくる。


「や…っ」


　太ふと腿ももを摑つかんで押し上げられると、アレクシスに向かってぐっと腰が突き上がり、秘められた部分が無防備に曝さらけ出された。


「いや、や、だ……やめて…っ」


　なにをされるのか察し、悠は不自由な姿勢であがいた。


　あの高貴な瞳ひとみに、浅ましく昂たかぶった屹立も、アレクシスを求めてひくついている窄すぼまりも、なにもかも見られているのだ。それだけでも脳が沸ふつ騰とうしそうなほど恥ずかしいのに、舌先で愛撫されるのは耐たえがたかった。


　しないで、としゃくり上げたが、悠を押さえつけたアレクシスの力は緩ゆるまなかった。


「ここで私を受け入れるためには、必要なことなんだ。我が慢まんしてくれ」


　内腿にくちづけながら、アレクシスがぐずる子供を前にしたようにやさしく言い聞かせる。


　きっとアレクシスだって、こんな面めん倒どうなことはしたくないに違ちがいない。よけいな手間をかけさせることが申し訳なくて、悠は嗚お咽えつを嚙かみ殺し、そろそろと体の力を抜ぬいた。


「っ……く」


　アレクシスが両脚のあいだに顔を伏ふせ、咲さき初そめたばかりの花にキスを落とす。さらなる開花を促うながして、あたたかくぬめった舌先が柔やわらかく撫なで擦さする。


「あ……あっ」


　羞しゆう恥ちの深ふかみに溺れそうになりながら、シーツを摑み締しめて、かろうじて意識を繫つなぎ止めた。たっぷりと唾だ液えきを送り込まれ、蕩とろけた花弁を男の舌先に穿うがたれる。力を入れて拒こばもうにも、ぬるぬるした舌の侵しん入にゆうを防ぐことはできなかった。


「ひ…あ、あ……んっ」


　脆もろい柔やわ襞ひだを熱い唾液が滴したたり落ち、悠は振ふり絞しぼるような悲鳴を上げていた。大きく開かれた両脚が、爪つま先さきまで痙けい攣れんする。


「あ、あぁ…っ」


　じゅくじゅくと潤んで、脳髄まで溶とけてしまう。舐なめ溶かされるそこから怖こわいほどの愉ゆ悦えつが走り抜けて、悠は濡れた嬌きよう声せいを上げて仰のけ反った。


　慎つつましく花弁を閉とざしていた蕾つぼみはいまや、貫いてくれるアレクシスのものを求めて自ら口を開く淫いん靡びな花へと変化し、妖あやしい開閉を繰くり返している。勃たち上がったままの果実は愛撫にあわせて震えながら、甘い雫しずくを滴らせた。


「や……いや、もう……もうっ」


　内側から燃え立たされて、溢あふれ出しそうな熱を堪こらえることができなくなる。涙なみだ声ごえで哀あい願がんすると、甘く淫みだらな責め苦がやんだ。涙で濡れた眦まなじりに、宥めるようなキスが落ちる。


「ずいぶん柔らかくなった。これなら大だい丈じよう夫ぶだろう」


　いったんアレクシスは体を起こすと、自らの衣服をもどかしそうな手つきで脱ぎ捨てた。このあいだのように焦じらすことも、執しつ拗ような愛撫で悠を泣かせることもなく、自身を与あたえようとする。もしかしたら、アレクシスも自分を欲ほつしてくれているのだろうか。


「……あっ」


　紅あかく濡れそぼち、綻ほころんだ花弁に猛たけった切っ先が押し当てられる。どれほどアレクシスが欲しいと思っていても、経験の浅い体は未熟で、いざとなると恐おそれに竦すくんだ。


「リラックスして」


　アレクシスは慎しん重ちようだった。悠のそそけ立った頰ほおを撫でながら、顔中にキスを散らし、やさしく唇を啄む。


「初めてであれだけ感じられたんだ。これが怖くないのはわかっているだろう？」


「あ、ん…っ」


　腰を押しつけられ、くちっと音を立てて、張り出した先せん端たんがほんの少しだけ花のあわいに突き刺さる。アレクシスの雄お々おしさをまざまざと感じ、じいんと痺しびれるような快感が脳天にまで突き上げた。


「そうだ。その調子で私を受け入れてごらん」


　頰を紅潮させて仰け反り、穿たれた腰を悶もだえさせる悠の反応を認めて、アレクシスが唇を綻ばせる。


「ああ…っ」


　ずずっという衝しよう撃げきがあり、襞ひだを捲まくり上げるようにしてアレクシスが入り込んでくる。最初に抱だかれたときよりもいくぶん冷静なせいか、アレクシスの雄ゆう蘂ずいに粘ねん膜まくを擦こすられる感かん触しよくがより鮮明に感じられた。


「あ…あ……っ」


　喉のど奥おくから押し出されるようにして洩もれる声を抑おさえられず、悠は男の背中にしがみついて堪えようとした。


　熱くて、大きくて、硬かたい。じりじりと小刻みに前後しながら、深みを目指して進んでくる。


「い、や……あ、深い…っ」


「大丈夫だ。このあいだも受け入れただろう？　私の形を覚えているはずだ」


　本能的な恐きよう怖ふを覚えて「怖い」と訴うつたえると、アレクシスはいったん動きを止めて、紅く尖とがった乳にゆう嘴しや、張りつめた花か茎けいを愛撫して、悠が落ち着くのを待ってくれた。


「ああ…っん」


　時間をかけて、アレクシスは悠のすべてを支配した。信じられないほど奥深くまで、荒あら々あらしい鼓こ動どうを刻む存在に満たされている。


「つらいか？」


　アレクシスの大きさに慣れようとして浅く息をついていると、額にかかった髪かみをやさしく払はらわれた。


　悠の潤んだ視界に、アレクシスの貌かおが映る。込み上げる快楽を押し殺そうときつく眉まゆをひそめ、眉間には汗を滲ませていた。蒼い瞳は欲望に濡ぬれ、紫むらさきの色味を濃こくしている。


　アレクシスも、感じているのだ。


　実感したとたん、滴るように甘い喜びが悠の胸を濡らした。


「ううん……平気です」


　それどころか、アレクシスと繫がって彼の鼓動を感じているだけで、達してしまいそうだった。悠を求めて男の楔くさびは熱く滾たぎり、激しく脈打っている。


「……あの……」


「うん？　どうした？」


　動いてほしいと言えず、悠はうろうろと視線をさ迷わせた。アレクシスを食はんだ内ない壁へきがうずうずして、じっとしていられない。


「ぅ……、ん…っ」


　はしたないと恥じ入る気持ちとは裏腹に、悦楽を求めて蠢うごめく柔襞がアレクシスに絡からみつき、貪どん欲よくに締め上げる。両りよう脚あしでアレクシスの体たい軀くを挟はさみ込み、悠はあえかな声で喘あえいだ。


「ずいぶん悪戯いたずら好きだな」


「や、……ああんっ」


　揶や揄ゆされてふるりとかぶりを振ったが、勢いよく腰を叩たたきつけられて否定する声は甘い悲鳴に変わった。二人の肌はだがぶつかり、乾かわいた音を立てる。


「あっ、あ…んっ」


　浅く深く、ときに回転を加えて、アレクシスが恣ほしいままに動きはじめる。鋼のように硬い雄刀が花はな筒づつを縦じゆう横おう無む尽じんに擦り立て、火花のような愉悦を撒まき散らす。


　素す直なおで淫らな柔襞は、打ち込まれるアレクシスの楔にみっちりと吸いつき、もう二度と逃のがすまいとけなげに絞り上げた。


「きついな。気に入ってくれたのは嬉うれしいけれど、食いちぎられそうだ」


「や…あ、あ…んっ」


　撓しなり返った果実の形をなぞられて腰が砕くだけた隙すきに、アレクシスが強ごう引いんに締めつけを振り払って、抜き取ってしまった。


「ああ、あ……っ」


　だが、もの足りなさを覚える間もなく、凄すさまじい勢いで閉じかけた花筒を抉こじ開けられる。熟うれた果肉を潰つぶすような猥みだりがわしい音があたりに響ひびき、悠は羞恥と快感に懊おう悩のうした。


　蕩けきった花は、押し開かれて蕾つぼむたびに、ぐっしょりと濡れそぼったいやらしい音を立てる。いまはそれすらも、快感を倍増させた。


　ゆるゆると、しかし、確実に悦楽の高みへと導かれていく。


「素す敵てきだ……悠」


　体を傾かたむけ、アレクシスが愉悦に乱れる悠の貌を覗のぞき込む。どんな表情も見み逃のがすまいとするように、わずかに目を細めた、熱いまなざしで。


「あ、あん…っ」


　ふいに、熟した木の実のように色づいた乳ち首くびを摘つままれる。くりくりと揉もみ立てられ、悠は腰こしを左右にくねらせて悶えた。


　アレクシスの引き締まった腹部に擦られ、濃のう密みつな滴りに塗まみれていた花茎がびくびくっと喜き悦えつに跳はね上がる。


　あと少し、もう少しで。


　直ちよく截さいな刺し激げきを求めて、アレクシスに腰を擦すり寄せる。だが、時折気まぐれに与えられる刺激だけでは、極みに辿り着けそうになかった。


　焦しよう燥そうが募つのるあまり、悠の手が無意識のうちに下か肢しに伸のびる。自身に触ふれるまえに、アレクシスに手を摑つかまれた。


「だめだ。私だけで達いってごらん」


「で…でも……、あ、あんっ」


　深く沈しずめた楔で円を描えがくようにねっとりと捏こね回され、内ない奥おうのみで愉ゆ悦えつを味わわされる。両手をベッドに縫ぬい止められて、あとはアレクシスのいいように揺ゆさぶられた。


　続けざまに奥を突つかれ、感じやすい場所を抉えぐり上げられて、最奥から痺れるような快感が湧わき上がる。アレクシスの力強い抽ちゆう挿そうに合わせて腰を揺らしながら、悠は甘ったるく啜すすり泣いた。


「だめ…も、だ…め、達っちゃ…う、ぅ……い、くぅ…っ」


「いい子だ」


　欲情に掠かすれた声がして、耳じ朶だを甘あま嚙がみされる。


「あ……っ、ぅ……」


　柔やわらかな耳朶にかりりと食い込むアレクシスの歯先を感じた瞬しゆん間かん、悠はついに放ほう埒らつを迎むかえていた。がくがくと卑ひ猥わいな動きで腰を突き上げながら、アレクシスを食んだ内奥を引き絞しぼってしまう。


「──……っ」


　喉奥に絡んだような呻うめきとともに、アレクシスが熱情を解き放つ。


　あたたかい。体内にひたひたと満ちるアレクシスの熱が、嬉しかった。


　互たがいを隔へだてる境目がなくなり、一つに溶とけあったような錯覚がする。


　これも、最後の夜が見せてくれる魔ま法ほうなのだろうか。


　とても幸せで、なのに、どうしようもなく哀かなしい。


　想おもいを断たち切るために体を重ねることが、どんなに心を切り裂さく行こう為いなのか、知らなかった。知っていれば、なにも言わず、アレクシスの前から消えたのに。


　けれど、この痛みさえもアレクシスに恋こいした証なのだと思えば、耐たえられる。つらいのは、きっといまだけだ。


　抱き寄せようとしたアレクシスが、悠の眦まなじりから溢あふれる涙なみだに気づいて手を止める。


「悠？　どこか痛むのか」


「……なんでもありません」


　やさしくされたら、もっと涙が止まらなくなる。望みどおり抱いてくれたのに、これ以上アレクシスを困らせたくなかった。


「もっと、……してください」


　愛する人の背中に抱きつき、耳みみ許もとでねだる。掌てのひらの下で、アレクシスの筋肉に覆おおわれた背中がぴくりと震ふるえた。


「悠」


　いまだ冷めぬ熱情を孕はらんだまなざしが悠を包む。


　──好き……。


　甘くくちづけられながら、胸の中で何度も繰くり返す。それは、決して届かない祈いのりの言葉に似ていた。


　どうせ叶かなわない想いなら、いっときの快楽に溺おぼれてしまえばいい。


　再びはじまった律動に喘ぎながら、悠は恍こう惚こつとして目を閉じた。


　瞼まぶたの裏を白い薔薇の花弁が緩やかに舞い落ちる。アレクシスと見た光景の残像だ。


　世界から隔かく絶ぜつされた、薔薇で埋うめ尽つくされた花はな園ぞの。


　できることなら、アレクシスと二人きりで閉じ込められてしまいたかった。
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　キーボードを叩く音、紙を吐き出すプリンターの音。同どう僚りようの話し声や、電話の呼び出し音が時折混ざる。


　夢の終わりはあっけない。日本に帰国した悠には、以前と変わらない日常が待っていた。


　帰国から一週間を経へて、ようやく元の生活に慣れつつある。そうなると、英国での生活が遠い夢の世界の出来事に思われた。


「では、三時にそちらにお伺うかがいします」


　受話器を置き、悠はふっと息をついた。その手首にあるのは、アレクシスから贈おくられた腕うで時ど計けいではない。就職祝いに父が買ってくれた、ステンレスのシンプルな腕時計だ。


　帰国する日、悠はアレクシスの腕時計を彼の書しよ斎さいに置いてきた。


『お気持ちだけいただいていきます』


　これまでの感謝を記した手紙とともに。


　アレクシスが別れを惜おしんでくれただけで、充じゆう分ぶんだ。断りきれなくて、あの場ではいったん受け取ったけれど、大切な形見の品をもらうつもりはなかった。


　アレクシスからは、その後、なんの音おと沙さ汰たもない。マーク・ニコルズ側とは契けい約やくの条件をつめる段階になっており、役員や田淵、法務部が交こう渉しようの窓口になっていた。


　好意をふいにされたと、気分を害していないといいのだが。


　最初から、叶わない恋だったのだ。


　ロンドンの街で偶ぐう然ぜん出会うなんて、ずいぶんロマンチックな出会い方をしたものだと思う。取り引きを受け入れてからは、アレクシスがあんまりやさしくて、本当の恋人になったような錯さつ覚かくを起こしかけた。


　でも、アレクシスにはレスターがいる。あのうつくしい、完かん璧ぺきな恋人が。


　アレクシスから、気持ちを告げる言葉がなかったのも当然だ。悠が一方的に好きになっただけで、アレクシスには恋愛感情などなかったのだから。


　アレクシスの言うとおりだ。欲しいものを手に入れるには、対価が必要だ。悠は失しつ恋れんという手痛い代だい償しようを払はらい、グリフォンズの契約を手に入れた。


　すでに、桐原物産を挙げて、グリフォンズとの契約に向けて動き出している。


　なにしろ、ピエール・デュフィ以来の大きなブランドを獲かく得とくしたのだ。難なん攻こう不ふ落らくと噂うわさされたマーク・ニコルズのオーナー、グレンヴィル伯はく爵しやくを説得した最大の功労者として、悠は社内で一目置かれるようになっていた。


　現在は、新規事業部に所属したまま、営業やマーケティングなど各部署からの希望者で構成されるグリフォンズ・チームのメンバーとして、ブランド立ち上げの準備に奔ほん走そうする毎日だ。


　グリフォンズというブランドを、日本でいかに構築するか。


　今後の事業の成否は、悠たちにかかっている。失恋の痛みに浸ひたる間もないほど仕事が忙いそがしいのは、むしろありがたかった。


　それでも、ふとした仕事の合間に考えるのはアレクシスのことだ。


　延々と続く草原、白い綿毛のような羊。広々とした領地と荘そう厳ごんな館やかた。アレクシスに乗馬を教えてもらったときのことや、ドライブに連れていってもらったときのこと。


　もちろん、彼のぬくもりや広い胸の厚み、抱だきしめられたときの腕うでの強さも、はっきりと覚えている。


　取り引きのために恋人役を演じただけでも、アレクシスと過ごした時間は、悠にとって大切な宝物だ。一生の思い出になるだろう。


　もう、アレクシスは悠のことなど忘れているかもしれないけれど。


　やるせない痛みに胸が軋きしみ、悠は唇くちびるを嚙かみ締しめた。いけない。いまは、アレクシスとの思い出に浸っている場合じゃない。三時の打ち合わせまでに、資料を作らないと。


　お茶でも飲んで気分を変えようと、悠は席を立った。


　お土産みやげに買ってきた、グリフォンズのブレンドティー。その中から、ミントを選んだ。快適だったイギリスとは違ちがい、日本は毎日気温が三十度を超こえ、じっとりと蒸むし暑い。


　マグカップにティーバッグを入れてお湯を注ぐと、清せい涼りよう感かんのある香りが立ち上った。不快な暑さだけでなく、鬱うつ々うつとした気分まで打ち払ってくれるようで、思わず唇が綻ぶ。


　大だい丈じよう夫ぶ、やっていける。


　いくら心が痛もうとも、グリフォンズの紅茶が慰なぐさめてくれるから。











「遅おそくなっちゃったな……」


　資料室で調べものをしていたら、予想外に時間がかかってしまった。


　午後七時過ぎ、帰国してから連日残業が続いている。仕事はまだいくらでもあるが、さすがに疲つかれた。切りもいいことだし、今日はこれで切り上げよう。


　そこでふと、自宅に帰っても誰だれもいないことを思い出した。父は取引先の接待に、母は大学時代の友人との食事会に出かけているはずだ。自分一人のために母の手を煩わずらわせるのは申し訳ないから、夕食は外で済ませてくると言ってあった。


　一人で外食するのも侘わびしい。どうせなら、兄を誘さそってみよう。


　帰国した日、実家に帰ってきた忍と話して以来、まともに話す暇ひまがなかった。社内で顔を合わせた際に、二言三言交かわしたくらいだ。


　アレクシスとの取り引きという、兄に言えない秘密を抱かかえたやましさのせいもある。聡そう明めいな兄のことだ。自分の身に起きた変化を、見み抜ぬいてしまうのではないか。それが怖こわかった。


　高潔な兄は、取り引きをしてグリフォンズを手に入れたと知ったら、悠を軽けい蔑べつするだろう。その取り引きの内実を知れば、なおさらだ。


　けれど、一生兄を避さけるわけにはいかない。


　抱えきれない秘密の重さと罪悪感にどれほど責め苛さいなまれても、アレクシスとの取り引きを打ち明けるわけにはいかないように。


　アレクシスとの取り引きを受け入れたのは自分の意思で、いわばこの結果は自じ業ごう自得だ。約束どおり、グリフォンズの独どく占せん販はん売ばい権を手に入れたのだから、いったいなんの不満があるだろう。


　予想外だったのは、アレクシスに恋こいをしたこと。ただその一点だ。


　失恋の痛手はいまだ癒いえないが、歳月が経てば少しは薄うすれるのかもしれない。それがどれほどの時間を要するのか、悠にはわからなかった。


　いや、癒えなくてもいい。


　この痛みこそが、アレクシスに恋した証あかしなのだから。


　彼が労いたわりをこめてくちづけてくれた打だ撲ぼくの痕あとは、もう綺き麗れいに治っている。だから、せめてアレクシスへの想おもいを、消えない刻印として刻みつけておきたかった。それが、罪悪感ややましさ、痛みという負の感情を伴ともなうとしても。


　人恋しい気持ちは、失恋のせいかもしれない。今日はむしょうに兄と話がしたかった。


　都合のいいときだけ兄に甘えるのは、自分の悪い癖くせだ。兄から自立しようと躍やつ起きになっていたのに、やっぱり自分はだめだなと苦く笑しようが洩もれる。


　いまの時間なら、兄は役員室にいるかもしれない。いなければ、食事に誘うのは諦あきらめようと決めて、悠は役員室のあるフロアに向かった。


　ほかの役員はもう帰宅したらしく、フロアはしんとしている。廊ろう下かの角を曲がったところで、いきなり兄の部屋のドアが開いた。


「社内で検討して、来週までに返答すると伝えてあります」


　忍の声が聞こえて、悠はとっさに身を翻ひるがえしていた。どうやら、来客があったらしい。鉢はち合あわせになったら、お互い気まずい思いをしただろう。


「そうだな。せっかく二号店を出すなら、慎しん重ちように考えたほうがいい」


　続いて聞こえてきたのは、サンライズ・キャピタルの代表、高たか嶺ね秀ひで幸ゆきの声だった。響きのよい低音には、どきりとするような艶つやがある。


　サンライズは二年前、桐原物産に融ゆう資しをして筆頭株主となった。同時に高嶺は社外役員に就任したのだが、桐原物産の再建計画が軌き道どうに乗ったのを見て、半年ほどで退任してしまった。


　その後も桐原物産を訪おとずれては、なにかとアドバイスをしてくれている。悠も、グリフォンズの件で相談したことがあった。


　高嶺と忍は大学の先せん輩ぱい後輩で、仕事以外でもつきあいがある。当時から高嶺を知っている悠にとって、高嶺はもう一人の兄のように頼たのもしく思われた。


　悠が食事に行こうと誘えば、二人は承しよう諾だくしてくれるだろう。だが。


「慎重すぎて、時期を逃のがしてもまずいがな」


「それは経験論ですか？」


「一いつ般ぱん論だ」


　兄さん、と声をかけようとして、悠は口を噤つぐんだ。出ていくタイミングを逸いつしたからではない。


　誰もいないと思っているのだろう。高嶺と話す兄の口調には、悠がこれまで聞いたことのない響ひびきがあった。心を赦ゆるした相手だけに見せる、甘えのようなもの。


　高嶺が、二歳上の先せん輩ぱいだからだろうか。表情が見えないだけに、声こわ音ねに含ふくまれる微び妙みようなニュアンスが際立つ。


「グリフォンズの件は、順調なのか」


「ええ。あと少しで、正式な契けい約やくが成立するでしょう」


　二人の話し声が遠のいていく。ちょうど死角になった給湯室に身を潜ひそませ、悠はそろそろと彼らの背中を窺うかがった。


　エレベーターの前で、高嶺が忍になにごとかを耳打ちする。忍のしろい横顔に、さっと血の気が上った。


「高嶺さん……！」


「大丈夫だ。誰も聞いちゃいない」


　きっと眦まなじりを吊つり上げた忍に睨にらまれ、高嶺が飄ひよう々ひようと返す。


　自分よりずっと大人だと思っていた二人の屈くつ託たくのない様子が、悠には新しん鮮せんだった。


「怒おこるなよ」


「怒っていません」


　忍が紅あかくなった顔をつんと逸そらした。拗すねているのだろうか。初めて見る、兄の子供じみた反応だった。


「忍」


　恋こい人びとの名前でも呼ぶような、深い情愛のこもった声だった。宥なだめるように高嶺が忍の肩かたに触ふれる。忍は振ふり払はらわなかった。


　ちょうどエレベーターが来て、扉とびらが開く。忍の肩を抱いて高嶺が中へ促うながすと、鏡に二人の貌かおが映った。


　面おも映はゆそうな忍は、なにか甘やかな幸福に包まれているように見える。忍を見み遣やる高嶺のまなざしも、大切な相手を守る誇ほこらしさと喜びに満ちていた。


　余人の介かい在ざいを赦さない、二人だけの世界。


　扉が閉まり、二人を乗せたエレベーターが下降していく。


　一階に着いたのを見届けてから、悠はやっと給湯室を出た。


「そうだったんだ……」


　思わず一人ごちた。兄のあんな表情を見たのは、初めてだ。たった一人の兄だから、あれがただの友人に見せるものではないことくらいはわかる。


　恋れん愛あい沙ざ汰たに鈍にぶかったから、これまで気づかなかった。


　でも、アレクシスのおかげで恋を知ったいまならわかる。たぶん、高嶺と忍はただの仕事相手でもなければ、先輩と後輩でもない。


　穢けがらわしいとは、まったく思わなかった。忍から、高嶺との関係を打ち明けられなかったという疎そ外がい感かんもない。


　忍に恋人がいる気配がなかったのは、高嶺の存在があったからだろう。互たがいを見交わす視線からも、二人が揺ゆるぎない愛情で結ばれていることが伝わってきた。


　高嶺が大学を辞やめてから、二年前までの八年間、音信不通だったと聞いている。いったいどんな紆う余よ曲きよく折せつを経へて、二人がいまの関係に至ったのかはわからないけれど、兄の想いが成じよう就じゆしたのなら、よかったと思う。


　それでも、一いち抹まつの淋さびしさが胸に兆きざす。


　──アレクシスに、会いたい。


　帰国して以来、ずっと胸に巣食っているアレクシスへの思し慕ぼが明確な言葉となって噴ふき出しそうになる。


　だけど、口にしてどうなるのだろう。


　向こうは、投資家にしてマーク・ニコルズとセントクレアのオーナーで、しかも貴族。国こく籍せきも違ちがえば、生まれ育った環かん境きようも違う。


　同じ貴族階級に属するレスターとしか、理解しあえないことがあるはずだ。現に、あれほど恋れん愛あい観が違ったではないか。


　切なく疼うずく胸の痛みに耐たえかね、悠はいつまでも壁かべにもたれたまま、動き出せなかった。
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「困ったことになった」


　悠をミーティングルームに呼び出した部長が、深刻な貌で切り出す。


　部長が苦い貌で部署に戻もどってきたときから、嫌いやな予感がしていたのだが、的中したようだ。心構えし、悠は慎重に訊たずねた。


「なにかトラブルでも？」


「アレクシス・ラドフォード氏のご機き嫌げんが、よくないらしい」


　いきなりアレクシスの名前が出て、心臓が止まりそうになった。一いつ瞬しゆんたりとも忘れられない、アレクシスの冷たいまでに整った美び貌ぼうが脳のう裡りに浮うかぶ。


　英国出張から帰って、すでに二週間。


　時間が経てば忘れられるだろうという期待も虚むなしく、アレクシスへの想おもいは薄れるどころか、深まるばかりだった。


　毎晩のように、アレクシスの夢を見る。乗馬やドライブ、カントリーハウスでの出来事はもちろん、ロンドンの街を二人で歩いたりといった、実際には経験していない夢も見た。


　そして、アレクシスに抱かれる夢も。


　記憶の反はん芻すうなのか、あるいは願望の現れなのか。アレクシスの甘い囁ささやきを鼓こ膜まくに注ぎ込まれながら、悠は何度も夢の中で彼の情熱的な愛あい撫ぶに咽むせび泣いた。


　夢の中のアレクシスにどんなふうに翻ほん弄ろうされたかを思い出しかけただけで、こめかみがじんわりと熱を持つ。幸い部長は悠の異変には気づかず、話を続けた。


「今日、来日されたそうだ。契約のまえにうちの会社や工場を見学したいとのことなんだが、君に案内をしてほしいとおっしゃっている」


「僕に、ですか……？」


　アレクシスの機嫌がよくないのも、来日したのも、初耳だった。視察の案内をするのも仕事のうちだと思うが、アレクシスの前でしぜんに振る舞まえる自信がない。


「ラドフォード氏がおかんむりなのは、どうやら君が交こう渉しよう窓口から降りたせいらしいんだ」


「え……」


　悠がただでさえ大きな目を瞠みはると、部長は慌あわてて「いや」と両手を振った。


「君を責めているんじゃない。君はよくやってくれている。桐原くんにはブランド立ち上げの仕事があるし、契約の交渉はイギリスの田淵所長と法務部の仕事だ」


　帰国したあと、連れん絡らくをしなかったから、アレクシスの気分を害したのだろうか。でも、音おと沙さ汰たがないのはアレクシスも同じだ。


　取り引きの終しゆう了りようとともに、アレクシスとの個人的な関係も終わった。


　アレクシスがいくばくかの好意を持ってくれているのはわかっているが、それはあくまでも友人としてだ。


　最後の夜、アレクシスが応こたえてくれたのは、拒絶しては悠がかわいそうだと思ったからだろう。怪我をさせたという負い目もあったのかもしれない。


　アレクシスの好意を勘違いしてはいけない。いつまでもつきまとっては迷めい惑わくだろうと、悠はあえて連絡しなかった。


　それに、契約を取りつけたのは悠だが、立場上はただの一社員に過ぎない。用もないのに、アレクシスの好意にかこつけて親しく接するのは、公私混同というものだ。


「あの、アレク……」


　アレクシス、と言いそうになり、悠ははっとして口を噤んだ。


　社内では、桐原物産との契約に気乗りしなかったアレクシスを説とき伏ふせ、彼に見込まれて館やかたに逗とう留りゆうしたことになっている。必要以上に親しいそぶりを見せれば、不審に思われるだろう。


「ラドフォード氏が滞たい在ざい中、僕がご案内していいでしょうか？　お話しする機会があれば、僕がどんなふうにブランド立ち上げに携たずさわり、計画を進めているか、お話ししてみます」


　仕事とはいえ、アレクシスに会える。まだ失恋の痛手が癒いえないいま、悠の気持ちは複雑だった。アレクシスに会える喜びと、報むくわれない想いに身を焦こがす切なさとが綯ない交まぜになる。


「そうしてもらえるだろうか」


　部長はほっとした貌になり、「法務部から連絡があった」と懐ふところからメモを取り出した。


「ラドフォード氏が逗留しているホテルだ。来日したばかりだから、明日以降、君に連絡があるだろう」











　その日も、打ち合わせや会議などで、会社を出るころにはすっかり遅おそくなってしまった。八月に入ってから連日の猛暑で、夜になってもまだ昼間の熱気が残っている。


　夕方に部長と話してから、忙いそがしかったこともあり、あえてアレクシスのことは考えないようにした。


　アレクシスに会うまで一日ある。それまでに心づもりしておこう。大丈夫、アレクシスに会ったらきっとふつうに笑える。


　英国ではアレクシスがもてなしてくれたのだから、会社や工場を案内するのはもちろん、お返しがしたかった。多忙なアレクシスに時間があるかどうかわからないけれど、今夜はガイドブックを調べて、アレクシスを案内する店や場所を考えておこう。


　守衛に挨あい拶さつし、通用口から出てしばらくすると、一台の黒くろ塗ぬりの車がすっと横づけされた。


　なんだろう。不ふ審しんに思っていると、悠の目の前でドアが開いた。


「お久しぶりです、悠さま」


「オリヴィエさん……！」


　驚おどろいて立ち竦すくむ悠に、地味なダークスーツをまとったアレクシスの執しつ事じがにっこりと微笑んだ。


「お久しぶりです。アレクシス……グレンヴィル伯はく爵しやくと、いっしょにいらしたんですか？」


「はい。せっかくの機会なので、あるじについて参りました」


　アレクシスの立場なら、執事やコック、メイドを引き連れて旅行するのがあたりまえなのかもしれない。


「あるじが、悠さまにお会いしたいと申しております。どうぞ、お車へ」


「でも、……」


　むろん、アレクシスには会いたい。けれど、まさか今日、アレクシスからの迎むかえが来るとは予想していなかったから、まったく覚かく悟ごができていなかった。


「それとも、このあとなにかご予定がおありでしょうか？」


　オリヴィエが青灰色の瞳ひとみを哀かなしげに曇くもらせる。アレクシスの館に滞在中、オリヴィエにはよくしてもらった。誘さそいを断って、オリヴィエが主人の不興を買うのは申し訳ない。


「わかりました。お会いします」


「ありがとうございます」


　悠の返答に、オリヴィエが恭うやうやしく礼を述べる。


　車中で、悠が滞在していたときはまだ小さかった仔こ馬うまが成長したことや、西せい翼よくの階段を補修したことなどをオリヴィエから聞いているうちに、ホテルに着いた。


　洗練された客室のデザインと行き届いたサービスで知られる、外資系のラグジュアリーホテルだ。最上階にあるスイートルームが、アレクシスの部屋だった。


「こちらです」


　オリヴィエに案内され、速くなった鼓こ動どうを持て余しながら、部屋の奥へと足を踏ふみ入れる。


　アレクシスと会うのは、二週間ぶりだ。まだという気もするし、もうという気もする。だが、失しつ恋れんの痛手が薄うすれるには短すぎる時間であることは間違いない。


　広いリビングで、アレクシスは誰だれかと話していた。ちょうど相手は背中を向けており、悠からは顔が見えない。


「悠」


　オリヴィエに連れられた悠を認めて、アレクシスが微ほほ笑えむ。品のいい三つ揃ぞろいに身を包んだ彼は相変わらずの堂々たる美び丈じよう夫ふぶりで、悠の視線を釘くぎづけにした。一瞬にしてかあっと頰ほおが熱くなり、心臓が壊こわれそうなほど鼓動が速くなる。失恋したというのに、性しよう懲こりがない。


　ぼうっとアレクシスに見み蕩とれかけた悠は、アレクシスとともに振ふり返った人物に気づいて凍こおりついた。


　月明かりを思わせるプラチナブロンドと、妖あやしいエメラルドの瞳。氷のような美貌の持ち主、レスターだった。


　仕事上の目的で来日したのだから、アレクシスの顧こ問もん弁護士であるレスターが同どう伴はんしていてもおかしくない。だが、二人の関係を知っている悠としては、レスターがただの弁護士として同伴したとは思えなかった。


「元気だったかい？」


「は、はい。お久しぶりです」


　アレクシスに会えた喜びは瞬時に萎しぼみ、胸がすうっと冷えた。強こわばりそうになる頰を必死に動かして笑顔を作りながらも、どうしてもレスターの存在を意識してしまう。


「久しぶりだね、悠」


「またお会いできて、嬉うれしいです」


　レスターに手を差し出され、握あく手しゆする。レスターの先細りの指は、やはりひんやりとしていた。完かん璧ぺきな美貌は、汗あせ一つ搔かかないように見える。


「君がアレクシスに連絡しないから、日本くんだりまで来ることになったんだぞ。おかげで、私としては日本観光ができるからラッキーだが」


「え……」


　詰なじるようなレスターの口調に、悠は目を瞬またたかせた。アレクシスに連絡しなかったことを、責めているように聞こえる。


　レスターは、アレクシスと悠の関係を見抜いていた。初めてアレクシスに抱だかれた翌々日、悠を揶から揄かったことからも明らかだ。恋こい人びとの不実を当然のように受け入れるのが、この階級に属する人たちの流りゆう儀ぎなのだろうか。


「痺しびれを切らして、君に会いに来たんだ」


　レスターの真意がわからず困こん惑わくしていると、アレクシスが苦く笑しようした。悠の前に立ち、ふっと真顔になる。


「君は、私の気持ちを弄もてあそぶつもりなのか？」


「……な…っ」


　アレクシスの言葉に度ど肝ぎもを抜ぬかれ、悠は絶句するしかなかった。誤ご魔ま化かすのは赦ゆるさないと悠を見み据すえる蒼あおい目には、切ないまでの焦しよう燥そうと抑よく制せいされた怒いかりがある。


　弄ばれたのは、むしろこちらのほうではないのか。いや、被ひ害がい者しや面づらをするつもりはない。アレクシスとの取り引きを受け入れたのは、悠の意思だ。


「君の気持ちが、さっぱりわからない。腕うで時ど計けいを置いていってしまうし、帰国してからはなんの連絡もない。しかも、桐原物産の窓口を君が務めるのかと思ったら、君の上司だという。グリフォンズを愛してくれる君ならと思って、契けい約やくをしたんだ。私は君に裏切られたんだろうか？」


「裏切るなんて、そんな……仕事に関しては、僕の一存だけで決められません。日本でグリフォンズをいかに展開して、ブランドを確立していくか、僕はそういった面から今回のプロジェクトに携わっています」


　まるで、アレクシスが悠に特別な感情があったかのようだ。オリヴィエはともかくも、レスターがいるのにいいのだろうかと、悠ははらはらした。


「仕事のことは置いておくとしよう。だが、君は私の求愛を受け入れてくれたはずだ。だからこそ、最後の夜、君から私を求めてくれたんじゃなかったのか」


「……っ」


　レスターたちの前で、なんということを言うのだろう。あの夜の、情熱的でやさしかったアレクシスの行為がまざまざと蘇よみがえり、悠は耳まで真っ赤になった。


　でも、求愛っていったいなんのことだろう。好きだの愛してるだのといった言葉は、一度も言われていない。


「ま……待ってください。おっしゃる意味がわかりません」


　羞しゆう恥ちと困惑に目を潤うるませる悠を見て、レスターが揶や揄ゆする。


「アレクシス。どうやらおまえの一ひと人り芝しば居いだったようだぞ」


「うるさい」


　アレクシスが苦りきった貌かおでレスターを黙だまらせる。そんなささいなやりとりも息がぴったりで、悠の胸がちりりと灼やけた。


　再び悠に向き直り、アレクシスが熱っぽいまなざしを向ける。


「わからないというなら、何度でも言おう。君を愛している」


　真しん摯しな告白だった。もしアレクシスと二人きりならば、彼の魅み力りよくに負けて、騙だまされていたかもしれない。


　アレクシスの背後で、ソファに腰こしを下ろしたレスターがやれやれと肩かたを竦めるのが見えた。まったくの他人事のようだ。アレクシスに愛されているがゆえの余よ裕ゆうなのだろうか。


　彼らとは、恋れん愛あいに関する価値観も道徳観念も違ちがう。どれほどアレクシスが好きでも、何人もいる恋人の一人になるのは嫌だった。しかもアレクシスは、体を繫つなげれば恋人だと考えているのだ。


「あなたには、レスターさんがいらっしゃるじゃありませんか……っ」


　上うわ目め遣づかいにアレクシスを睨にらみ、叫さけぶように言い放つ。


「レスターが？」


「私がどうしたって？」


　アレクシスとレスターが同時に声を上げた。二人とも、ひどく怪け訝げんな貌をしている。


「こ……恋人なんでしょう？　口外しませんから、ご安心ください」


　とたん、水を打ったような不気味な沈ちん黙もくが落ちた。アレクシスもレスターも、予想だにしなかったことを聞かされて、すっかり毒気を抜かれた様子で固まっている。


　なにも知らないと思って、しらばっくれるつもりなのだろうか。侮あなどられたことを怒るよりも、哀しかった。


「恋人がいる人と、体だけの関係を続けられるほど、僕は器用ではありません。それが、あなたのおっしゃる愛だというなら、僕は……」


　受け入れられません、と続けるまえに、片かた隅すみに控ひかえていたオリヴィエがつかつかと歩み寄ってきた。主人のアレクシスではなく、ソファにいるレスターに向かって。


「失礼」と一言断り、いきなりレスターの顎あご先さきを掬すくい上げる。


「……っ！」


　身を屈めたオリヴィエの陰で、レスターが驚きよう愕がくに目を瞠みはるのが見えた。


　一いつ瞬しゆんの出来事だった。オリヴィエが顔を上げるより早く、レスターが彼の胸を押しのける。


「いきなりなにをする…っ！」


「自分の恋人にキスをしたまでです」


　裂さけんばかりに眦まなじりを吊つり上げたレスターの抗こう議ぎに、オリヴィエが涼すずしげな貌で返す。


「あるじの誤解を解くのも、執しつ事じの役目かと存じまして」


「おまえは実に有能な執事だ」


　アレクシスは満足そうに頷うなずき返し、呆ぼう然ぜんとしている悠を見み遣やった。


「これで、わかっただろう？　レスターの恋人は、オリヴィエだ」


「──」


　今度は悠が絶句する番だった。言われてみれば、オリヴィエとレスターのあいだには奇き妙みような緊きん張ちよう感かんがあった。パーティの日の二人の会話が思い出される。


『私を困らせて愉たのしまれるのは、趣味がいいとは言えません』


『ずいぶん自うぬ惚ぼれた口を利く。おまえが困ろうが、どうしようが、私の知ったことではない。あるじもあるじなら、執事も執事だな』


　オリヴィエに対する、レスターの辛しん辣らつで挑発的な態度。あれは、恋人の気を引きたかったからなのだろうか。


　二人の関係が事実である証拠に、レスターはいっさい否定の言葉を口にしなかった。苦りきった様子でため息をつき、眼鏡のブリッジを押し上げる。だが、その切れ上がった眦はほの紅あかく染まっていた。


「アレクシスさま。これから恋人のために時間を頂戴したいのですが、よろしいでしょうか」


「構わない。明朝まで邪じや魔まはしないから、安心しなさい」


「ありがとうございます」


　礼れい儀ぎ正しく礼をすると、オリヴィエが当然のようにレスターの腕うでを取る。


「さあ、隣となりのお部屋に行きましょう。お二人の邪魔をしてはなりません」


「私に指図するな……！」


　ソファから強ごう引いんに引き上げられ、レスターが抵てい抗こうする。だが、オリヴィエはものともせず、レスターを引きずっていく。細身のレスターより、オリヴィエのほうが力は上のようだ。


「いい子になさっていたら、お好きなだけ可愛かわいがって差し上げますよ」


　オリヴィエの不ふ遜そんな物言いに、レスターの白はく皙せきがかっと紅くなる。レスターの長い睫毛が、心こころ許もとなく震ふるえた。


「おまえなんかに、冗じよう談だんじゃない……！　分を弁わきまえろ」


「強ごう情じような方だ。いつも最後はとろとろになって、可愛らしくおねだりなさるのに」


「……っ」


　レスターに耳打ちするオリヴィエの声が、悠にははっきりと聞こえた。恋人同士の睦むつ言ごとを盗ぬすみ聞きしたようで、こちらまで照れてしまう。


「悠」


　オリヴィエとレスターが出ていくと、部屋にはアレクシスと悠の二人きりになった。恋人のふりをしていたころと変わらない声で名前を呼ばれて、おずおずと顔を上げる。


「君の誤解は解けただろうか？」


「……はい」


　セシリアの言葉を真に受けて、すっかりアレクシスとレスターが恋人だと思い込んでしまった。なんのことはない。悠の早とちりだったのだ。でも、セシリアは本気でそう信じているようだったし、なにより、二人はお似合いだった。


「いったいどうしてこんな馬ば鹿かげた誤解を？」


「セシリアさんが、そうおっしゃったんです」


「セシリアか」


　アレクシスが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような貌になった。


「以前から、レスターとの関係を勘かん繰ぐっているようだったが、本当に誤解しているとは思わなかった。彼女からの誘さそいを断るのに、レスターを利用したからかもしれないな」


「レスターさんは赦ゆるせるけれど、僕の存在は赦せないとおっしゃいました」


「私が君に本気だとわかったんだろう」


　情熱をあらわにした深い色合いの瞳に見つめられ、悠は鼓こ動どうがとくんと高鳴るのを感じた。さっきからずっとどきどきしていて、心臓がおかしくなりそうだ。


「あ……あの、本当に僕のことを……」


「愛している」


　なんのためらいもなく告げ、アレクシスが悠の頰ほおに手を差し伸のべる。二週間ぶりの、恋こいしい人のぬくもり。触ふれられて初めて、いかにこのぬくもりを欲ほつしていたか気づいた。


「ロンドンの街で初めて会ったときから、君に惹ひかれていた。あの日から私は、真しん珠じゆのようにうつくしい肌はだと、感情を浮うかべてくるくると変化する黒い瞳に魅みせられた、哀あわれな恋の虜とりこになったんだ」


　悠が逃にげ出すのを恐おそれるように、アレクシスがやさしく頰を撫なでる。


「君と再会したとき、このチャンスを逃のがしてはならないと思った。むろん、仕事と恋愛はべつだ。だが、君にならグリフォンズを任せられると判断した。そのうえで、君に取り引きを持ちかけたんだ。卑ひ怯きようだったのは認めよう。……だが、どうしても君が欲しかった」


　アレクシスの直ちよく截さいな言葉が、悠の胸に響ひびく。狂くるおしい情熱を湛たたえたまなざしはただ熱く、見つめられているだけで体温が上じよう昇しようしそうだった。


「でも……これまではなにもおっしゃらなかったし、帰国するときも、引き止めてくださらなかったし……」


「引き止めてほしかったのかい？」


　アレクシスに訊たずね返され、悠は返答に詰つまった。


「そんなことをすれば、君を困らせるだけだ。契けい約やくが成立すれば、君は日本に戻もどらなければならない。君には、君の仕事がある。そのくらいは、弁えていた。いや、弁えていたつもりだったと言うべきか……」


　悠を見つめるアレクシスの瞳が、切なそうに歪ゆがむ。


「そもそも、君の気持ちが私に傾かたむくまで気長に待つつもりだったんだ。だが、君が取り引きをやめたいと言い出したあのとき、私を抑よく制せいしていた理性の鎖くさりがぷつりと切れた。君が欲しいという気持ちに負けて、自らに課した戒めを破り、無む垢くな君を穢けがしたんだ」


「穢したなんて……」


　思っていないとかぶりを振ふると、アレクシスの表情がやるせない色を深めた。


「そんな私を、君が赦してくれるはずがない。だから、愛していると言えなかったんだ。しかも、君を守ることができす、怪け我がまでさせてしまった。私が君にしてあげられることと言ったら、グリフォンズの独どく占せん販はん売ばい権の契約を結ぶことと、君を手放してあげることだけだった」


　違ちがう。自分は、アレクシスからたくさんのものをもらった。


「あれは僕が悪かったんです。自分の意思であなたとの取り引きを決めたくせに、途と中ちゆうで投げ出そうとしたから……。むしろ僕は、あなたに感謝しています。滞たい在ざい中に、いろいろな思い出を作っていただいて……」


「私が欲しいのは、君の感謝ではなく、君の愛だ」


　必死に言い募つのる悠を、アレクシスが憂うれい顔で遮さえぎった。


「それでも、最後のあの夜、もしかしたら想おもいが通じたのかもしれないと思った。だが、君は腕うで時ど計けいを置いていくし、帰国してから一度も連れん絡らくをよこさない。君の気持ちを確かめずにはいられなくて、視察にかこつけて日本までやってきた」


　そこでいったん言葉を区切り、アレクシスは痛いほど真しん剣けんなまなざしで悠を射い貫ぬいた。


「どうか、悠。君の気持ちを教えてほしい」


　誰だれよりも高い矜きよう持じを持つ男が、切々と訴うつたえる。胸の奥深くから込み上げてくる、熱いものがあった。言葉になって溢あふれるより早く、悠はアレクシスの胸に飛び込んでいた。


　アレクシスとは、なにもかもが違う。国こく籍せきも、生活している環かん境きようも、所属している社会も。しかも、同性だ。


　両想いになっても、決して周囲に祝福されることはない。むしろ、自分の存在がアレクシスに迷めい惑わくを及およぼさないとも限らない。


　だけど、アレクシスが好きだという気持ちをもう誤ご魔ま化かせなかった。


「悠？」


　とっさに悠を抱だきとめたものの、なにが起きたのかわからないといった調子でアレクシスが呟つぶやく。


「あなたが好きです」


　小さな、けれどしっかりとした声で告げると、しがみついた広い胸がかすかに震えた。悠と同じくらい、アレクシスの鼓動も速くなっている。


「……僕も、初めて会ったときから、あなたに惹かれていました」


　しばらくの沈黙。まんじりともせず、悠はアレクシスにしがみついたまま、彼が口を開くのを待った。


「……信じられない」


　ため息のように呟つぶやいて、アレクシスが悠の頰を包み、顔を覗のぞき込んでくる。


「それは、本当かい？」


「はい。そうじゃなければ、いくらグリフォンズとの契けい約やくが欲しかったとはいえ、恋人の役なんて引き受けませんでした」


　まったく自覚していなかったけれど、ロンドンの街で出会ったあの日、悠は一目でアレクシスに恋をしていたのだ。いまにして思えば、劇的な出会いは二人の運命を暗示していたのかもしれない。あれは、偶ぐう然ぜんを装った運命だったのだ。


「一生分の幸運を使い果たした気分だ」


　悠の手を取って愛いとおしそうにくちづけると、アレクシスは懐ふところからあの腕時計を取り出した。二人を結びつけた、思い出の品。


「今度こそ、受け取ってくれるね？」


「……はい」


　すでに馴な染じみのあるクロコダイルのストラップが、悠の手首にするりと嵌はまる。もう気き後おくれすることもない。確かな重みは、アレクシスの愛の証あかしだった。


「でも、本当に僕なんかでいいんでしょうか？　あなたは伯はく爵しやくで、それに有名な実業家で……」


「君の前では、ただの愚おろかな恋する男だ」


　もう一度手の甲こうに唇くちびるを押し当て、アレクシスが情熱に燃える瞳で悠を見つめる。


「さあ、これからは愛しあうための時間だ」


「……あっ」


　いきなりふわりと爪つま先さきが浮いて、気づいたときにはアレクシスに横抱きにされていた。


「じ、自分で歩けます……！　それに、僕は男で……」


「君が、私の大切な姫ひめ君であることに変わりはない」


　アレクシスが有う無むを言わさぬ口調で、悠の抗こう議ぎを封ふうじる。


　もう、と頰を膨ふくらませながらも、悠は内心では嬉うれしかった。女性扱あつかいされているのではなく、最愛の恋人として扱われているのだとわかるから。


　悠の気持ちは、きっとアレクシスにも通じているに違ちがいない。


　揺ゆるぎない足取りでベッドルームへ向かう恋人を頼たのもしく感じながら、悠は彼の首にしがみついた。











「両想いになったのだから、もう手加減はしないよ」


　では、これまでは手加減してくれていたのだろうか。


　悠を見み据すえるアレクシスの瞳ひとみには獰どう猛もうな欲望があって、背中がぞくりとした。恐れではない。はしたない期待にだ。


　ベッドルームに隣りん接せつしていたバスルームから出てくるなり、待ちかねたアレクシスの腕うでに搦からめ捕とられた。


『私の理性がどれくらいもつか、試ためすつもりなのか』


　いざという段になってシャワーを浴びたいと言い出した悠に、アレクシスは不ふ機き嫌げんそうに呻うめいた。暑いさなか、一日働いて汗あせを搔かいている。アレクシスに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせたくなかったからなのだが、盛り上がっていた興を削そいでしまったかもしれない。


「ごめんなさい……わがままを言って」


「まったくだ」


　わざと作っているとわかるしかめっ面つらで呟き、アレクシスが正面からくちづけてくる。避さける間もなく、唇が重なった。


「……ん、…っ」


　唇を抉こじ開け、歯列の隙すき間まから柔やわらかく濡ぬれた器官が我が物顔で侵しん入にゆうしてくる。先せん端たんで敏感な部分をねっとりと撫でられて、ぞくっと全身が震ふるえた。


「ん…っ」


　手加減しない、と言ったとおり、アレクシスのキスはいつにも増して情熱的だった。舌を絡からめられ、ちぎれそうなほど吸い上げられる。深く、激しいキスがもたらす陶とう酔すいに溺おぼれかけながら、悠は夢中でアレクシスに応こたえた。


「ふ……、ぅ」


　しだいに頭の中が熱く霞かすみはじめる。体の芯までじわりと潤うるむ感覚があって、一人で立っていられなくなり、悠はアレクシスのワイシャツを摑つかんだ。


「は、ふ…っ」


　息が続かなくなった悠を宥なだめるように顔中にキスを散らしながら、アレクシスがバスローブのベルトを外す。肩かたからバスローブが滑すべり落ち、悠は攫さらわれるようにしてベッドに横たえられていた。


「よかった。もう痕は残っていないな」


「ぁ、……」


　唇の端はしから滴したたった唾だ液えきを追って、アレクシスが顎から首筋にくちづけを落とす。どんなささやかな愛あい撫ぶにも、悠の体は過か敏びんに反応した。アレクシスに触ふれられているという事実が、快楽に繫つながる。


「あ、ん…っ」


　伸のしかかったアレクシスに胸の薄うす紅あかい突とつ起きを食はまれ、破は片へんのような快感がつきつきと脳のう髄ずいに突つき刺ささる。


「もう硬かたくなっている。待ちきれなかったみたいだ」


「そんなこと……」


　ないと首を横に振ふってみたものの、さっきから期待に疼うずく先端が、勝手に張りつめていく感覚があった。


「こんなに感じやすくて、私と会わなかったあいだ、どうしていた？　自分で可愛かわいがっていたのかな」


「し、してません…っ」


　茹ゆで上がったように真っ赤になり、悠は必死に否定した。正直に打ち明けるなら、アレクシスを想って眠ねむれない夜、自ら慰なぐさめたことはある。でも、胸には触れなかった。自分の拙つたない手つきでは、アレクシスが与あたえてくれたような快感を得られないことがわかっていたからだ。


「いい子にしていたようだね」


「あ、ぁっ」


　顔を伏せたアレクシスが、つんと突き出た乳にゆう嘴しを舌先で転がした。熱く濡れた感かん触しよくだけでも鮮せん烈れつな快感なのに、尖とがらせた舌先で弾はじかれ、押し潰つぶされると、恥はずかしいほど感じてしまう。


「ひ…やぁっ」


　もう片方の乳嘴を二本の指に摘つままれ、すり潰される。痛いほどの快感が突き抜ぬけて、まだ触れられていない下か肢しまでが甘く痺しびれた。アレクシスの愛撫を求めて、無意識のうちに悠の細ほそ腰ごしがもじもじと揺れる。


「どうした？　おねだりかな？」


「あ、…っ」


　男の手に包み取られて、悠はいかに自身が昂たかぶっているかを知らされた。感じやすい先端を辿たどられて、つうっと蜜みつが溢あふれる。


「すっかり熱くなっている。ほら、とろとろだ」


「あっ…あ、だめ…っ」


　いけないと思っても、はしたない喘あえぎも、溢れる蜜も止められない。豊ほう潤じゆんな花か蜜みつに濡れたせいで、アレクシスの手指はいっそうなめらかに動いた。


「恥ずかしがることはない。私に触れられるのを待っていてくれたんだろう？」


「あ、ん……んっ」


　そうだ、待っていた。アレクシスに触れられるのを。彼が欲しくて。


　あちこちにキスが落とされて、アレクシスの所有の証あかしが刻まれていく。痛々しいほど尖った乳ち首くびにやんわりと歯を立てられ、先端の蜜口を刺し激げきされた瞬しゆん間かん、悠は堪こらえきれずに欲望を放っていた。


「あ、ぁ……っ」


　あっけない絶頂だった。ひくひくと体を震わせながら、濃のう密みつな滴りを噴ふき上げる。桜色に上気した肌に飛び散ったそれを、アレクシスが指先に掬すくい取った。なんのためらいもなく、口に含ふくむ。


「ずいぶん早いな。……それに、濃こい。いい子にしていた証しよう拠こだな」


　そんなものを口にするなんて。以前に飲まれたことがあるとはいえ、いたたまれなかった。


　なにか言おうとしたが、真っ白になった頭にはろくな抗議の言葉が浮うかばず、酸欠になった金魚のようにただぱくぱくと口を喘がせる。


「だ…だめ、です……そんな……」


「君は私のものだろう？　ならば、君の涙なみだの一ひと雫しずくさえも私のものだ」


「……ぅ」


　真っ赤になった頰ほおを撫なでられ、くちづけられる。せめてアレクシスの口内から自分の味を拭ぬぐい去ろうと、悠は必死に舌を絡めた。


「っ……ふ、……ぅ」


　仔こ犬いぬにじゃれられる主人のように、アレクシスは悠の好きにさせてくれた。


　アレクシスにくちづけられたときのことを思い出しながら、彼の口こう腔こうを探さぐる。拙いキスだったが、こうしてアレクシスに触れているだけで、一度放った体がじわりと熱を孕はらむ。


　しばらくして、アレクシスが小さく笑えむ気配があり、キスを解かれた。


「気が済んだかい？　悪戯いたずらはここまでだ」


「そんなに下手へたでしたか……？」


　経験値が違ちがうのだから、下手でも仕方がない。でも、アレクシスがあまりに余よ裕ゆうたっぷりで、悠は少し哀かなしくなった。


「とんでもない。実に情熱的なキスだった。私にキスをしている君は、小鳥のように愛らしい貌かおをしていたよ」


「見ていたんですか…っ？」


「あんなに可愛らしい君を見せられたら、抑おさえが利きかなくなりそうだ。どうしてくれる？」


　動どう揺ようし、じたばたともがく悠を押さえつけ、アレクシスが昏くらく甘い声音で囁く。欲情に翳かげった瞳は、蒼あおから紫むらさきへと変化しつつあった。


「……あなたの好きにしてください」


　熱っぽく掠かすれた声が出た。欲しいのは、悠も同じだ。


「手加減しないと、おっしゃったはずです」


「私を煽あおったことを、後こう悔かいしないように」


　アレクシスの瞳に危険な色が閃ひらめき、悠ははっと身を慄おののかせた。体を引こうとするより早く、アレクシスが両りよう脚あしを押し開き、顔を埋うずめようとする。


「アレクシス……！」


「濡ぬらさないと、君を傷つけてしまう。君の中は繊せん細さいで、ひどく狭せまいからね」


「で、でも……」


　内うち腿ももをアレクシスの吐と息いきが掠めただけで、腰こし骨ぼねのあたりがぞくぞくした。


「私と愛しあうための儀ぎ式しきだと思って、諦あきらめなさい」


「そんな……あ、っ」


　アレクシスと愛しあうたび、毎回こんな羞しゆう恥ちに耐たえなければならないのか。吐息に続いて唇くちびるが窄すぼすまりに触れ、上うわ擦ずった声が洩もれた。


「い、いや……あ」


　久しぶりの愛撫に怯おびえて竦すくむ蕾つぼみを、アレクシスの舌がやさしく舐なめ溶とかそうとする。彫ちよう像ぞうのように端たん整せいな男の鼻先に、いちばん恥ずかしい場所を突きつけている自分の姿を思い描えがき、悠は羞恥に絶え入りそうになった。


「う…く、ぅ……っ」


　だが、アレクシスの舌が閃くたび、蕩とろけそうな愉ゆ悦えつが立て続けに湧わき上がってくる。


　情熱的な愛撫を施ほどこされ、貞てい淑しゆくに閉じていた花弁が従順に綻ほころんでいく。アレクシスを求めて、彼のためだけに。


「あ…、ひ…っ」


　蕩けた花弁に、尖らせた舌先が突き入れられた。届く限りの深みにまで潜もぐり込んできた舌は生きもののように自在に蠢うごめき、柔やわ襞ひだを潤うるおそうとする。アレクシスの愛あい撫ぶに合わせて洩れる、卑ひ猥わいな水音がいたたまれない。


「ふ…っ、く……んっ」


　アレクシスを受け入れるためだ。シーツを握にぎり締しめ、意味もなくかぶりを振って、湧き起こる羞恥と妖あやしい愉悦をやり過ごそうとする。悠の黒目はすっかり潤うるみきり、焦しよう点てんを失っていた。


「あ…っ」


　舌が抜かれたと思ったら、今度は指が差し入れられた。内部の様子を確かめるように前後されて、悠の腰がうねる。


「これならいいだろう。だいぶ蕩けてきた」


「本当……？」


「ああ」


　やっと、この恥ずかしい仕打ちから解放される。訊たずねた悠の口調はふだんより稚いとけなく、アレクシスが愛いとおしそうに微笑んだ。


　こめかみにキスが落ち、そっと指を引き抜かれる。そこに、アレクシスの指の形をした空くう洞どうができたような気がした。


　喪そう失しつ感かんを覚えて、両脚をもじつかせる。しかし、捩ねじれた粘ねん膜まくが擦こすれて、かえって淫みだらな希求が募つのっただけだった。


　限界まで昂らされた体を持て余し、切なげに身を捩よじる恋こい人びとを熱いまなざしで見つめながら、アレクシスが自らの衣服を脱ぬぎ捨てる。


　広い肩かた幅はば、なめらかな筋肉に覆おおわれた胸、硬かたく引き締まった腹筋。男性としてのあらゆる美質を兼かね備そなえた体たい軀くがあらわになる。悠は酔よったようなまなざしで、アレクシスに見み蕩とれた。


　ぎしりとベッドが軋きしみ、アレクシスが伸のしかかってくる。抱かかえられた両脚の狭はざ間まに猛たけった屹きつ立りつを押し当てられ、反射的に体が強こわばった。


「怖こわがることはない。どんなふうに私を受け入れればいいか、覚えているだろう？」


「は…い」


　アレクシスが与あたえてくれた、熱い快楽。思い出しただけで、中ちゆう枢すうがじいんと疼うずく感覚があった。濡れた花弁が妖しく蠢き、男の切っ先に吸いつく。


「あ…あ、んっ」


　ぐぐっと圧あつ迫ぱく感かんがかかり、アレクシスが押し入ってくる。悠はしろい喉のどをあらわにして仰のけ反り、挿そう入にゆうの衝しよう撃げきに耐えた。


　狭きよう隘あいな襞ひだを抉こじ開けて、凄すさまじい充じゆう溢いつが突つき入ってくる。押し開かれる苦痛と快感が綯ない交まぜになり、悠の脳を眩くらませた。


「ああ…っ──」


　勢いをつけて根元まで捩じ込まれた瞬しゆん間かん、頭の中で無数の火花が散った。再び昂たかぶっていた果実が完熟を迎むかえて、激しく爆はぜる。


「ぁ…ぁ……っ」


　はあはあと喘あえぎながら、悠は信じられない思いで自分の肌はだを濡らしている悦えつ楽らくの証を見つめた。放ほう埒らつに溢れたそれは、アレクシスの胸にまで飛び散っている。


「ごめんなさ…い、また僕だけ……」


　恥はずかしくて、情けなくて、悠は瞳ひとみを潤ませた。アレクシスを愉たのしませるどころか、自分だけ二度も達いってしまうなんて。


「あ…っ、だめ、抜ぬかな……」


　とっさに引きとめたが、アレクシスは悠の腰を押さえつけて、ゆっくりと楔くさびを抜いてしまった。


　堪こらえ性しようがないから、呆あきれられたのだろうか。鼻の奥がつんと痛んで、ひくっと喉が震ふるえる。瞬まばたきした弾はずみに滴したたり落ちた涙を、アレクシスがやさしく含み取ってくれた。


「相変わらず感じやすくて、嬉うれしいよ。だが、君にはつまらない誤解をしたお仕置きをしないと」


「お仕置きって……」


　なんだろう。アレクシスの意味深な目つきに、尾び骶てい骨こつのあたりがざわりとする。


「私の好きにさせてくれるんだろう？」


　言げん質ちは取ったとばかりに切り返されて、悠は二の句が継つげなくなった。腕うでを取って起こされ、アレクシスに背中から抱だき込まれる。


「ア…レクシス……？」


「まだ足りないだろう？　私も、もっと君が欲しい」


　甘く、官能的な低音が耳みみ許もとで囁ささやく。刺し激げきに反応してひくんと慄いた花弁に、アレクシスの逞たくましく滾たぎった欲望が押しつけられた。一度充溢を味わったそこは、待ちきれないようにひくつき、アレクシスを取り込もうとする。


「力を抜きなさい」


「ぇ……あ、あ…っ」


　子供のように両脚を抱えられ、浮うき上がった狭間に硬い切っ先がめり込む。アレクシスが腰を突き上げると同時に下に落とされて、逞しい楔が杭くいのように突き刺ささった。


「あ、あぁ…っ」


　きつく仰け反った悠の喉から、惑わく乱らんしたような嬌きよう声せいが迸ほとばしる。一息に串くし刺ざしにされ、意識が遠のきかけた。さきほど放ったばかりの花か茎けいが躍おどり上がるように震えながら、瞬またたく間に硬く反り返る。


「ぁ…っ、ぁ……」


　か細い喘ぎが零れる。気がついたときには、不規則に震える肩かたを撫なでられ、うなじにキスされていた。


「苦しいかい？」


「うう、ん……でも、いっぱい……」


　自分の中が、アレクシスに埋うめ尽つくされている。猥みだりがわしく震える襞がねっとりとまとわりつき、荒あら々あらしい脈動はおろか、浮き出た血管の形状さえもまざまざと知らしめた。


「すごいな……君の中は」


「あ、あっ」


　感かん嘆たんの声を上げ、アレクシスが両りよう膝ひざの下に廻まわした腕で悠の体を持ち上げる。中からずるりと抜け出た楔に柔襞を擦られ、悠は背中を大きく撓しならせて悶もだえた。


「見てごらん、悠」


　背後から抑おさえた声こわ音ねがして、悠は思わずアレクシスが指差した方向を見た。


　シンプルなデザインのチェスト。その上の鏡に、アレクシスと自分が映っている。しかも、鏡の中の悠はアレクシスと深く繫つながった部分を見せつけるように、彼の手で両脚を大きく広げられていた。


「や…っ」


　自分の痴ち態たいを目にし、一いつ瞬しゆんにして羞恥が沸ふつ点てんに達する。


「君が私のものだという事実を、その目でちゃんと確かめなさい」


「い、や…いやっ……あ、あっ」


　恥ずかしいと身を捩れば、アレクシスに内ない奥おうを攪かく拌はんされて喘ぐ羽目になった。楔を穿うがたれ、両脚を抱えられていては、逃のがれようがない。


「ほら……見えるだろう？　君がどんなに可愛かわいらしくて、淫らか」


「や…やだ、見ない、で…っ」


　逸そらそうとした顔をアレクシスに捉とらえられ、鏡の方向に向けられる。あざやかな紅に染まった果実、硬く凝しこった宝ほう珠しゆの袋ふくろ。屹立の先せん端たんに滲にじんだ雫しずくはとろりと伝い落ち、アレクシスを食はんだ部分まで濡ぬらしていた。


「抜こうとすると、まとわりついてくる。実にけなげで、愛らしい」


「あ、あぁ…っ」


　アレクシスがまた少し悠の体を持ち上げると、内側から捲めくくれ上がるようにして紅あかく濡れた粘膜が覗のぞいた。喘ぐようにひくひくと波打ちながら、アレクシスの雄ゆう蘂ずいを喰くい締めている。


「や…あ、んっ」


　体を落とされ、ぐっしょりと濡ぬれそぼった音が響いた。アレクシスを飲み込み、限界まで開花を強しいられた花弁は薄く張りつめ、猥みだりがわしい色合いに染まっている。同じ色をした乳ち首くびをいじられると、連動するように内奥が蠢うごめく。


　これが自分の体の器官なのかと目を疑いたくなるほど淫らで、浅ましい光景だった。


　顎あごを押さえていたアレクシスの手はいつの間にか離はなれていたが、あまりの淫らさゆえに鏡から目が離せない。


　羞しゆう恥ちの涙なみだに頰ほおを濡らしながら凝ぎよう視ししていると、鏡の中のアレクシスと目が合った。


「君は私のものだ」


　狂くるおしい執しゆう着ちやくと愛情を湛たたえた声が、熱っぽく囁く。鏡越ごしにアレクシスを見つめながら、悠は浮かされたようにこくりと頷うなずいていた。


「……あなたも、僕のものになって……」


「敵かなわないな、君には」


　降参だとアレクシスが微ほほ笑えみ、背後からくちづけてくる。首を捻ひねった苦しい体勢で、悠は懸命にアレクシスに応こたえた。


　二つの場所で、これ以上ないほど深く繫がりあう。体温も鼓こ動どうも、なにもかもが一つに溶とけあってしまいそうだった。


　深いキスを交かわしたまま、アレクシスが突き上げてくる。所有の烙らく印いんを刻もうとするかのような、激しい抽ちゆう挿そうだった。


「あぁ…っ」


　最奥まで突き上げられて、耐たえきれずにくちづけから逃れた。たまらない愉ゆ悦えつに、浅ましく濡れた嬌声が迸ほとばしり出る。


「あっ…あ、っ」


「悠」


　身の裡うちに荒あれ狂う激しい衝しよう動どうを堪こらえているかのような、低くひそめた声が悠を呼んだ。


「っ」


　最奥深く打ち込んだアレクシスが、灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうを撃うちつける。引きずられるようにして、悠もまたこの夜何度目かの絶頂に達した。


「あ…ぁ……」


　溢あふれるほど注ぎ込まれ、内奥への刺激だけで立て続けに極きわめてしまう。射精を伴ともなわないそれは延々と尾を引き、悠は朦もう朧ろうとしながら高みをさ迷った。


　背中に触ふれるアレクシスの胸が、あたたかい。彼にもたれていることに気づいたのは、ずいぶん経たってからだった。


　頰や肩先を撫でながら、アレクシスがこめかみにくちづけを落とす。


「これからは、つまらない誤解をするまえに私に訊たずねてほしい」


「はい……」


　そそっかしい性格とはいえ、いまとなっては自分の早とちりが恨うらめしい。アレクシスの言うとおり、ずいぶんつまらない誤解をしたものだと思う。


「私の愛は、永遠に君だけのものだ」


「……僕も」


　愛していますと告げるにはまだ気恥ずかしく、同じ気持ちだと伝えるのが精一杯だった。含がん羞しゆうに頰を染める悠を見つめ、アレクシスが愛いとおしそうに微笑む。


「愛している」


　囁かれる愛の言葉は、永遠に変わることのない誓せい約やくだった。


　ベッドサイドには、アレクシスから贈おくられた腕うで時ど計けいがある。


　二人を結びつけたそれは、これからもひそやかに時を刻みながら、二人が重ねていく歳月を見守り続けるだろう。







〈終〉





誓せい約やくは密ひそやかに甘あまく





藤ふじ森もりちひろ
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